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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　普ふ段だんと違う校内の様よう子すは、今まで私の知らなかった『非日常』でした。

　休み時間の十数倍も賑にぎやかな廊下。楽しそうに展示を見て回っている家族連れ。何だかよくわからない仮装をした生徒たちが看かん板ばんを持って歩き、彼ら彼女らの写真を撮とる者もいます。

「……凄すごいね、これ」

　半ば呆ぼう然ぜんとしつつも興こう奮ふんした様子で、ひめひめが呟つぶやきました。

「ええ、まったく」

　私は通りすがりに無む理り矢や理り渡された『美少年・美男子たちがよりどりみどり！　茶さ道どう部ぶ・執しつ事じ喫きつ茶さ開店中！』と書かれたチラシを手にしたまま、頷うなずきました。

　秋も深まってきた十一月二十日。

　今日きようは──私たちが通う挟はさ間ま学園の、文化祭初日です。

「わあー、中学の時と全然違うー」

　きょろきょろとお上のぼりさんのように視し線せんを移ろわせながら、挙きよ動どう不ふ審しん気味なきみちゃん。それも無理はありません。いつもなら無む機き質しつな学校の壁かべはカーテンや造花などで彩いろどられ、ついでに軽快な音楽があちこちから流れる様子はもはや異空間です。

「中学の文化祭はどんなものだったのですか？」

　私は中学校に通っていないので知ち識しき不足ですが、

「うーんとね、もっと地味っていうか、普通の学校行事みたいな感じー」

　やはり義務教育の壁は圧倒的な戦力差となって顕あらわれているようです。

「高校でも、公立はもっと地味だと思うよ。うち、私立だからけっこう好き勝手みたい」

　そう補足してくれた八や重えさんも楽しそうです。

　かく言う私たちも、前日まではクラス展示の準備に追われていました。一年九組の催もよおしは、黒板を覆おおうほど大きなモザイク画。喫茶店や映画制作に比べてやや地味ではありましたが、クラスメイトたち全員で作り上げたそれはなかなかのものです。

「凄いー！　こういうのいいよねー、みっちゃん」

　きみちゃんが、隣となりにいた舞まい鶴づる蜜みつに言いました。

「え、うん」

　彼女は笑っているとも怒っているともつかない顔でこくりと頷きます。

　私はその様子に少しだけ苦笑しました。

　九月の終わり──蜜を含めた私たち『虚軸キヤスト』が最後の戦いを終えてから、彼女はずっとこんな調ちよう子しです。以前の、目を合わせればこちらに殴り掛かってきそうな刺とげ々とげしさはもうありません。今の蜜は、大人おとなしく口くち下べ手たで控ひかえめな、以前とは打って変わった性格となっていました。

　そのことがいいことなのかどうか、私には判断できません。何な故ぜなら私もあれ以来、機械ではなく、ただの人間として生きていかなければならなくなっているのですから。

　ただ、やはり、今の蜜は無理をしているようにも見えます。八重さんやひめひめ、私、何よりきみちゃんとの友達付き合いにどこか遠えん慮りよしているような。

　いずれ慣なれるしかないことだし、彼女の問題であるとはいえ、それでも私は思います。

　何か──友人として、できることはないのかな、と。

「さて、どこに行きますか？」

　しかし、今考えても仕方ないことです。今日きようのこの喧けん噪そうを五人で楽しむのも第一歩。

「八や重えさんの陸上部の展示は何でしたっけ」

「つまんないよ。スポーツジム」

「は？　スポーツジムって何よ？」

　ひめひめが尋たずねると、八重さんはこくりと頷うなずきました。

「握あく力りよく計けいとか、あと肺はい活かつ量りよう測ったりとか、ダンベルとか。メタボリック対策室、だって」

「手抜きねえ」

「でも、ちょっと面おも白しろそうではありますね。ね、舞まい鶴づるさん」

　私が話を振ると、蜜みつは「え、うん」とだけ返事をします。

　まったく──やれやれです。もう少しどうにかならないものでしょうか。

「喫きつ茶さ店てんはー？　あちこちでやってるみたいだよー」

　各クラスの展示一いち覧らん表ひようを見ているきみちゃん。

「お、いいところに目を付けたわね君きみ子こ！　やっぱ色気より食い気よね」

「……まだ朝だよ」

「そうですよ。一日中食べる気ですか」

「もう何よ、八重も硝しよう子こも……私の空腹中ちゆう枢すうをなめるなよ！」

「脳のう髄ずいよりもむしろ体重を気にしてください、ひめひめ。何なら今から陸上部の展示に行ってもいいのですよ？　ひめひめが身体からだを鍛きたえる様を私たちで見ててあげますから」

「は!?　やるの私だけ？」

「そうだねー。喫茶店系は十時くらいからでいいかもねー」

「君子まで！　あんた言い出しっぺなのに……！」

　あっさり裏切られたひめひめを放置して、私たちはきみちゃんの持っていた一覧表を覗のぞき込みます。しかし、全クラスに加えて各部活まで展示をしている上に、体たい育いく館かんや校庭では催もよおし物ものがてんこ盛り。開かい催さい期間は三日間ですが、全部見て回れないかもしれませんね。

「九時からの軽音楽部のライブはー？」

「そうですね……うちのクラスからだと賀か来くさんが出るはずですが」

「お化ばけ屋や敷しきとかあるよ」

「うーん、女だけで入るってのも微妙にアレじゃない？」

「この一年五組がやってる映画はー？　えっと……『世紀のラブロマンス時じ代だい劇げき！　サムライ戦隊セップクレンジャー外伝・セレブ島連続殺人事件』だってー」

「……いろいろ詰め込み過ぎですね」

「あ、それ、五組の友達が言ってた。撮さつ影えいが間に合わなかったから楽屋オチにしたって」

「そりゃ期待できそうにないわ。そうだ、舞まい鶴づるさん、どこか行きたい所ある？」

「え……私は、特に……」

　思い思いのことを言う私たちと、微妙に付いて来られずにいる蜜みつ。

　これは、廊下でくっちゃべっているよりも片っ端から見て回った方が早いかもしれません。

「あ、そうだ」と。

　そんなことを考えていると、不意にひめひめが、何か意味ありげな笑えみを見せました。

「二年三組に行ってみようよ」

「……はい？」

「えっと……でも、二年三組って、喫きつ茶さ店てんだよー」

「ふふふ、バカねえ君きみ子こ。喫茶店だからってこの際問題じゃないのよ。ね、硝しよう子こ？」

　私は、彼女の企たくらみを即座に理解します。

「ひめひめ……あなた」

　二年三組。

　それはつまり、私のマスター──城き島じま晶あきらの所属するクラスで──。

「反対です」即答しますが、

「ね、いいよね、みんな？」

　私を置いてけぼりにして、周囲に確かく認にんを取り始めるひめひめ。

　まず外堀から埋める気ですかこの女。おのれ。

「そっか！　硝子ちゃんの彼氏さんのところだねー」

　と、嬉うれしそうなきみちゃん。……ええと、きみちゃん？

「『ＴＳ喫茶』だって。てぃーえす……？　何だろ、これ」

　八や重えさんは既すでに決定事項のように言います。

「私も……別にそれで」

　挙げ句、蜜までもそんなことを。あなたこんな時まで頷うなずくだけですか？

「じゃ、決定ね」

「いえ、ですから私は……」

「反対一に賛さん成せい四。おほほ、残念ねえ硝子、少数派で」

　ひめひめは高たか飛び車しやお嬢じよう様さま風な笑え顔がおを私に向けました。

　──何ですかこの上から目め線せんは。最悪です。

「いいじゃん、硝子。彼氏さんがクラスで何やってるか見たくないの？」

「あの……いえ、それは」

　正直なところ、見たくないという訳わけではありません。マスターは家で文化祭の話になっても、何の展示をするのかを自分から言おうとしませんでした。尋きいても「ただの喫きつ茶さ店てんだ」とか「来なくていい」とか、そっけない返事ばかり。でも展示一いち覧らん表ひようを見るに、どうやら普通の喫茶店ではない模も様よう。『ＴＳ』って何でしょう。……結節性硬化症Tuberous Sclerosis？

「さ、硝しよう子この覚悟も決まったことだし、出発ー」

「……私がいつ覚悟を決めたのですか？　って、引っ張らないでくださいっ」

　もはや彼女たちの勢いは止まりません。
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　私は半ば無む理り矢や理り連れ去られるようにして、廊下を引ひき摺ずられていきます。

　まあ──冷静に考えればいずれこうなるのは予測できたことですし、文化祭初日にさっさと済ませておける分、よしとすべきかもしれません。それにやはり、彼が、マスターが自分のクラスでどんなふうに過ごしているかは気になるところです。




　最後の戦いから、一カ月半。

　里り緒おさん、芹せり菜なさん、敷しき戸ど先せん輩ぱいたち、クラスメイトとの間に起きたあれこれを、彼は今どのように受け止めて学校生活を送っているのか。

　過去と現在で、どんな変化があったのか、それともないままなのか。

　私のように、ちゃんと前に進めているのか──。




「もう、自分でちゃんと歩きますから！」

　私はひめひめの手を振りほどくと、廊下の先を見据えました。

　少しだけ、緊きん張ちようで心しん臓ぞうが加速します。

　あれから私が彼のクラスに行くのは初めて。

　自分は今、どんな顔をしているのか。

　それを考え、少し躊ちゆう躇ちよしつつ──私はゆっくりと、息を整ととのえました。
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　高校生といえば大人おとなである。

　未成年なのだから『大人』と呼ぶには些いささか誇こ張ちよう表現だし、しかも入学して約一年という状況では実際まだ中学生に毛が生はえたようなものであるのは確たしかだが、それでも『中学生』という身分と『高校生』という身分には天と地ほどの、いや、宇宙と海底ほどの開きがある。というかとうに毛は生えているので大丈夫だ。俺おれ、もう大人。

　そんな浮かれ気分に胸を躍おどらせながら、私立挟はさ間ま学がく園えん一年三組に所属する塚つか原はら秋あき生おは、二年生への進級を間近に控ひかえた春休み真っ最中であるこの日、街へと繰くり出していた。

　目的はナンパである。

　部活はサボった。本来なら練習に気を入れるべきなのだろうけれど、もうすぐ後こう輩はいが入学してくる身としては、グラウンド整せい備びや地道なパス練習やボール磨みがきなど、練習などとは断じて呼びたくない。そもそも塚原にとってサッカーボールは友達でも恋人でもない。ただの球だ。

　そうなれば、これはもう街へ繰り出してナンパするしか道はないのである。

　友人も連れずにひとりでの行動だったが、幸いなことにナンパには慣なれていた。

　中学生の頃ころから誰だれよりも早く色気づき発情期に突入した塚原は、同じような志こころざしを持った当時の友人たちと度たび々たび街に出ては女の子に片っ端から声をかけまくっていた。しかし残念なことに、大たい概がいは相手にされない。たまに会話までこぎつけてもこっちが中学生とわかると途端とたんに小こ馬ば鹿かにしたような表情になり「おととい来やがれ」的なことを言ってから去ってしまう。身分を隠してやったこともあるが、それでもやはり顔立ちや仕し草ぐさからか「あんた中学生？」とか言われてそれでおしまいだった。

　しかし、今はもう、そうは問屋が卸おろさない。

　何せ、高校生なのだ。

　──成功率がゼロな原因は年ねん齢れいとか立場とかそういうことでは全然なかったのだが、塚つか原はらは気付かない。そのことに気付いていればとうに彼女はできている。現実とは残ざん酷こくである。

　ともあれ塚原は、ブレーキの壊こわれた若いリビドーをトップギアに入れてタイヤを空転させそのままチキンレースに挑んでいるかのような勢いで、挟はさ間ま市しの中心部、その街中をぶらぶらしていた。本人はチキンレースではなく軽快なドライブをしているつもりなのが痛々しい。

　正午を少し過ぎ、週末ということもあって人は多かった。そんな人混みの中で塚原は、ひとりでぶらついている暇ひまそうな女の子を探す。

　数人で歩く集団に声をかけても成功率が低いのだ。……といってもこれまでひとりだろうが複数だろうが成功した例など皆かい無むなのだけど、理り論ろんだけは一人前である。

　目を皿のようにして、スクランブル交差点の前で、信号が青になっても微動だにせず目だけをきょろきょろとさせている姿はかなり異様だったがその自分の姿を客きやつ観かん視しする余裕はない。実は顔もそこそこでスポーツマンで、黙だまっていればそれなりにモテるのだが、その長所をまるで活いかせないのが塚原秋あき生おという男である。

　──いた。

　そしてついに、ターゲットを捕ほ捉そくする。

　交差点を渡り、こっちへ歩いてくるひとりの女の子が目に入った。

　シャギーの入った猫っ毛をなびかせながら、どこか颯さつ爽そうとした雰囲気。大人おとなびてはいるが、恐らくは高校生だろう。ノンフレームの眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは理知的で、すました猫を思わせる。

　格好いい美人、そんな風ふ情ぜいだった。

　普通に考えればそういったタイプがひとりで街に出ているというのはつまり『ひとりでのんびりと買い物を楽しみたいから』で、わざわざナンパに引っ掛かる可能性は限りなく低いというプロファイリングなど働かない。

「あ、そこのお姉ねえさん！」

　すれ違いざまに声を掛けた。

　無視された。

　しかしめげない。

「ねえ、ちょっと待って！」

「え？　……私？」

　二度目の呼びかけに、お姉ねえさんは、怪け訝げんな顔で振り返った。よっしゃ。

「何か用事？」こっちを見てくるその目は、好意とか嫌けん悪おとかを感じさせない。

　ただ本当に「何か用事だろうか」という疑問のみ。

　塚つか原はらは言った。

「暇ひまなら、お茶しませんか？」

　もはや上う手まいとか下へ手ただとかそういうレベルではない誘い文句である。餌えさの付いていない針を使って釣りをするようなものだ。しかも釣り針ではなくて縫ぬい針で。かの太たい公こう望ぼうは魚を釣り上げる気などなかったが、こちらは大物をフィッシュオンする気満々だった。

「……は？」

　当然のように、お姉さんはきょとんとした。

　そして、

「それ、ナンパ？」

「いえ、そういう訳わけじゃないです！」

　何な故ぜか元気に答える塚原。

　お姉さんは黙だまっている。黙って、塚原の頭の上から足の先までをゆっくり眺めた後、

「……ふうん」

　何かを理解したように、ひとりで頷うなずく。

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん。

　直後、奇き跡せきが起きた。

「いいよ」

「本当ですか!?」

　塚原の心しん臓ぞうがツーバスで十六ビートを刻む。

「じ、じゃあ、ええと、そこの……」

　辺あたりを見渡し、すぐ傍そばにあったデパートの一階にある看かん板ばんを指差す。

　何ということであろう。

　ミスドだった。

　もちろん本人は大おお真ま面じ目めである。

「そう。わかった。じゃ、行こうか？」

　しかし、お姉さんはこくりと頷くと、塚原を促うながして踵きびすを返す。促された方は天にも昇る心地ここちで、勝手にスキップしそうな両足を押さえつけながら、彼女の後に付いていく。

　前を歩くお姉さんが、必死で笑いを堪こらえていることにはまったく気付かなかった。

　そして──これが塚原秋あき生おを襲おそう悲ひ劇げきの始まりであることにも、気付かなかった。
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「ねえ、あっちゃんはこれとこれ、どっちがいいと思う？」

「ええと……」

　二色のワンピースを並べてこっちに見せてくる森もり町まち芹せり菜なを前にして、僕は困っていた。

　どっちがいいと言われても、正直なところよくわからない。

　そもそも自分の服だって『適当に街に埋没するような感じ』なんて基準で選んでいるのに、女もののワンピースを前に善よし悪あしを判断できる訳わけがないのだ。

「……こっちじゃないか？」

　迷った末、右の、水みず色いろの方を指差した。

「もう、わかってないなあ」

　しかしりなちゃんは即座にダメ出し。

「硝しよう子こちゃんにはこっちの方が似合うの」

　正解は左だったらしい。……っていうか最初から決まってるなら何な故ぜ僕に尋きく。今のは僕に対する相そう談だんだったんじゃないのか。そんな思いを抱くが口には出さなかった。

「そうなのですか？　私には判断基準が不明です」

　硝子が表情の動かない顔で、両方のワンピースをまじまじと見て言った。

　当然だ。こいつにわかるはずがない。

　……まあ、わからないと言うのなら僕にだってわからないのだけれど。

「あのね、硝子ちゃんみたいなそのものズバリな可か愛わいい系の娘こには、ちょっとあからさまなくらいの方がぴったりハマるの」

「そうなのですか？」

　たぶん硝子には、りなちゃんが何を言っているのやらさっぱりだろう。

　何せ彼女は、正せい確かくに言うなら人間ではない。この世界とは別の世界からやってきた──人間の身体からだを三次元活動体とする『機き械かい』なのだから。

「いいから、じゃ、ちょっと試着してみて」

「……はあ」

　りなちゃんは、硝子にワンピースを渡して試着室に押し込みながら、とても楽しそうだった。けれど僕は、レディースの服だけが並び客も女の人ばかりなショップの雰囲気に、居い心ごこ地ちが悪い。なんで僕はこんなこんな場違いなところにいるんだろう。

　でも、仕方がない。

　硝子の服を買いたいから一いつ緒しよに来てくれ、と芹菜に頼んだのは、他ほかならない僕なのだ。

　ふたり暮らしで両親もいない家庭だから、女の子らしいことを僕は硝子に教えてやれない。私服ひとつとっても男ひとりでは限界がある。

　硝しよう子こに同年代の友達でもいればいいのだけど、本来なら中学の三年生であるはずの彼女は、まだ学校に通ったことがなかった。機き械かいであるから知ち識しきという面では何も問題ないのだが、さすがにこのままの状態では硝子の『人間』としての成長を大きく妨さまたげる。それでも来月からは高校に通わせることになっているが、問題は、本人がごねているということだ。

　私は機械ですから学校など必要ありません。

　学校は知識と社会性を学ぶところではないのですか？

　だとするとマスターは、私に知識と社会性が欠けつ如じよしているというのですか？

　……そんなことを、淡たん々たんと、こちらの反はん論ろんの余地なく論理的に言われる日々だ。

　考えただけで、微妙に気が滅め入いった。

「着替え終わりました」

　試着室で硝子が言う。

　芹せり菜ながカーテンを開けた。

「へえ……」僕は、思わず声をあげた。

　似合っている、と思う。

　薄うすいピンク色の布地に小さな花はな柄がらのワンピースは、確たしかに芹菜の言った通り、硝子にぴったりだった。さすがに同じ女の子なだけあって、こういうのは僕なんかよりも遥はるかに上手じようずだ。

　昔の、男おとこ勝まさりで近所の気に入らない子供を容よう赦しやなく泣かせていた彼女のイメージを少し改めなければならないなと僕は思う。

「……うーん」そんな芹菜が、硝子を見て少し考え込んでいた。

「似合うんだけど、ちょっと違うかな」

　え、違うのか。

「ちょっと待って」芹菜は踵きびすを返すと店員を捕まえ、服の並ぶハンガーから更さらに五着ほど見み繕つくろい、両手に抱えて戻ってきた。

「これ順番に着てみてくれる？　硝子ちゃん」

「あの、この服は駄だ目めなのですか……？」

「そんなことないよ。でも、あたしのイメージとはほんの少し違うの」

　きっぱりと言う。あれでまだ駄目なのか。

　──訂正。少しではなく、相当に改めなければならないようだ。

　いつの間にか女の子っぽくなってたんだな。僕は目の前の幼おさな馴な染じみに、ちょっと感心した。




　それから結局三十分以上もの間、硝子は着せ替え人形と化していた。

　で、ようやく芹菜のＯＫが出たのだが、

「じゃあ、これね。決まり！」

「いや、りなちゃん……」

　最終的に決まったのは、何な故ぜか最初に着た、薄うすいピンクのワンピースだった。

「これ、さっき違うって言ってなかったか？」

「言ったけど、やっぱ一番ぴったりなの。硝しよう子こちゃんにはこれ！」

　自信満々に答える芹せり菜なに、僕は苦笑する。正直何を基準に決めたのか全然わからないというか、単に硝子にいろんな服を着せて遊ばせたかっただけじゃないのか？

　値ね札ふだを見る。税込み二万円。

　……二万円!?

「って、高くないか？」

「何言ってんの？　ワンピースでこれなんだから、割安だよ」

「でも、こんなぺらぺらな布地で？」

「うちの父とうさんと同じこと言ってるよ、あっちゃん。なんで男って、布地が薄いとか厚いとかで値段を決めるの？　貧乏性？」

「いや、そういうんじゃないけど……」

　……僕の着ているパーカーは三千八百円でズボンは六千円なんだけど。

　まあ、女の子の服っていうのはこういうものなんだと思うことにしよう。さすがにこんな服をバカスカ買われたら困るけど、一着くらいならいいか。

　店員に告げ、服を買う。諭ゆ吉きち二枚があっという間にさようならした。半月分の食費が消えたなと、僕は妙に家庭的なことを考える。

　紙袋を持って、店を出た。

　すると芹菜が、

「さ、次行こっか」

「……え？」

　訳わけのわからないことを言い始めた。

「次、って？」

「何言ってんの？　あっちゃん。それ一着買っただけでどうするの？」

　いや、どうするもこうするも、

「だいたい、うちの母かあさんが硝子ちゃんに買ってあげた服、センスないのよ。全然わかってない。だからあと五着くらいはいるわよ」

　僕はその言葉に、呆ぼう然ぜんとする。──いや、戦せん慄りつだ。あと五着？　何だそれは？

「いや、おい、硝子……」

　僕は硝子に助けを求めた。こいつのことだから、たぶん『私にはこれ以上洋服は必要ありません』とか言ってくれるはずだ。

　だいたいさっきのワンピースで僕の財さい布ふは殆ほとんどすっからかんだ。更さらに五着も服を買おうと思ったらもはや消費者金きん融ゆうくらいしか手段が思い当たらない。

「お前、どうなんだ？　まだ服が……」

　硝しよう子こはこくりと頷うなずき、芹せり菜なに向かって、

「芹菜さん。私、実のところワンピースではなくズボン系が動きやすいのですが」

「おい硝子!?」

「うん。サブリナとかも案外似合うかもね。じゃ、次はそっち方面で」

「いや、待て、ちょっと……！」

　硝子の手を握って歩き始めた芹菜を呼び止める。彼女は立ち止まり、振り返った。

「大丈夫だよ、あっちゃん。今買ったのは他よ所そ行きのおめかし用。これから買うのは普ふ段だん着ぎ用だから、もっと値段の安い奴やつ」

　救いなんだかそうじゃないんだかよくわからないことを言いながらにっこりと笑い、

「うちの母かあさんからもらった今年ことしのお年玉、あっちゃんまだ使ってないよね？」

　その隙すきを突いて、追加攻こう撃げきをしてくる。

　しかも、何な故ぜか僕しか知らないことを。

　……硝子か。硝子が言ったのか。

「いや、あれは……」

　デジカメを買おうかと思ってたんだけどと言いい訳わけをしかかったが、通用しそうになかった。

　言う通り、りなちゃんのおばさんからもらったお年玉なのでそもそもお金の出所は森もり町まち家けな訳で、仮にそれを差し置いたとしても、今の芹菜にそれを言うのは恐こわい。

「さ、じゃあ、まずはＡＴＭだね。行こう、硝子ちゃん」

「はい、芹菜さん」

　硝子はもはや僕の味方をしてくれない。

　ひょっとして服を買うのが楽しいのだろうかと微かすかに思うが、家にいてもことあるごとに自分の感情を否定するこいつに限って『楽しい』だなんてそんなことあるはずがない。

「どうしたのですか？　早くしないと置いていきますよ？」

　こっちに向かって無む慈じ悲ひにそう告げる硝子を見て、僕は肩を落とした。

　……デジカメ、諦あきらめよう。




[image: ]




「へえ、挟はさ間ま学がく園えんの生徒なんだ」

　休みだというのに微妙に人が少ないミスドの店内で、ふたり掛けの席にお姉ねえさんと向かい合って座りながら、塚つか原はらは浮かれていた。

「それで、塚原くんは何年生なのかな？」

「んぐ……はい、一年生ですっ。来月から二年」

　口の中のドーナツを吞のみ込み、元気よく応こたえる。

　さっきから、学校はどこだとか部活は何をしているのかとか、そんなことばかり喋しやべっている。実に他た愛あいない。他愛ないどころか客きやつ観かん的てきに見て全力で面おも白しろくない。双方が気の乗らないお見合いでももう少し工夫があるのではないかと思えるほどだ。

　しかし塚原にそこを鑑かんがみる余裕はなかった。

　というよりもこれで完かん璧ぺきだとすら思っていた。

　会った時から自分のことばかり喋っているのもおかしなことだとは感じていなかった。お姉さんが付いてきてくれたというだけで舞まい上がっていて、いろいろと考える余裕がなかった。

「サッカー部の一年生、か」

　お姉さんが意味ありげに呟つぶやいた。もちろん、その意図を考えもしない。

　ただ、自分に興きよう味みを持ってくれてる、これはいける、と、三つめのドーナツを頰ほお張ばりながら心の中でガッツポーズを取った。

「はい！　今年ことしレギュラーになってみせます」

「そっか。……でもさ、今日きようとかって練習はないの？　春休みなのに」

「今日は休みです」

　サボったとは言わなかった。なんとなく罪悪感で、無む意い識しきに噓うそを吐ついた。

　これからどうしよう、と策を巡らせる。

　お喋りして、電話番号を聞き出そう。そうして明日あした以降も定期的に連絡をとってゆくゆくはいい感じの仲になるのだ。しかも年上だ。年上の美人だ。最高過ぎる。

　僅わずか数秒で、未来に思いを馳はせた。

　レギュラーになったサッカーの試合で応援してくれる彼女の姿を夢想し、手作りの弁当を食べさせてくれる図を妄想し、あとは口にするのも憚はばかられるいやらしいことも。

　思考は高速回転し、つい見てしまったお姉さんの胸にどきどきした。別に格別大きくもなければ特とく徴ちよう的てきでもないのだけど膨ふくらんでいるだけでご飯三杯はいけるお年とし頃ごろである。

　と、そんなふうに、塚原が脳内フラダンスを踊っていたその時。

「あ、コトコトじゃん」背後から声があった。

「本当。殊こと子こさんだわ」

「何してんの？」

　しかも複数。

　十六歳の塚つか原はらにとっては妙に大人おとなっぽい感じの、女の人の声だった。

　声のした方を振り返る。

　三人の集団が、こっちに近づいてきていた。

　髪の長い、グラマーな人。

　泣きぼくろが色っぽい、背の高い人。

　健康的なボブカットの、元気そうな人。

　どれもとびきりの美人だった。

「や、奇き遇ぐう」

　お姉ねえさんが、彼女たちに手を挙げる。

「え、なに？　彼氏？」

「年下じゃないの。……ふふ、ツバメ？」

「うっそ、マジで？」

　三人組が口々に、かしましく言ってくる。

　美人に囲まれた事実もさることながら、彼氏だなどと言われて思わず浮き足立つ塚原。

「いやあ」お姉さんが、にこりと微ほほ笑えむ。
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　もしこの時、塚つか原はらに人並みの判断力と人間観かん察さつ力りよくがあれば、その微ほほ笑えみが何かを企たくらんでいるものであることに気付いたかもしれない。本能的な危き機き察知能力があれば、彼女の気配けはいに得体えたいの知れない恐怖を感じることができたかもしれない。

　だが、そうはならなかった。

　お姉ねえさんは、三人組に向かって言う。

「こちら、挟はさ間ま学がく園えん一年生のサッカー部所属、塚原くん」

　紹介してくれた！　と、嬉うれしくなった。

「さっきねえ、ナンパされちったの」

　いやいやそんなことまでわざわざ言わなくてもいいじゃないですかと少し思ったが思っただけだった。どこまで行っても、おかしいということに気づかなかった。

「へえ」三人組のひとり、ボブカットの女の子が、意味ありげな表情をする。

「なあるほど」

「可か愛わいいわね。一年生かあ」

「もうすぐ始業式だし、休みを謳おう歌か中ちゆう？」

　次々にそんなことを言われる。

　年上の女性からそんなふうにされた経けい験けんなどもちろんないから一気に顔が赤くなった。

「やあだ、赤くなっちゃって」

「うふふ、ほんと可愛いわ」

「初うい々ういしいなあ」

　ああもう駄だ目めだ。今日きようは人生最良の日だ。

　生きててよかった。父とうさん母かあさんありがとう。

「ところで、何してたの？　コトコト」ボブカットの女の人がお姉さんに話し掛けた。

「買い物。ぶらっと」

「そうなの。じゃあ、お昼でもどうかしら？」

　そして、ついに。

　色っぽい長身の女性がそう誘ってくる。

　やばい。マジヤバい。

　男ひとりに女四人でお食事なんてと色めき立つ。

　──俺おれ、幸せ過ぎて明日あした辺あたり死ぬんじゃないだろうか。

「お、そう？　じゃ、ご一いつ緒しよしようかな」

　お姉さんはそう言い、立ち上がる。塚原も、にやけ顔で一緒に立ち上がろうとした。

　しかし。

「じゃ、塚原くん。私はこれで」

「……え？」

　そのひと言で、塚つか原はらの思考が止まった。

「ありがとう、楽しかったよ。……いや、楽しむのはこの後か」

「うわ、ひっどい、コトコト」

「ま、殊こと子こさんをナンパする勇気だけは褒ほめてあげてもいいんじゃないかしら？」

「あは、そっかもねー」

　三人組の女の人たちは、口々にそんなことを言いながらこっちを見る。

　お姉ねえさんは傍かたわらに置いてあったバッグを摑つかみ、中を探って財さい布ふを取り出し、五百円玉を──ぽかんとしている塚原の目の前に置いた。

「これ、きみのコーヒーと、あとドーナツ代。おごってあげるよ。……仮にも、先せん輩ぱいだしね」

　先輩？

　訳わけがわからなかった。

　阿あ呆ほうのような顔をしたまま、塚原は去っていくお姉さんたちに何も言えない。

「じゃあね。あ、あと、忠告だけど……女の子がコーヒーだけなのに、あんまりドーナツがっついちゃダメだよ？」

　最後に、あははは、と笑い合う声。

　彼女たちが店を出ていき、ようやく──

「……俺おれ……からかわれた？」

　気付き、がっくりと項うな垂だれた。




　しかし、塚原は、知らなかった。

　彼がナンパした速はや見み殊子という女性は、挟はさ間ま学がく園えん二年生。生徒会書記を務めていて、しかも持ち前の観かん察さつ力りよくと記き憶おく力りよくで、春休み前に生徒会が行った部活視察の際、ちらりと見掛けただけの塚原の顔を何となく覚えていたことを。

　更さらに、三人組のひとりであるボブカットの少女は殊子のクラスメイトであり、同時にサッカー部所属の二年生と付き合っていることも。

　これが、彼の最初の悲ひ劇げきだった。

　しかし──まだ、悲劇は続く。
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　マスターのお年玉を使って芹せり菜なさんの選んだ洋服を五着ほど買い込んだ後、私たちはやや遅めの昼食を摂とることにしました。

　何が食べたいかと尋きかれたのですが、私は機き械かいであり、欲求などとは無む縁えんです。しかしそれをマスター以外の人物に対して口にするのは禁じられていましたので、何でもいいですと答えると、近くにあったファミリーレストランへと連れて行かれました。

　ちなみに芹菜さん、マスターには尋いていませんでした。彼に選せん択たく権けんはないようです。……まあ、買い物袋を両手に持っていたのでそれどころではなかったのかもしれませんが。

「さて、何食べよっか」

　隣となりに座った芹菜さんが、私にもメニューを見せてくれます。しかしこのように品目が多いと、どれを選ぶのが適当なのかが判然としません。カロリーの面から選択するか、或あるいは栄養素の面から選択するか。どちらも後で調ちよう節せつは可能なので、決め手にはなりません。

　感情を持った人間であれば、食べたいものというのが瞬しゆん時じに理由もなく思い浮かぶのでしょうか。しかし芹菜さんも、メニューを睨にらみながら「うーん」と悩んでいます。

「芹菜さんの選択基準は何ですか？」

　それを理解するため、尋いてみました。

「え、選択基準？　そうだなあ」

　芹菜さんは一秒ほど考え込み、

「うーん……あたしは、今日きようはカレーよりハンバーグ、って感じ」

　そのようなことを言います。

「『って感じ』ですか……」

　ぶっちゃけ解かい析せき不能です。

「しかし、ジャンルから選択するというアプローチもありましたか。勉強になります」

「あはは、相変わらずだね硝しよう子こちゃんは」

　何が相変わらずなのかは理解できませんでしたが、芹菜さんは快活に笑いました。

　栄養素やカロリーに拘かかわらず、ジャンルから。

　私も今回はそのようにしてみましょう。

「では、私はプリンにします」

「硝子、そりゃデザートだ」

　マスターがぽつりと言いました。

「え、デザートにはしませんよ？」

「だからそういうのはデザートとして食えっ」

　あきれ果てた顔のマスターに、芹せり菜なさんが、

「あっちゃん、硝しよう子こちゃんにいつもどういうの食べさせてんのよ……」

　叱しかるような口く調ちようで眉まゆをひそめました。

「どういうのって、普通だよ。そりゃ確たしかに、買い物行くとことあるごとにプリンばっか籠かごに入れるけど、こいつ」

「そっか……」

　芹菜さんは困ったような顔になりました。

　が、そこでマスターが、

「硝子、お前、これにしろ」メニューを指差します。

　ランチセットのＡ、と書いてあります。サラダにパン、ハンバーグにミックスベジタブル。なるほど……これは栄養価の面でもカロリーの面でも、それなりにバランスが取れています。

「マ……」マスター、と言いかけ、芹菜さんの前であることを本体が警けい告こくし、

「晶あきらさんも、これにするのですか？」

「ああ」

「そうですか……では私もこれを」

「ふふ、あっちゃんと一いつ緒しよがいいんだ。可か愛わいいね、硝子ちゃんは」

　芹菜さんが笑いましたが、こういう事象を『可愛い』というのでしょうか。

「あとは、プリンをデザートに」

「それでもプリンは食うのかよ……」

「いいじゃない、硝子ちゃんが食べたいっていってるんだから」

　食べたいという訳わけではなくこのお店の味を分ぶん析せきするために食べる必要があるだけなのですが、私の味方をしてくれているのでそれは言わずにおきました。

　しかし、外食というのも難むずかしいものです。

　芹菜さんがボタンを押して店員を呼び、注文をします。店員さんは私たちの口にしたメニューを口頭で繰くり返すと去っていきます。なるほど、ここはこういうシステムなのですね。前に来たファミリーレストランはボタンではなく店員さんに声をかけて直接呼ぶ方式だったのですが──異なっている原因は何でしょう。予算か、或あるいは技術の問題なのか。

　そのようなことを思考していると、対面に座っていたマスターが不意に、表情を変えました。じっと一点を睨にらんでいます。

　私は首で振り返り、彼の視し線せんの先にあるものを確かく認にんしました。すると、

「……あ」

　お客さんとして入ってきた、四人組の女性。そのうちのひとりが、見知った顔で──。

「そういやさ、あっちゃんは何も買わなくていいの？」

　それに気付かず、芹菜さんがマスターに話し掛けました。

「あ、うん。いいよ」

「そう？　この際だから、何か買っとけば？」

「いや、特に欲しいものもないし」

　マスターの顔からはもう、険しいものが消えていました。

　彼女──速はや見み殊こと子こを無視することに決めたようです。

　向こうは、どうやら私たちには気付いていません。

　或あるいは、気付いているけれどマスター同様に無視しているのか。

　どのみち良好な関係ではありませんから、偶ぐう然ぜん出会ったから仲良くお喋しやべりという訳わけにはいかないでしょう。今は芹せり菜なさんと一いつ緒しよにいますし、関かかわり合いにならないのが最善です。

　速見殊子。

　私たちと同じ『虚軸キヤスト』──異世界の力を持った存在であり、私とマスターが近い将来、敵として戦うかもしれない相手。

　彼女と出会ったのは一年近く前です。

　私たちが舞まい鶴づる蜜みつという少女と敵対し、一いつ触しよく即そく発はつの状態になった時に仲ちゆう裁さいに入ったのが彼女でした。マスター曰いわく、邪じや魔まをされた、と。その時はやけに友好的な態度でこちらに接してきていましたし、その後も表面上は友好的ですが、油断は禁物です。何しろ彼女の力は大きく、私たちにとっては非常に危険なものなのですから。

「それより、りなちゃんはいいのか？」

「うん。あたしも今回はパス。っていうか硝子ちゃんの服選んでるだけで楽しいし」

　マスターが芹菜さんと会話している間、私はさりげなく背後を振り返り、席に座っている速見殊子を一いち瞥べつしました。彼女は一緒にいた三人と、笑いながら話をしています。

　友人、なのでしょうか。

　それとも利用するために近付いている、学校の同級生か何かでしょうか。

　それはわかりません。




　話をしている彼女は楽しそうでした。

　一緒にいる三人も同じように、裏のなさそうな顔で、笑っていました。

　速見殊子がその能力で、心を操あやつっているからなのか。

　それとも、本当にただの友人なのか。

　仮にそうだとしたら、速見殊子は──普通の人間と友人関係になれるような、そんな人格を持っているのでしょうか。

　未み確かく定てい情報が多過ぎて解かい析せき不能です。

　ただ。

　お喋りしている速見殊子たち一行は、他ほかにもいる客たち、周囲の家族連れやカップルなどと比べても、特に変わった様よう子すもなく。

　私なんかよりも上う手まくこの世界に溶け込み、馴な染じんでいる、そんなふうに見えました。
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　いきなり無む下げに断られたのならともかく、からかわれたとあってはさすがに落ち込む。

　が、ファストフードでハンバーガーを食べてどうにか気を持ち直し、塚つか原はらは再びナンパを再開した。そうだ。断られたくらいでいちいちへこんでいてはナンパ師がすたるのだ。

　……実際のところ、ナンパで女の子を引っ掛けるには、経けい験けんも話術も何もかもが足りていないのだけど、本人にその自覚はない。

　数をこなせばいつかは成功すると考えている。かつて友人に「ナンパは数だよ」と教わったからだった。ちなみにその友人もナンパを成功させたことなどなかったのだが、彼の「今年ことしに入ってから三人食った」などという大ボラを塚原は完全に信じ込んでいた。

　あいつにできるんなら俺おれにもできる、と。

　そうして、午後の部が始まる。

　まずは片っ端から当たってみようと思い、目に付いたところからやってみることにする。

　さっきのリベンジとばかりに、明らかな年上の美人。さっくりと無視された。

　ならば年下をと思い、髪の短い少女。迷めい惑わくそうな顔で無視された。

　だったらと、人のよさそうな感じの女の子。「ひ」と声をあげて走って逃げられた。

　十人ほどにそうしていたがことごとく玉ぎよく砕さいし、そこで塚原は、どうも自分は望みが高過ぎるのではないかと思い直す。

　今までは、塚原内基準Ａランクの女の子にしか声を掛けていなかったのだが、たぶんこれが原因だろう。きっとそうした美人には既すでに彼氏がいるに違いない。だから自分に見向きもしないのだ、と。彼氏がいるとかいないとかそういう問題ではなかったのだが、そう考えた。

　ならば、もう少しランクを下げよう。

　……Ｂくらいまで。

　やってみた。

　駄だ目めだった。

　五人連続で、また玉砕した。

　──だったらＣだ！

　もはや何が間違っているのかすら誰だれにもわからなくなるほどすべてを間違えたまま、塚原はそれでも諦あきらめない。こういうことには徹てつ底てい的てきにポジティブなのが塚原秋生という男である。

　Ｃランクひとりめ。「煩うるさい」と言われた。

　ふたりめ。「死ね」ときた。

　三人め。彼氏と待ち合わせ中だった。

　四人め。彼氏が近くにいた。殴られそうになって逃げ出した。

　そうこうしている内に、時刻は既すでに午後三時を過ぎる。

　さすがの塚つか原はらにも疲労が見え始める。精神的ダメージは数を増すごとに蓄ちく積せきし、このままでは立ち直れなくなるのではないかと思われた。

　だいたいどいつもこいつも、無視はするわ黙だまれだの死ねだのと口汚い言葉で罵ののしるわでたまったものではない。あまりにもこっちの扱いが酷ひど過ぎる。このままでは女性不信になりそうだと思う。客きやつ観かん的てきに見れば自業自得なのだけどそう思う。

　──次で最後にするかなあ。

　溜ため息いきとともに、それでもきっぱりとは諦あきらめきれず、塚原はそう考える。

　デパートに入り、その内の一画にある書店へと足を踏み入れた。

　適当に周囲を眺め回し、やがてひとりの少女を発見する。

　年ねん齢れいは、恐らく塚原と同じくらい。

　ややウェーブのかかった黒髪。清せい楚そな感じで、かつ快活そうでもある。

　とびきり美人という訳わけではないが、そこそこに可か愛わいい。塚原の基準ではＢプラスだ。

　最後だから高望みをしよう。

　塚原は意を決し、彼女の許もとへ近寄る。

　雑誌コーナーで書棚を眺めているその娘の隣となりに立ち、少し格好を付けて言った。

「ねえ、きみ……何してんの？」

　いきなり「お茶しませんか」ではなかっただけ、三ミリほどの進歩が見られた。

「え？」

　少女はこっちを見る。

「ねえ、暇ひま？　だったらさ、俺おれと……」

　その娘こは驚おどろいたような顔をして、すぐに呆あきれたように眉まゆをひそめた。

　玉ぎよく砕さいした時によくある反応だったから、塚原は慌てる。

「ねえ、ひとりじゃないの？　ひとりだったらさ、どうせ暇でしょ？」

「どうせ暇でしょ、とか失礼もいいところね」

　少女は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「あ、いや！　そういう訳じゃ」塚原は慌て、

「違うんだ！」と否定。きみが可愛かったからつい、とか、歯の浮くような言い訳を始める。

「そ、その髪型似合ってるね！」

　ふうん、と言われた。

「ええと……そう、目！　目が綺き麗れい！」

　何でもいい、褒ほめまくれ。

　もはや自や棄けになり、塚つか原はらはべらべらと恥ずかしいことを連れん呼こする。少女はその間、胡う散さん臭くさそうにこっちをじろじろと眺めていた。

　しかし、突然。

「いいわよ。どこに行く？」

　意外なことを、言う。

「あと、きみの後ろ姿が……って、え？」

「どこに行く？」




　マジか。

　きた。

　俺おれの時代がきた。




　塚原は表情をなくした。

　脳内に『勝しよう訴そ！』と書かれた半紙を持って報道陣の前に立つ自分がいた。

　やりました。苦く節せつ十六年、私はついにやり遂げました。

「そ、そそそそそうだねっ！」

　思い切り舌をスクラッチさせながら、塚原は何な故ぜか辺あたりを見渡した。ええと、ここは本屋だから、まずは、ええと、本を買って、いや違う。ええと。

　そんな塚原を見て、少女はくすりと笑い、悪戯いたずらっぽくこっちの顔を覗のぞき込んできた。

「じゃあ、どうする？　ホテル行こうか？」

「えええええええええええ!?」

　いやいやいやいやいやいや。

　予想外の展開に畏おそれおののく。ホテルはないだろう。自分は健全なお付き合いから始めたいのだ。でもホテルとか行った日には大人おとなの階段三段跳びで上っちまうんじゃないか。だったらそれはそれでありかもしれない……いや駄だ目めだ、そんな一時の欲望に身を任せるなんて許されない。やっぱり最初は好きな人と──！

　もはや妄想は留とどまるところを知らない。

　テスト中にこの領域に至ったらクラスどころか学年で三本の指に入る成せい績せきが取れたであろうほどのスピードで、塚原は思考を巡らせる。

「あ」

　と、その時。

　少女が、何かに気付いたように自分から視し線せんを外し、背後を見て声をあげた。

　そして、にやり、と。

　何か得体えたいの知れない笑えみを浮かべ、

「おーい」大きく手を振る。

「森もり町まちさーん」

「あ」同じような声が、斜め向こうから。

　続いて、歩み寄ってくる音。

　塚つか原はらは振り返る。

　知らない少女がもうひとり、近付いてきた。

　背は高く、ポニーテール。いかにも元気そうな顔立ちで、かなり可か愛わいかった。

　その娘こは、少女の前に立つと、笑って言う。

「緒お方がたさんかあ、びっくりしちゃった」

　オガタさんっていうのか、と。塚原はその名前に思いを馳はせた。

「塚原くん、紹介するね」

「え、うん」

　紹介してくれるというので塚原は慌てて、姿勢をただし、直立する。

　不意に、妙だな、という違和感を微かすかに覚えたが、まあいい。この可愛い娘ともあわよくばお友達になれるなら一いつ石せき二に鳥ちようだ。

「この娘、森町芹せり菜なちゃん。一年六組だよ」

　そっか、六組か──え？

　六組？

　なんでこの娘はそんな言い方をするのだろう。

　今しがた知り合ったばかりのはずなのに、まるで同じ高校の生徒に話をするような……。

「私とは委員会が一いつ緒しよで知り合ったの」

　委員会が一緒？

　よくわからずきょとんとする塚原。

　そこで、ようやく気付く。

　さっきこの娘は、自分の名前を呼ばなかったか？

　確たしかに聞いた。塚原くん、と。

　この娘はどうして、俺おれの名前を知っている？

　名乗った覚えは、ないのに。

　少女──オガタさんが、にや、と、また、不可解な笑みを浮かべ、

「森町さん、この人は……」

　言った。

「私と同じクラスの、塚原秋生くん」

　──へ？

　同じ、クラス？

　オガタさん。

　同じクラスの、オガタさん。

「まさ……か」

「いやあ塚つか原はらくん、まさか私をナンパしてくるとはねえ。さすがの私もびっくりだわさ」

　その妙に砕くだけた喋しやべり方が、記き憶おくを刺し激げきした。

　いる。

　オガタという名前のクラスメイトは、いる。

　でもあれは、確たしか、丸まる眼鏡めがねで、お下げで、どちらかと言えば地味な感じで、塚原のランクではＣマイナスで、だから入学早々に射程範はん囲い外がいとの評価をくだして、それ以降はまあただのクラスメイトとして接していて──、

「全然気づかなかった訳わけ？　ほら」

　少女は鞄かばんから眼鏡を取り出して、かける。

「うわ、コンタクトの上から眼鏡はキツい」

　そんなことを言いながら、それでも塚原に顔を見せてくる。

「げ、え……」

　髪型こそ違うが、そこにいるのはまさしく、

「緒お……方がた」

　塚原と同じクラスの、緒方美み弦つるだった。

　軽音楽部所属。昨年の十一月にあった文化祭で、眼鏡のお下げというスタイルでデスメタルを熱ねつ演えんして以来『デス委員長』との異い名みようを取っている少女である。

「しっかし、クラスメイトをナンパとはね。しかもさっきすっごいこと言ってたよね？　きみが可か愛わいかった、とかなんとか」

　くつくつと笑う緒方美弦。

　その背後に塚原は、悪あく魔まの影かげを見る。

「い、いや、それは、その……」

「休み明けたら楽しみだねえ。みんな喜んで飛びついてくるよ。ふふふ。クラス替えがあるのが残念だけど、まあ我われ等らが一年三組の結けつ束そくは永遠に不滅だわね」

「待て、待ってくれ！」

「え、待つ、って、何を待つの？　クラスメイトをナンパした塚原くん？」

「いや、その、頼む！　お願ねがいだ！」

　塚原は頭を下げた。

　もはやなりふり構っていられなかった。

　こんなことが他人にバレたら自分の高校生活はおしまいだ。

「さて、どうするかねえ」

「何でもする！　何でも言うことを聞くっ！」

「あ、あの……あたし、友達と一いつ緒しよだから、また今度ね？」

　気を利かせてくれた森もり町まちさんが、緒お方がたにぎこちない笑え顔がおを送る。

　緒方は「ごめんね」と笑い、森町さんはどこかへ行った。

「さ、塚つか原はらくん」

「はっはいっ！」

「何でも言うこと聞く、って言ったよね？」

「言った！　だから頼む、このことは……！」

「わかったよ。じゃ、まあ、休みが明けたらいろいろ言うこと聞いてもらおうかな？」

「ひぃっ！　そんな……」

「え、噓うそだったの？　私の髪型が似合ってるって言ったのも？」

「ぎゃあっ！」傷を抉えぐるのはやめてくれ。

「そっかあ。普ふ段だんの私の髪型は似合ってないのかあ。あと、目が綺き麗れいとかも言ってたっけ」

「ひぎぃ！」

　言った。確たしかに言った。二分前の俺おれ、死ね。死んでしまえ。

「眼鏡めがねはやめろってこと？」

「いえ、滅めつ相そうもございませんっ」

　もはや塚原に人間としての尊そん厳げんや権利はなかった。緒方はにやにやと笑うと、じゃあねと手を挙げ、さっさと踵きびすを返す。目の前が真っ暗になった。休みが明けたら自分は奴ど隷れいと化すのだ。無む報ほう酬しゆうであの女に尽くす奴隷なのだ。

　……進級でクラス替えがあるのが不幸中の幸いだ。このまま同じクラスだったらこれからの学園生活は真の闇やみに閉ざされてしまうところだった。

　去っていく緒方の後ろ姿を見ながら大きく溜ため息いきを吐つき、塚原は項うな垂だれる。

　──まさか眼鏡を取って髪型を変えただけであんなに変わるとは。

　女って恐ろしい。

　いろいろな意味でそう思い知り、塚原は、帰ろう、と心に決めた。

　とぼとぼと、書棚の間を暗い顔で歩きながら、エスカレーターへと向かった。




　その途中、ひと組のカップルが目に入る。

「この本はまだ読んでいません」

「わかったよ、買ってやるよ。……ってかお前、読んでないって言うんなら、この店にある本、殆ほとんど読んでないだろ」

「おや、全部買ってくれるのですか？」

「そんな訳わけあるかっ！　……これでいいんだな？」

「あ、あとこれもです」

「何冊買わせる気だよ……服も買ってやったってのに……」

「それとこれとは話が別です」

　小こ柄がらで異常なほど可か愛わいらしい美少女と、何だか平へい凡ぼんな顔付きをした少年だった。

　いいなあ、と思った。

　あんなふうに彼女に甘えられるなんて。

　俺おれもいつか、……ああ畜ちく生しよう。

　腹が立ってきたので、目を逸そらし通り過ぎ、塚つか原はらはその書店を出た。

　もうナンパはやめようと、心に誓いながら。




　　　　※




　ちなみに。

　最初にナンパした速はや見み殊こと子この友人経由で、この日部活をサボってナンパしていた事実は早々にサッカー部の先せん輩ぱいに伝わることになり、塚原は次の日に早速、大目玉を食らうことになる。

　更さらに、緒お方がた美み弦つるとは、何の因いん果がか休み明けの次年度も同じクラスになってしまうのだが──それはまた、別の話。
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　そして、夕方。

　買い物を終えた芹せり菜なたちは、バスで帰路についた。揺られて二十分、最も寄よりのバス停を降り、あとは家まで歩いて五分ほどだ。

　さすがに一日使っただけあって、三人とも口数が少ない。硝しよう子こは芹菜の隣となりを歩き、晶あきらは一歩後ろで荷物を抱えている。少し持とうかと言うと、笑って、いいよ、と答えられた。

　いつの間にか男らしくなっちゃって、などと思う。昔はどちらかと言えば自分の方が男っぽくて、晶は女の子みたいだったのに。

　それにしても、今日きようは楽しかった。

　硝子は小さくて、お人形さんみたいだ。今日は可愛らしい服を山ほど試着させた。

　自分には決して似合わない、けれどちょっとだけ憧あこがれていた、女の子っぽい格好をしてもらった。なんだか浮かれてさんざん連れ回してしまって、悪かったかもしれない。

　でもやっぱり、妹と遊んだみたいで嬉うれしかった。

　晶も、文句を言いつつ最終的には服と、それから本まで買ってあげていた。まあ、無む理り強じいしたのは自分なのだけど。それでも、ちゃんとお兄にいさんしてるようで安心だ。

　──この娘こももうすぐ高校生か。

　身体からだが弱くて中学校に通っていなかった彼女だけど、今日きようの様よう子すを見れば大丈夫だろう。

　この娘はこれから、もっと可か愛わいくなるに違いない。今は女の子らしいのは容よう姿しだけで性格的には妙に理り路ろ整せい然ぜんとしたところがあるけれど、同性の友達が増えれば自然と、いろんなことに興きよう味みを持つはずだ。可愛いものだとか、あと、恋とか。

　そういうことに、興味が芽め生ばえた時は。

　ひょっとしたら、自分の恋のライバルになるかもしれない、そう思う。

　そうなったら、どうすればいいだろう。

　できるなら勝負なんてしたくない。

　硝しよう子このことは妹みたいに思ってるし、争ったりして仲が悪くなるのは厭いやだ。

　それに──勝てる自信ないな、とも。

「芹せり菜なさん」

　そんなことを考えていると、隣となりを歩いていた硝子が自分の名を呼んだ。

「何？」

「今日きよう、芹菜さんは自分の買い物をしませんでしたけど……よかったのですか？」

「ああ、うん、いいのよ」

「でも、私の買い物に付き合わせてしまった形になってしまうので」

「あたしも硝子ちゃんを着せ替え人形にしちゃったし、それで楽しかったし。おあいこだよ」

　そうですか、と硝子は頷うなずき、微かすかな笑えみを見せる。

　少しぎこちない微ほほ笑えみは、彼女の感情表現の下へ手たさ故ゆえだろう。




　ひとつ、噓うそを吐ついた。

　晶あきらにも同じことを言った。晶は気付いていないだろう。でも、後ろめたさはある。

　自分の買い物をしなかったこと。

　本当は、したかった。

　いろいろな服を着て、晶に見てもらいたかった。そして晶に、褒ほめてもらいたかった。

　でも、できなかった。

　だって、晶と自分は恋人同士でもなんでもないし、何より、たぶん晶はこっちのことを、幼おさな馴な染じみだとしか思っていないから。

　そんな距きよ離り感かんで自分をさらけ出すなんて、芹菜にはまだ、できそうもない。




　──たとえば。

　服とか、靴とか。アクセサリーとか。

　こんなの買ったんだよ、って。

　どう、似合う？　可か愛わいいかな？　って。

　可愛いって言ってよ、って。

　そんなふうに、晶あきらに言える日が来るのだろうか。

　子供のときから『冒険だ！』なんて連れ回して、時には泥どろだらけになって遊んでいた相手に対して、そんなふうに、女の子になった自分を見せられるようになるのだろうか。

　今はまだわからない。

　でも、いつか、きっと。

　そんなことを考えながら、見み慣なれた、かつて彼と一いつ緒しよになって遊んだ路ろ地じを歩く。
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　文化祭初日──普ふ段だんとまったく違う様よう相そうの教室は、高こう揚ようと活気に満みち溢あふれている。

　二年三組のクラス展示はちょっと趣しゆ向こうを凝こらした喫きつ茶さ店てん。

　森もり町まち芹せり菜なはその中で、案内係としてせわしなく動いていた。

「こっち二名様、ご案内！」

　新しく来たカップルを席に座らせる。まだ始まったばかりだし午前中ということで来客は少ないが、接客なんてしたことがないから何となくあたふたとしてしまう。

　ただ、それよりも、やはりクラスメイト全員で催もよおし物ものをやっているという楽しさの方が大きい。実際、高校の文化祭、クラス展示の喫茶店だ。客商売という実感はあまりない。

　その証拠に、という訳わけではないけれど、

「ちょっと塚つか原はらっ！」

　お客さんがいるにも拘かかわらず、教室の隅すみで言い争ってる奴やつらまでいる。

「あんた、ふざけんじゃないわよ!?」

　クラスメイトであり芹菜の友人でもある女子生徒──緒お方がた美み弦つるが、同じくクラスメイトの塚原秋あき生おを、お客さんの前で思いきり怒ど鳴なりつけていた。

「どうしたの？　美弦」

「このバカ、ナンパしてんのよ、よりによって私の前で！」

　お下げに眼鏡めがねをかけた、いかにもなスタイルの美弦と、軽けい薄はくそうな顔の塚原くん。どうにもこうにも、出来の悪い生徒を叱しかる委員長という図式を連想させる。

　ただ違うのは──美弦は別に委員長でも何でもないということと、その肩に掛けられた、ギターケース。軽音楽部の彼女はデスメタルバンドのギタリストなのだ。

「っ……！　痛いてえって！　デス委員長！」

　故ゆえに、デス委員長、というのが美弦のニックネームだった。

　耳を引っ張られた塚原くんは顔をしかめている。

「まったく……だいたい、もうすぐ私のライブってのに……」

　ようやく塚原くんの耳を離はなした美弦は、腰に手を当てて不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

「そうだよ、塚原。あんたのシフト外はずしてあげたの、ナンパのためじゃないんだからね！」

　女子生徒のひとりが怒ったように言った。

「おいおい、女を敵に回すと恐こええぞ、塚つか原はら」

　男子生徒も同様にからかいの声をあげる。

「わかってるってんだよ……。はいはい、ちゃんと見に行くって」

「もう少し信用できそうな態度で言いなさいよ……」

　ついに美み弦つるは呆あきれた表情を浮かべた。

　が、ちゃっかりと復ふく讐しゆうは忘れない。

「まったく、ふたりっきりの時はしおらしいってのにねえ」

「なっ……！　お、おまえ」

　爆ばく笑しよう、だった。

「おいおい、そうなのかよ塚原！」

「やっぱり？　そんな感じよねー」

「ひょっとしてあれか？　甘えるタイプなのか？」

「あはは、かっわいいー」

　顔を真まっ赤かにして黙だまり込む塚原くんと、しれっとした顔の美弦。

　確たしか付き合い始めて一カ月も経たっていない筈はずなのだが、もう尻しりに敷しかれているらしい。

　芹せり菜なは笑いを堪こらえつつ、少しだけ、羨うらやましいな、と思う。

　自分もこういうこと、してみたい──そんな考えを押おし止とどめた。

　あれからそろそろ二カ月。まだ吹っ切れていない自分が、ちょっと厭いやだった。

　と、教室に誰だれかが入ってきたので、振り返る。

「いらっしゃいませ……って、」

　見ると、知った顔がそこにあった。

「あ……芹菜せんぱ……い？」

　こちらを見てきょとんとした、小こ柄がらな少女。

　硝しよう子こだった。

　友人連れで、全部で五人。陸上部の後こう輩はいである皆みな春はる八や重えもいる。

「うわぁー……」

　同行している友達のひとりが、教室の様よう子すを見てぽかんとしている。

　無理もないかもしれない、と、芹菜は苦笑した。

　このクラスがやっているのは『ＴＳ喫きつ茶さ』。

　その頭かしら文も字じの意味するところは、つまり……、

「あの、芹菜先輩……『ＴＳ』って……」

「うん、そうだよ」

　男性給仕ギヤルソン風のスーツを纏まとった芹菜は、ちょっとポーズをつけつつ、頷うなずいた。

「トランスセクシャル。男女入れ替えって訳わけ。どう？　似合う？」

「……凄すごいです、先せん輩ぱい」

　八や重えが感心したようにこっちを見ている。

「うーん、でも、八重の方が似合いそうだけどなあ」

　芹せり菜なは苦笑しつつ、

「ささ、座って座って。今ウェイトレスがお冷や持ってくるから」

　硝しよう子こたちを座席へと案内する。

　机を幾つか並べてシーツをかけただけの簡かん単たんなもので、椅い子すも特別なものではない。でも、壁かべや天てん井じようの飾り付けのせいか、それともあちこちを行き交う男装姿の女生徒たちのせいか、教室の中はかなりの異空間だ。開店したばかりだけど、入ってくる人たちが一様に同じ反応で面おも白しろい。衣装を揃そろえるのも料理の材料を仕入れるのも大変だったけど、やってよかった。

「五名様、入りましたー」

　ホワイトボードとカーテンで仕切られた簡単な控ひかえ室しつへと声を掛ける。

　ここから先はウェイトレスの役目。メニューを持っていき、注文を取るのだ。

　それを見た時の硝子の反応が楽しみだった。でも、思う反面、やはり胸が痛い。彼女へ自然に接することができているかな、とも不安になる。

　──考えたって仕方ない、か。

　頭ではちゃんとわかっているのだ。あとは自分の心の問題。

　カーテンを潜くぐり、控え室に入った。

　中に座っている、数人のウェイトレスたち。

　一様に陰いん鬱うつな顔をしている彼らのひとりに、芹菜は意味ありげに告げる。

「ご指名だよ」

「……え？」

　視し線せんを向けられたひとり──城き島じま晶あきらは、きょとんとした。

　ただし、ひらひらエプロンにスカート姿という、間抜けな格好で。

「城島、五名様だって。さ、行ってきなさい！」

「五名？　って、……ちょっと待て、まさか」

　察した晶の顔が固まる。

「お、森もり町まち、ひょっとしてアレか？」

　晶の隣となりに座っていた敷しき戸ど良りよう司じの顔が悪戯いたずらっぽく笑った。長身で筋肉質の彼は、寸法に合う服がなかったという理由で女装を免まぬがれた代わりに料理の仕込み担当。

　良司はどうやら勘かんづいたらしい。

「うん、そう」

「おいおい晶、大役だな」

　豪快に晶の背中を叩たたく。痛そうに顔をしかめる晶。

「……僕が行くのか？」

「当たり前じゃない」

　芹せり菜なは満面の笑え顔がおで頷うなずいた。

「自分の彼女に、可か愛わいい姿見せてきなさい？」

　ひゃっほう、とか、行け行け、とか、その場にいた全員がからかうように声をあげる。

「最悪だ……。来るなって言ったのに……」

　絶望的な表情になった晶あきらを見て、芹菜は少し愉ゆ快かいな気分になった。

　──このくらいはいいよね。

　せいぜい恥ずかしい思いをしてくればいい。自分を振った男への、ささやかな復ふく讐しゆうだ。

　数秒の沈ちん黙もくののち、覚悟を決めたのか、晶は立ち上がる。

「……畜ちく生しよう……誰だれだよこんな企画言いだしたの……」

　愚ぐ痴ちりつつ、別の女子生徒から手渡されたお盆とメニューを持って、カーテンの向こうへ出て行った。瞬しゆん間かん、「きゃー！」とか「うわー」とか、硝しよう子この友人たちのかしましい声。

　硝子の声は聞こえないけれど、どんな顔をしているのだろう。

「ちょっと芹菜！　ほら、見ないの!?　超笑える！」

　カーテンの隙すき間まに顔を突っ込んで覗のぞき見みしている友人たちに「あたしはいいよ」とジェスチャーする。想像すると楽しくなるし、見てみたいとも思ったが、やっぱりやめておこう。

　どうしても後ろ向きな気分になってしまいそうだから──今は、まだ。

　十年越しの想おもいを吹っ切るには、二カ月弱くらいでは、とても足りない。




　だけど──それでも。




「……、……ですか？」

「……っ、……！」

「…………、…………ですね」

　断片的に向こう側から洩もれてくる晶と硝子の会話を聞き流しながら、笑えみがこぼれた。

　胸の痛みと同時に、ちゃんと笑うことのできる自分がいることに安心する。多少ぎこちない笑みだったかもしれないけど、今はそれで上出来だ。

　やっぱり、もう少し時間はかかるだろう。

　だけど芹菜は、それでも、と、思うのだ。

　晶に心から笑える日が、硝子を心から祝福できる日が、いつか来るに違いない。

　そうすれば自分はきっと、成じよう就じゆしなかった初恋を笑い飛ばせるだろう。

　──見てなさいよ。

　自分を選んでくれなかった少年に、芹菜は心の中でだけ宣言する。

　失恋した女は、綺き麗れいになるんだから。

　その時になって後悔したって、もう遅いんだぞ、と。
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　その日、四月初めの月げつ曜よう日び。

　速はや見み殊こと子こは朝から憂ゆう鬱うつだった。

　それというのも、昨日きのうの夜にちょっとばかり吞のみ過ぎてしまったからだ。未成年なのに晩ばん酌しやくなどした自分が悪いと言えばそれまでだが、冷れい蔵ぞう庫こに大量の缶ビールがあってしかも両親が帰ってこないという状況では致し方ない。吞むなという方がどうかしている。

　ただ、量はわきまえるべきだった。

　体質的に酒には強いと思っていたし実際強い方ではあるし、虚軸キヤストの固定剤リターダである自分は薬品類全般が効きき難にくい身体からだなのだけど、裏を返せば強いからこそ限度がわからなかったのだ。ほろ酔い加減にもう一本を重ね、寝入って起きたら二日酔い。情けない。

　挙げ句、頭がガンガンする中で無理をして登校したら、クラスメイトに「あんた酒臭い」と開口一番文句を言われてしまう始末。これで完全にやる気をなくした。

　──仕方ないから、午前中は保健室で二度寝だね、これは。

　そう結けつ論ろんづけて、朝のホームルームが始まる前に教室を退散したのだった。

　幸い、保健教きよう諭ゆである佐さ伯えきネアはちょっとした知り合いだ。寝かせて欲しいと言えばそれで済む。……まあ「あら殊こと子こさん、永眠したいのね？　だったらいい薬があるわ。三滴で象も昇天ようふふふふ」とかそんな縁えん起ぎでもないことを言われそうではあるけれど。

「それも一いつ興きよう、かもな……でも、余裕ない、か」

　普通の薬をもらって大人おとなしく寝た方がいい。

　そう考え、頭痛に少し眉まゆをしかめつつ、殊子は保健室の前に立つ。

　二度、軽くノックして、

「佐さ伯えき先生、います？」開けた。

　鍵かぎはかかっていなかった。

　けれど、ドアの向こう、保健室の中──殊子の視界に映ったのは、

「って、……あれ？」

「あ、殊子？　おはよう」

　記き憶おくにある、白衣姿に不健康そうな顔を乗っけた保健教師の姿ではなくて──。




　　　　※




　舞まい鶴づる蜜みつは朝から体たい調ちようが悪かった。

　原因は特に思い至らないが、喉のどの痛みと身体からだの悪お寒かんは風か邪ぜの症状に近い。

　毎日規則正しく寝起きし、夜よ更ふかしや夜遊びなどまったく皆かい無むな──悪く言えば面おも白しろみのない生活をしている身には珍しいことだけど、そりゃあ自分だって馬ば鹿かではないのだから風邪くらいひく。中学時代に起きた少々特殊な事情で他人よりも遥はるかに頑がん丈じような身体を手に入れていたのだが、それでも病気をしない訳わけではない。

　休もうかと何度も考えた。が、別に倒れるほどでもないからいいやと思い、学校へ来た。

　クラスメイトである直なお川かわ君きみ子このことが気になっているせいもある。できるだけ彼女の傍そばにいて様よう子すを見ておいた方がいい、そう考えてのことだった。

　しかし、朝のホームルームが始まる直前になり、どうにも悪寒が増してきた。喉の痛みと一いつ緒しよに咳せきが出るようになり、鼻もぐずつく。

　迷いに迷った結果、保健室へ行くことにした。

　正直、気が乗らなかった。保健教きよう諭ゆである佐さ伯えきネアのせいだ。

　彼女と初めて会ったのはつい先日、入学式の後だった。

　あの忌いまわしい義あ姉ねである速はや見み殊子に紹介された。自分たちと同じ、日常から半歩ずれてしまった──『虚軸キヤスト』という異世界を抱え込んだ人間だ、と。

　つまり、向こうがどう考えていようと、蜜にとっては敵だ。

　いずれ相あい対たいし、殺し合いになることはわかっている。敵に世話になるなどまっぴらだ。それにできればあまり関かかわりたくない人格の持ち主でもあった。

　ただやはり、背に腹は換えられない。

　まあ、学校の中で、体面上は教師と生徒。薬をもらう程度なら構いやしない。そう自分を納得させて、蜜みつは教室を出て保健室へと向かった。

　教室を出る自分を気にする者はいなかった。入学当初は声を掛けられたりもしたが、つっけんどんに睨にらみ返していたら一週間で誰だれも視し線せんを合わせなくなった。唯一、自分と同類である城き島じま硝しよう子こだけが時折遠巻きにこっちを見てくることがあったが、今日きようはまだ来ていない。

　登校してくる生徒たちと逆方向に廊下を歩き、教育棟を出て保健室へ赴おもむく。

　ノックしかけてやめ、ぞんざいに扉を開いた。

「ちょっと、佐さ伯えき……」すると。

　保健室の中に突っ立っていた背中が振り返り、

「あ」と、こっちを見た。

　──げ。

　世界一会いたくない顔を発見し、蜜は思い切り顔をしかめる。

「どしたの、みっちゃん」

　そう尋たずねてきた、にっくき義あ姉ね──速はや見み殊こと子こを無視し、蜜は部へ屋やの中を見渡す。

　佐伯ネアの姿はない。

　代わりに、

「あれ、蜜も来てくれたの？　嬉うれしいな」

　まったく空気を読まない、幼い少女のような声が、蜜の名を呼んで──。




　　　　※




　柿かき原はる里り緒おは朝からご機き嫌げんだった。

　原因は幾つかある。

　ひとつめは、雨が降っていたことだ。

　いつもの習しゆう慣かんとして、晴れている日は屋上で、雨の日は保健室で過ごしている。もちろん屋上で過ごす一日に不満がある訳わけではないしそれはそれで楽しいとはいえ、雨の日、保健室では、佐伯ネアとずっと一いつ緒しよにいられるからだった。それは屋上で風を感じながらお昼寝をするのと同じくらい幸せなことでもある。──普通に考えると雨でも晴れでも楽しいことに変わりはないのだから同じなのだけど、里緒はそんなふうに考えない。晴れの日は晴れの日として、雨の日は雨の日として、天気のことを考えただけで嬉しくなるのだ。

　そして、今日はそれに加えてもうひとつ。

　昨日きのうの夜思いついたばかりのことを実行に移せるから、ラッキーだなと思ったのだ。

　この高校に入学して、佐伯ネアと知り合ってから一年。

　優やさしくしてくれるネアのことを大好きになるには充分な時間だった。

　何か恩返しがしたいな、と、里り緒おはずっと考えていた。友達になってくれたネアに対して、役に立つことをしてあげたい。どうすれば喜んでくれるだろう。ここ半年ほど思い悩んでいたのだが、昨夜ゆうべ、ついに閃ひらめいたのだ。

　だから学校へ登校しすぐ保健室へ行き、扉を開けてネアと顔を合わせた瞬しゆん間かん、おはようの挨あい拶さつもそこそこに、里緒は満面の笑え顔がおで言った。

「ねえネア、今日きようはね、里緒がネアのお仕事を手て伝つだってあげる！」

「あらあら」

　佐さ伯えきネアはそれを聞き、顔を輝かがやかせた。

　いつものように両目の下に深いくまを刻み、壁かべよりも青白い顔色をした挟はさ間ま学がく園えん保健教きよう諭ゆは、実際のところ、国道で車に轢ひき殺された蛙かえるの群れを見詰める異常性欲者のような顔で陰いん鬱うつに微ほほ笑えんだのだが──里緒には『顔を輝かせた』ように見えた。

「どうしたの里緒さん？　ひょっとして私があまりに杜ず撰さんな医い療りようミスを連発するのを見ていられなくなったの？　つまり内部告発ね？　うふふふふ」

　これもいつものように、ネアの言葉は常じよう識しき的てきな会話の形式をやや逸いつ脱だつしていたが、里緒は笑顔をまったく絶やさない。あのね、と、子供のようにネアの袖そでを引っ張る。

「ネア、いつもお仕事大変でしょう？　血とか嫌いなのに、怪け我がをした人たちの治療しないといけないもの。だからね……今日は里緒が、ネアの代わりに血を見てあげることにしたの！」

「あら……血を見てくれるの？」

「うん、血を見てあげるの！」

　この場にもし一般の生徒がいたら、迷わず逃走の上で一一〇番通報確かく実じつな遣やり取とりだった。

「じゃあ、もし廊下で転んで頭ず蓋がい骨こつ骨折、脳のう漿しようが豆腐みたいに零こぼれてしまった生徒が来ても安心なのね……？　うふふふ、私、実は、もしそういう事態になったらどうしようかとずっと悩んでいたのよ。だってそんな生徒を見たら快感と絶望で失神してしまうわ」

「うん、大丈夫だよ。脳のはみ出た生徒が何百人来ても、里緒がやっつけてあげるから！」

　言葉のキャッチボールは一応できているのに、肝かん心じんのボールがまともではなかった。球体の形をした何か別のものだった。とはいえこれが、柿かき原はる里緒と佐伯ネアの日常会話である。

「そう……そうなのね」

　ネアは口くち許もとに手を当て、吐と血けつ寸前の肺病患者のような声を洩もらした。つまり、笑った。

「実はね、里緒さん」

「なあに？」

「こんなこともあろうかと、私、用意していたものがあるの」

　そうしてくるりと里緒に背を向け、薬棚の戸を開き中をごそごそと探る。

　取り出したのは、白い布だった。

「私の手て伝つだいをするんなら、これよ。くすくす……きっと似合うわ」

「あ……」

　里り緒おはそれが何なのか気づくと、ぴょんぴょんと飛とび跳はねて喜びを身体からだ全体で表現する。

「いいの!?　ネア！」

「ええ。この日のために買っておいたのよ。本当は蜜みつさん辺あたりに嫌いやがらせで着せようと思って先週通販で買ったのだけど……あの娘こ、なかなか攻略できそうにないわ、ふふふ」

「え、蜜のために買ったの？　だったら里緒が着るのは悪いよ」

「いいえ里緒さん、私が間違っていたの。これはむしろ里緒さんに着られるために作られたものなのよ。きっとそうよ、うふふふ……さあ」

　ネアはその服を里緒に差し出した。

　それは真っ白な、身体にフィットするようなワンピースと、同じく白い帽子のセット。

　ネアの羽は織おっている白はく衣いとお揃そろいの──ナース服だった。

「ありがとう！」

　里緒は大喜びで、いつも着ているジャージを脱ぎ捨てる。そのまま下着姿になると、いそいそとネアからナース服を受け取って、そそくさと着替えた。

「あはっ、どう？　ネア」

「ああ……予想以上だわ」ネアは頭を押さえてよろめく。

「似合うだろうとは思っていたけどここまで似合うとは思わなかったわ。もう鼻血ものね……このまま食べてしまいたいくらいよ。もちろん服は着たままで」

「ダメだよネア、そんなことしたら里緒、ネアのお手伝いできなくなっちゃうもの」

「ええ、そうね」

「それに、鼻血出したらネア、自分の血で気を失っちゃうでしょう？」

「まさにその通りだわ……気を失いでもしたら里緒さんがこの姿で可か愛わいらしく動き回る姿を見ることもできなくなってしまうし……くすくす……ああ、今まで自殺しなくてよかったわ」

「ラッキーだったね」

　会話の内容が常じよう識しきから外はずれ斜め上に吹っ飛んでいるが、当事者たちはまったく気付かない。

　里緒は脱ぎ捨てたジャージを畳むと、ベッドの上に置く。

「さ、今日きようは、これでネアのお手伝いだよ？」

　デスクの上に置いてあった鏡かがみに顔を映し、ナースキャップを整ととのえながら、里緒は高こう揚ようしていた。準備万端だ。頑張って働いて、ネアに楽をさせてあげよう。

「ね、今日はまだ患者さん来ないかな？」

「あらあら里緒さん、病人と怪け我が人にんは来ないに越したことはないのよ？」

「えー、それじゃイヤだよ。だってネアのお手伝いできないもん」

　悪気はないにせよ縁えん起ぎでもない科白せりふだった。

「あ……でも、そうね」

　と、嬉うれしそうにネアが里り緒おの頭を撫なでながら、思い出したように言った。

「私、これからちょっと職しよく員いん会かい議ぎで席を空あけなければいけないのよ。本当ならそんなものすっぽかしてずっと里緒さんの可か憐れんな看かん護ご婦ふ姿を見ていたいんだけど……私も職を失う訳わけにはいかないのよ。社会に縛しばられた大人おとなの悲しいところだわ、くすくす。いっそこの世のしがらみからテイクオフできれば楽なのにね。うふふふふふ」

「じゃあ、里緒が代わりに行ってあげようか？」

「あら、里緒さんが代わりに逝いくって？　それじゃいろんな意味で意味がないわ」

　ネアは残念そうに肩を落とし、保健室の出口へ向かった。

「二十分くらいで戻るから、それまでお留守番しててくれるかしら？　誰だれか人が来たら適当にベッドに寝かしておいてくれればいいわ。朝のこの時間はたぶん誰も来ないでしょうけど」

「うん、わかった！」

　ネアの言う通り、朝の時間に来客があるのは稀まれだったし、ネアが職員会議に行っている間留守番をしておくのも、雨の日にはいつものことだ。だからそれ自体は普ふ段だんと変わらないのだが、里緒は気が引ひき締しまる思いだった。

　何せ今日きようは、いつもの里緒ではない。ネアの看護婦さんなのだから。

　保健室から去っていくネアを見送り、「よし」とひとりガッツポーズをする。

　人のいなくなった静寂の中で周囲を見渡し、ネアがいつも座っているデスクの事務椅い子すへと腰掛けた。いつも一いつ緒しよにいる白猫──小こ町まちが、足あし許もとで里緒を励ますようににゃあ、と鳴いた。




　かくして、それから五分ほど。

　偶ぐう然ぜんと言うべきか、運命と呼ぶべきか。

　朝の時間には非常に珍しい保健室の利用者が、立て続けにふたり、訪れたのだった。
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　予期しないその顔に、速はや見み殊こと子こは面食らう。

　いや、予想しなかった訳わけではない。雨の日にはいつだって里緒は保健室に来ている。そして今日も雨だ。論ろん理り的てきに考えて当然だ。面食らったのは──予期しなかったのは、里緒がいつものジャージ姿ではなかったということだ。

「あれ、里緒ちん……」

　何その格好、と、殊子は思わず呟つぶやいた。

　白いナース服にナースキャップ。

　どこからどう見ても病院の看護婦さんな衣装である。微妙に着き慣なれていないのがちょっと初うい々ういしく、殊こと子ことしてはお持ち帰りして食べちゃいたくなるくらいなのだが、

「いや、そういうことじゃなくて、あの……」

　何な故ぜか、非常に、厭いやな予感がした。

「どうしたの殊子？　里り緒おに会いに来てくれたの？」

　嬉うれしそうに微ほほ笑えむ里緒。いつもなら「そうだよーん」などと軽口を叩たたきつつ頭のひとつでも撫なでてあげるところだったが、生あい憎にく今の殊子にはその余裕がなかった。

「あ、うん。まあもちろん里緒ちんに会えるってのもあるんだけど」

　言いながら、喉のどの奥からアルコールが戻ってきそうな気分になり顔をしかめた。

　さすがの殊子さんも頭痛と吐き気には勝てない。頭痛も吐き気も滅多めつたに経けい験けんしないから尚なお更さらだった。上う手まく思考できず、できればベッドに寝ておきたい。

「実は今日きよう、ちょっと頭が痛くてさ……」

　正直に言った。それが決定的なミスだということには、気付かなかった。

「え、頭が痛いの!?」

　殊子の考える『里緒ちん』はこういう時、我がことのように心配げな顔をしてくれるはずだった。でも、実際に里緒の見せた表情は同情ではない。

　嬉しそうな笑え顔がお、だった。

「だったらベッドに寝てよ、殊子。里緒が治してあげる！」

「……へ？」

　薬棚から勝手に頭痛薬を失敬しようとしていた殊子は、変だな、と首を傾かしげた。

「あ、でも、頭が痛い時ってどうすればいいのかな……」

　そんなことを呟つぶやきながら、里緒は唇に指先を当てて考え込む。その仕し草ぐさはいかにもな感じで実に可か愛わいらしく、ちゅーのひとつでもしてやりたくなる。……普ふ段だんの殊子なら。

「いや、大丈夫だよ里緒ちん。薬飲んで寝てりゃ治るし」

　今日はどうにも付き合えそうにない。

「ダメだよ殊子。それじゃ治らないよ」

　里緒の様よう子すはやはり少しおかしかった。やけにこちらに気を遣つかってくれるというか……いや、違う。どちらかというとこれは、世話をしたがっているというか。

　このナース服と関係があるのだろうか。変な違和感は凄すごくあるのだが、二日酔いの頭痛と気分の悪さでそれ以上頭が働かない。一刻も早く寝たかった。

「里緒ちん、悪いんだけどさ」

　だからこれ以上構っていられないと思い、嬉しそうにしている里緒に向かって言った。

「私、今日はさ、」

　その時、だった。

「ちょっと、佐さ伯えき……」

　保健室のドアを開く音とともに、聞きき慣なれた不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえた。

　反射的に殊こと子こは振り返る。

「あ……どしたの？　みっちゃん」

　自分の姿を認めるや顔をしかめた義妹いもうと、舞まい鶴づる蜜みつの姿がそこにあった。

　本当にどうしたのだろう、と思う。

　つい十日ほど前に入学してきたばかりの彼女は、自分たち『虚軸キヤスト』──殊子も含めて晶あきらや硝しよう子こ、里り緒お、ネアとの関係に一いつ線せんを引いている。具体的には、完全にこちらのことを敵だと思っているのだ。まあ殊子に言わせればそれも興きよう味みの裏返しなのだが、それでも蜜がわざわざネアのところへ顔を出す理由は、今のところない。

　まさか喧けん嘩かでも売りに来たのだろうか。それとも殊子の知らないところで奇き跡せき的てきにネアと仲良くなっちゃったりなんかしちゃってるのだろうか。

　沈ちん黙もくと微妙な空気を無視して、口を開いたのは里緒だった。

「あれ、蜜も来てくれたの？　嬉うれしいな」

　晶や硝子と違い、蜜に対して警けい戒かい心しんなど欠片かけらも持たない里緒は、あっけらかんと言う。

「……は？」

　対して蜜は、何を訳わけのわかんないこと言ってんのこのアホは、という顔をした。

　このふたりは基本的にこんな感じで、トラブルもまだ起きていないからまあいいけど。

「誰だれがあんたに会いに来たってのよ……」

「もう蜜みつ、里緒のこと代名詞で呼ばないでっていつも言ってるでしょ」

「あーはいはい。わかったわよ。悪いけど今日きようはあんたに構ってる余裕はないの」

「……二回目だよ、蜜。三回目は怒るからね」

　口を尖とがらせつつも目が本気になっている里緒に、蜜は一歩たじろいだ。が、様よう子すが少しおかしい。妙に足取りがふらついているし、顔色もよくない。

「みっちゃん、ひょっとして体たい調ちよう悪い？」

「……まだいたのこのバカ女」

　忌いま々いましそうに殊子を睨にらみつけてくる蜜。

「二日目？」

「黙だまりなさいよ！」

　直情的な悪態にもどこか勢いがない。殊子自身も同様で、どうにも軽口が上う手まく乗ってくれず、精せい彩さいを欠いていた。こりゃ今日は姉妹喧嘩もお預けかなと早々に諦あきらめる。

「佐さ伯えき、いないの？」

　ネアに執着しているところを見ると、蜜もやはり体調が悪いようだった。

　──さっさと私とみっちゃんの分、薬でも探すか。

　佐伯ネアが戻ってくるまで待つという手もあるが、悪いけれどその間、ハイテンション気味の里り緒おの相手をする余裕はない。恐らくふたりとも。

　鼻をぐずつかせていることから風か邪ぜだろうと判断。棚に並んだ薬品類はともかく、救急箱の中には頭痛薬含めて風邪薬程度は常備してあるだろう。どこかその辺にあると思うけれど。

　デスクの上を眺め、引き出しに手を掛けた。

　しかし、そんな殊こと子この肩に、ナース姿の里緒は、そっと手を置く。

「うーん、蜜みつも殊子も、今日きようはアンラッキーだね。でも、ラッキーだよ」

　いや、どっちだよ。

　つっこむ間もなく、里緒が笑った。

「蜜と殊子、里緒がちゃんと治してあげるからね」

　はあ？　と蜜が顔をしかめつつ首を傾かしげる。

　え、と殊子は思わず表情を固めた。




　里緒の手にはいつの間にか、メスが一本、握られていた。




　　　　※




　昨日きのうまでの晴天とは打って変わって、今日は雨が降っている。

　僕は面めん倒どうだなと思いつつ登校し、教室へ辿たどり着いてから椅い子すに座り、大きく息を吐いた。

　学生としてはありきたりな思考だけど、面倒なものは面倒なのだ。朝っぱらから靴が濡ぬれるのを気にしなきゃいけないし、傘を差して歩くのも余計な労力だし。

　まあ、硝しよう子こに言わせれば『私には「面倒」などという感情はありません』となるのだけど──そんなことを思いひとりで薄うすく笑ってから、改めて窓の外を見る。

　それほど大降りではない。が、屋上にいたら数分で濡ぬれ鼠ねずみになる。

「おう、晶あきら、今日は行くのか？」

　登校途中で出会い、一いつ緒しよに教室へ入った敷しき戸ど良りよう司じが、からかうように言ってきた。

「ああ、……そうだな。さすがに屋上はないから、保健室か」

「こんな雨の日にまで、律りち儀ぎだな、お前」

「ま、習しゆう慣かんみたいなもんだし」

　肩を竦すくめて立ち上がる。

　一年生の頃ころからずっと、朝のホームルーム前における僕の行動は決まっていた。

　クラスメイトである柿かき原はる里緒へ、朝の挨あい拶さつに行くのだ。

　柿原里緒。学校には来るけど教室には絶対に来ない問題児。テストの成せい績せきがだんとつで学年トップだから教師も何も言えず、その特権を利用して、晴れの日には屋上、雨の日には保健室で一日を過ごしている。僕を除けば友人と呼べる友人は校内にいない。

　僕の知る限り、誰だれよりも『日常』から乖かい離りした存在だ。

　だからという訳わけでもないけれど、僕は朝と昼休み、できるだけ里り緒おのところへ行くようにしていた。もちろん毎日じゃないし、行かなくても寂しがったりはしない。行けば喜ぶし、何より今日きよう行かない理由も特にない、というだけだ。

「じゃ、行ってくる」

「チャイムまでには戻れよ」

「ああ」良りよう司じに軽く手を挙げ、僕は教室を出た。

　正直なところ、がやがやと煩うるさい教室で過ごすよりも里緒と一いつ緒しよにいた方が気が楽だった。

　……って、今日は佐さ伯えき先生もいるから手放しには『楽だ』なんて言えないんだけど。

　それにしても、非日常を排除し日常を取り戻そうとしているというのに、その日常から目を背そむけて、非日常の最たる存在と一緒にいることを選ぶなんて。

　──とんだダブルスタンダードだ。

　自じ嘲ちようしつつも、その矛む盾じゆんこそが自ら選んだ立ち位置なのだから仕方ない。

　外で雨が降っていると、廊下の空気もじとじととしている。あまり気分のいいものじゃないななどと思いながら、僕は保健室へ向かった。

　渡り廊下を過ぎ管理棟へ入ると、人ひと気けがない分、空気がひんやりとしている。教育棟よりは居い心ごこ地ちがいいと感じ、そんな自分の思考に苦笑し、

「……ん？」保健室へ繫つながる廊下の角を曲がって、足を止めた。

　五メートル先。

　まさに『保健室』というプレートのある扉の前で、白はく衣い姿すがたの女性が見るからに怪しげな、中腰の姿勢で立ち、扉に顔をくっつけていたのだ。

　まるで、隙すき間まから中を覗のぞいているかのように。

「……何してんだ、あんた」思わず僕は敬語を忘れた。

　佐伯ネア──部へ屋やの主あるじその人だ。

　というか、『かのように』じゃなくて、まさに覗いている。部屋の主なのに。

　僕の声に気づいた佐伯先生は、幽ゆう霊れいのような顔でこっちを向く。

　見ーたーなー、とでも言ってきそうな空気だったが、

「しっ、晶あきらさん」

　小声で唇の前に指を突き立てる。『静かにしろ』というよりもむしろ『ここに死体が一体あるわよ』というジェスチャーに見えた。不気味極きわまりない。

「……何ですか？　保健室で逢あい引びきしているカップルでもいたんですか」

　自分でもわかるほど胡う乱ろんな顔になっている僕に、佐伯先生は微ほほ笑えんだ。

「違うわよ、ふふ。晶さんと硝しよう子こさんではあるまいし」

「僕と硝子はそんなことしねえよ！」

「静かに、声が大きいわ」

「叫ばせたのはあんただよ……」

「まあ、逢あい引びきと言えばそうかもしれないわね。……うふふふふ……それにしても、職しよく員いん会かい議ぎから帰ってきてみればこんな素敵すてきなことになってるなんて」

「……はあ？」

　立ち尽くす僕に、佐さ伯えき先生は手招きをした。

　三さん途ずの川かわの彼ひ岸がんで出迎えしているようだった。

　それでもしぶしぶ彼女の許もとへ歩み寄り、同じようにして扉の隙すき間まに視し線せんを遣やる。

「……見て、晶あきらさん」

「ったく……」

　本当に何なんだ。出会って一年になるが、相変わらずこの人のことはさっぱりわからない。里り緒おと仲がよくなければ即座に排除してるところだ。

　顎あごの下で息を潜ひそませる佐伯先生からは控ひかえめな香水の匂においがして、目を閉じさえすれば大人おとなの女性といった感じで、ドキドキしていたかもしれない。ホルマリン臭でも漂わせていた方が似合うのに、何だよこのアンバランスは。そういや香水は元々悪臭を隠すために開発されたんだっけ。ひょっとしてこの香水はホルマリン臭か死臭のカモフラージュか？

　などと顔をしかめながらの思考は、

「……え？」中の光景を覗のぞき見た瞬しゆん間かん、吹っ飛んだ。




　ドアの隙間、視界は狭く、見み辛づらい。

　けれど洩もれ聞こえる声と、中の様よう子すは充分にわかる。

　そこにいるのは、三人。

　何な故ぜかナース姿の里緒。

　速はや見み殊こと子こ。

　それから、舞まい鶴づる蜜みつ──。




「……ちょ、ちょっと待って？　落ち着こうか里緒ちん」

「え、何言ってるの殊子。里緒は落ち着いてるよ？」

　珍しく、殊子は妙に慌てている。それもそのはずだ。里緒は手にメスを持って殊子へ近づこうとしている。満面の笑え顔がおなのが軽くサイコだ。

「これ……何が起きてるんだ!?」

　事態を止めようと扉に手を掛けた僕の腕を、佐伯先生が摑つかんだ。

「うふふふふ、里緒さんが私のお手て伝つだいをしてくれるって言ったのよ。だからナース服に着替えてもらって、職員会議から戻ってきたらこれよ」

　彼女は実に楽しそうに、恍こう惚こつとした表情で呟つぶやく。十日間マリファナしか口にしていませんみたいな顔色でそんな顔されても困るんだけど。って、そうじゃない。

「あ、あのさ、参考までに……そのメスで何をするつもりなの……かな？」

　後じさりしながら両手を前に出す殊こと子こ。

　あっけらかんと、里り緒おが答えた。

「うん。殊子の頭を切り開くんだよ」

「はい？」
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「殊子、頭が痛いんだよね？」

「いや、そうだけどさ、でもそれと……」

「頭の切り開き方、この本に載ってたよ」

　里緒の、メスを持っていない方の手には、一冊のハードカバーがある。

「ネアが置いていってくれたの。マニュアルって書いてるから、治ち療りようの手引きだよね」

「ちょ、ちょっと待っ……」

　僕は下にいる佐さ伯えき先生に尋きいた。

「何ですかあの本は」

「あらあら里緒さん、私が読みかけで放置してた本を誤解しちゃったのね」

「だから何なんですかあれは」

「『人体解体・改造マニュアル』よ」

「そんな本を放置していくなっ！」

「うふふふ……アングラものなの」

「得意げに言うなこの人間失格教師！」

　やっぱりダメだこの人。どうしようもない。

　里り緒おはどうやら『頭痛』から『頭部の捌さばき方』を調しらべたようで、殊こと子この頭を切り開くつもりらしい。どんな連想ゲームだよ。学校の成せい績せきはいいんだからちょっと考えたらわかりそうなものなのだけど、常じよう識しきというものを完全に欠落させている上に、恐らく佐さ伯えきネアの手て伝つだいができるということで浮かれまくっているのだろう。いつも以上に暴ぼう走そうしているみたいだった。

「あのね、頭ず蓋がい骨こつに穴を開けたら気分が良くなるって書いてるんだよ」

「いや、私、第三の目はいらないから……！」

　半ば恐きよう慌こう状態の殊子にいつもの冷静さはない。体たい調ちようが悪いらしく、それも関係しているのだろう。悪条件が揃そろい過ぎている。

「うふふ……殊子さんもついにトレパネーションね」佐伯先生が囁ささやいた。

「諸しよ悪あくの根源は黙だまってろ……」

　このままだと殊子の脳が外気に触れて覚かく醒せいする羽は目めになる。

　僕はふと、一いつ緒しよにいる舞まい鶴づるへと視し線せんを遣やった。

　こいつは危険人物で、僕と硝しよう子こは知り合った一年ほど前から彼女をずっと警けい戒かいしている。けれど、仮にも殊子と姉妹なのだから、義あ姉ねの危き機きを黙って見ているとも思えな──、

「いいわよ里緒！　そのアホ女に制裁を加えてやりなさい！」

　……そんなはずはなかった。

　舞鶴は実に嬉うれしそうに、追い詰められる殊子を嘲あざ笑わらっている。

「あいつもダメか……やっぱここは、僕が……」

　飛び出して止めるべきなのだろうか。そう考え、しかし。

「……待てよ」

　正直なところ、もう少し見ていたい気もする。

「だいたい殊子の奴やつ、普ふ段だんから調子に乗り過ぎだ。ここらで一度里緒に懲こらしめてもらった方がいいかもしれない。里緒に恐怖を覚えるようになれば、僕もあいつを扱いやすく……」

「あら晶あきらさん、心の声が口から出てるわよ」

「え」あ、しまった。

「うふふふ。でも、もう少し見ていましょう。止めるのはトレパネーション手術が終わって殊子さんの魂たましいのステージが高みに昇ってからでも遅くはないわ」

「……それじゃ遅おせえよ」

　僕は咳せき払ばらいしつつ、再び保健室の中を注視する。

「さ、殊こと子こ。おでこ出して？」

　頭の中身も出す気満々の里り緒おが、殊子に詰め寄る。

「あ、え、っと、その……！」

　殊子は切せつ羽ぱ詰つまっていた。こんなに狼ろう狽ばいしている彼女を見るのは初めてだった。いつもは手玉にとられてしまうことが多いから、ちょっと気分がいい。

　──しかし。

　さすがは、と言うべきか。おのれ、と言うべきか。

　体たい調ちようが悪いというハンデを持っていてなお、速はや見み殊子は速見殊子だった。

「あ、待って、里緒ちん！」

　殊子は急に表情を明るくすると、里緒に向き合って不意に親指を立てる。

「なんか、身体からだの調子よくなってきた！」

「え、本当？」

「うん。里緒ちんが看かん護ごしてくれたお陰かげかな？　重かった頭がすっきりだよ。ありがと！」

　……わざとらしいことこの上ない。

　ただ、里緒には実に有効だった。

「わあ、良くなったの殊子？　よかった！」

　メスを放り出し、嬉うれしそうに飛とび跳はねる。

「……ち」基本的に人を疑わない里緒の心理を突いた有効な戦術だった。

「上う手まくやりやがった……」

「くすくす。顔色は最悪なのにいい演技だわ。さすが殊子さんね」

　まあ、顔色が最悪って言ってもあなたより遥はるかに血色がいいんですけど。

　佐さ伯えき先生の言葉に心の中でだけつっこんだ僕は、直後、

「でさ、里緒ちん」

　速見殊子という存在の恐ろしさを、目まの当あたりにすることになる。

「……私はもう大丈夫だから、みっちゃんの手当、してあげて？」

　──まさか、そんな。

　頭痛で思考が上手く廻まわらない中で、奸かん計けいを巡らせるとは──！

「……は？」

　急に名前を呼ばれ、舞まい鶴づるが嘲ちよう笑しようの表情のまま首を傾かしげた。

　殊子の画かく策さくにまるでついていけていない。無理もないだろう。凶きよう暴ぼうで暴力的な舞鶴の制せい御ぎよは、速見殊子の十お八は番こだ。これがなければ僕と硝子はとうに舞鶴を排除している。

「みっちゃんは、風か邪ぜだったかな？　だったら薬飲まなきゃ」

「え、は？」舞鶴はまだ状況を理解していない。

「そうだね」

　里り緒おが、とっておきの笑え顔がおを見せた。

　さっきまで向き合っていた殊こと子こに背を向け、とてとてと、まるで子供のように歩く。

　──薬棚へと、歩く。

「でも、どれかなあ？」

　棚の戸を引き、並んでいた数々の瓶びんを眺めた。

「……って、鍵かぎとかかけてないんですか、あの棚」

「くすくす。うちの薬棚はセルフサービスの食べ放題よ」

「本当に最悪だなあんた……」

　こそこそと会話する僕と佐さ伯えき先生に、保健室の中の三人は気づかない。

　殊子は大きく息を吐き、余裕の表情でベッドへ腰掛ける。

　舞まい鶴づるはようやく事態を理解したようで、「ちょっ……」などと里緒に声を掛けている。

　里緒はそんな彼女を無視し、薬瓶を取っ替え引っ替え手にしていた。

「うーん。どれかわかんないなあ」

　わからないのも当然だろう。というか僕もわからない。何がわからないって、あの棚にある瓶たちの中身が本当に薬なのかがわからない。

「……あれ、全部ちゃんとした薬なんですか？」

　小声で尋きく。佐伯先生はくすくす笑い、

「まあ、致死量を越えなければ」

「毒じゃねえか！」

「あら、何を言っているの晶あきらさん？　毒も薬も本質的には同じものよ。致死量のない薬なんて薬ではないわ。……晶さんならわかるでしょう？」

　いや、わかる。言葉としてはその通りだ。でも、その致死量が問題だというかこの人の口からどんなまともな言葉が出ても僕には絶対に信じられない。

「質問を変えます。法律に引っ掛かってはいないですか？」

「……今日きようもいい天気ね、晶さん」

「雨降ってんだろうが！　やっぱ違法かよ！」

「失礼ね、間違っているのは法律の方よ」

「思春期の不良かあんたは！　……どっちにしろ風か邪ぜ薬ぐすりじゃないんですね」

　なんかつっこむのに疲れたので、僕は溜ため息いきと引き替えに追及を諦あきらめる。

　里緒は少しの間、瓶を目の前に迷っていた。

　やがて「ま、いいか」と呟つぶやくと、舞鶴に向き直り、

「どれもお薬だもん、身体からだに悪い訳わけないよね」

　何だか、とんでもないことを、言った。

「……はあ？」

　そして怪け訝げんな顔をする舞まい鶴づるへ、

「里り緒お、よくわかんないから……ねえ蜜みつ、取とり敢あえずこれ、全部飲むといいよ？」

「って、本気で言ってんの!?」

　覗のぞき見みしていた僕も佐さ伯えき先生も、そして今や傍ぼう観かん者しやとなった殊こと子こも理解していた。

　里緒は本気だ。これ以上ないほど。

　理解していないのは舞鶴のみ。いや、理解したくないのか。

　手近にあった瓶びんをひとつ取り、蓋ふたを開ける里緒。

「さ、飲んで？」そのまま舞鶴へ瓶を差し出す。

　中身は──カプセルのようだ。

　その光景を見ながら、僕は小さく呟つぶやいた。

「……参考までに尋ききますけど、佐伯先生。あのカプセルの中身、何なんですか？」

　幸いにも僕らは『虚軸キヤスト』の固定剤リターダで、薬品類が効きき難にくいという体質を獲かく得とくしている。余よ程ほどのものではない限り大丈夫だろう。

「青酸カリよ」

「絶対大丈夫じゃねえー！　なんでそんなもんが保健室にあるんだよ！」

「うふふふ、もしもの時ってあるじゃない？」

「どんなもしもの時だ！」

　これはさすがにまずい気がする。

　幾ら薬品類に強いと言っても、そんなものカプセルで飲んだ日には間違いなく死ぬ。

　……いや、正直なところ舞鶴はいずれ排除すべき危険人物で、死んだって別に構いはしないのだけど、里緒が手を下すことはない。しかもこんなくだらない経けい緯いで。

「ほら、これ飲んだら治るよ？　蜜」

　里緒には悪気がない。完全に善意で、しかも舞鶴の体たい調ちようがよくなることを期待している。

　──さすがに止めないと。

　僕は扉へ手を掛け、開こうと力を込めた。

　けれど、それと同時。

「……ふざっけんじゃないわよ！」

　舞鶴の怒ど号ごうが、保健室に谺こだまし。

　差し出された里緒の手が瓶ごと振り払われ、ガラスの割れる音がけたたましく響ひびいた。
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「そんな訳わけのわからないもん、この私に飲ませるんじゃないわ！」

　ついに沸ふつ点てんを突破した蜜みつが、高らかに叫んだ。

　殊こと子こは、あーあ、と、その様よう子すに肩を竦すくめる。

　瓶びんは地面に落ちて割れ、中のカプセルが散らばった。というかこのカプセル、中身は何なのだろう。どうせ佐さ伯えき先生のことだからろくでもない薬品には違いない。よく見ると瓶にはドクロマークのラベルが貼はってあった。……薬ではないことは確たしかなようだ。

　瓶が破は壊かいされたのとほぼ同時、保健室の扉が開いた。

　佐伯ネアと、城き島じま晶あきら。

　ようやく戻ってきた、と、殊子は密ひそかに溜ため息いきを吐つく。それともずっと見ていたのか。あり得るかもしれない。頭痛のせいで気配けはいには気付かなかったけれど。

　──まあ、問題はそこじゃない、か。

　殊子は里り緒おに視し線せんを戻す。

　差し出した手を振り払われた里緒が、半ば呆ぼう然ぜんとしていた。

「……あ……」

「まったく……だいたい何なのよ！　中身も薬かどうかわかったもんじゃないし……ひょっとして私を殺す気だったの？　だったらいい度胸ね！」

　里緒の変化に、蜜は気付かない。当然だろう。彼女は里緒との付き合いも浅いし、何より敵てき愾がい心しんだけで生きているような娘こだ。里緒のことだって、敵だと思っている。

「……ねえ、蜜」

　里緒は今にも消え入りそうな声だった。小さく唇を震ふるわせているのがわかる。

「ひょっとして……里緒、迷めい惑わくだった、かな」

　蜜はそんな里緒を、息を荒げつつ睨にらみつける。

「迷惑？　は？　まさか本当に看かん病びようでもしてくれてたつもり？　治ち療りようしてあげようって？　だったら迷惑もいいところよ！　誰だれもこんなこと頼んじゃいないわよ！」

「……舞まい鶴づる！」

　晶が短く叫ぶ。

　殺気が込められていた。本気で怒ったようだ。確たしかに言い過ぎだ、と、殊子は思う。

　でも──殊子にそれを諫いさめる権利はない。

　元はと言えば、けしかけたのは自分なのだから。

　いや、自分だけじゃない。この場の誰かを責める権利など、誰にもありはしない。

　覗のぞき見みしていた晶と佐伯ネアにも。

　けしかけた殊こと子こにも。

　里り緒おの感情が理解できず怒った蜜みつにも。

　それに、勘かん違ちがいをしてしまった里緒にだって。

　全員が少しずつ悪く、全員に責任がある。

　──失敗しちゃったな。

　あまり体たい調ちようがよくないのに画かく策さくなんかするもんじゃない。密ひそかに舌打ちしつつ、どうしようか考える。少なくとも里緒のフォローくらいはしてやらなければならない、と。

　けれど──殊子が口を開こうとした矢先。

「あはっ」

　里緒が、舌を出し、残念そうに笑った。

「ごめんね、蜜。里緒、ちょっと間違えちゃった」

「……え？」

　不意に謝あやまられた蜜は、驚おどろいたように目を見開く。

「ネアも……ごめんね。留守番頼まれたのに」

　次いで、佐さ伯えきネアに対して。

　謝しや罪ざいされたネアは何も言わない。たぶん、言えないのだ。

　里緒は笑っていた。

　殊子が見てもそれとわかるほど、無理をしている笑え顔がおだった。

「あ、の……」今になって罪悪感に駆られたのだろう。

　蜜が里緒に声を掛けようとした。

　しかし、里緒は。

「ごめんね。里緒、ちょっとトイレ行ってくる」

　その笑顔のまま踵きびすを返すと、今にも転んでしまいそうな歩調で、扉へと向かった。

「里緒ちん、待っ……」

　思わず殊子は言ったが、引き止めるには足りない。




　保健室から出て行く小さな姿。

　後ろ手に閉められる扉。

　扉が閉まった瞬しゆん間かん、廊下に響ひびく足音は速さを増した。

　誰だれも言葉を発しなかったからよく聞こえた。

　その場から逃げるような、泣いているような──足音が。




　そして、少しだけ耳に痛い静寂の中。

　晶あきらが──薄うすく溜ため息いきを吐つきつつ、頭を面めん倒どうそうにがしがしと搔かく。

「……ち」

　殊こと子こやネア、蜜みつに対してではなく、まるで自分を責めているように舌打ちして。

　晶あきらもまた背を向けると、保健室から無言で出て行ってしまった。

「……何なのよ……」どうしていいかわからないというふうに蜜が吐き捨てた。

　仕方ない。

　だから殊子は、わざと明るい声をあげる。

「さ、みっちゃんも、佐さ伯えき先生も、行くよ」

「はぁ!?　なんで私が……」

　反射的に自分へ反抗した蜜を可か愛わいいと思うが、今はそれを味わっている時ではない。

「いいから」

　蜜の目を正面から見て、言い聞かせるように、今度は真ま面じ目めな声で。

　殊子は再度、言う。

「行くよ。……ま、私たちの出番なんて、ないかもしれないけど」

　何せ真っ先に一番の親友が、後を追いかけたのだから。

　──まったく。

　誰だれよりも日常を捨て──それこそ日常会話の能力や常じよう識しきすらも欠落させ──虚軸キヤストの中で一番終わってしまっている里り緒おのことを、日常を守るだなんて嘯うそぶいている晶がこの場の誰よりも理解できているなんて、とんだ皮肉で、ふざけた矛む盾じゆんだ。

「ほら、早く」

　それでも、そんな晶に少し感心しながら、殊子は蜜の手を引っ張った。

　けじめだけは付けとかなきゃな、と思いつつ、わざと面めん倒どうそうな顔をして。




　　　　※




　逃げ出した先は、屋上だった。

　雨は相変わらず降っていたけれど、今の里緒には関係ない。

　目から涙が出ているのだから全身が濡ぬれようと同じことだ。

「……あーあ」上から落ちてくる水滴に打たれながら、里緒は小さく呟つぶやいた。

　失敗してしまったことが、どうしようもなく悲しかった。

　恩返しどころか、迷めい惑わくをかけてしまった。ネアだけでなく、蜜や殊子にも。

　やっぱり自分にはネアの手て伝つだいなどできなかったのだと、絶望的な気持ちになる。

　何の役にも立たない。迷惑ばかりかける。そんな自分がネアの友達でいいのだろうか。ネアは、友達だと思ってくれないのではないか。考えるほどにどうしようもなくなって、里緒は空を見上げる。勝手に出てくる涙が雨と混じって、空が泣いているのか自分が泣いているのかわからなくなって、余計に悲しくなる。雨が冷たい。涙も同じだ。

「やっぱり、まだ寒いな」

　後ろから声がしたのは、その時だった。

　雨の音がしていてもよくわかる、里り緒おの大好きな声。

「ねえ」

　里緒は上を見たまま、背後のその人に、尋たずねた。

「……里緒、役に立てなかったよ。ううん、ネアと蜜みつと殊こと子こに、迷めい惑わくもかけちゃった」

「そうだな」

「頑張ってお手て伝つだいしようと思ったんだ。でも……失敗しちゃった」

「ああ、見てたよ」

　声の主ぬしは、容よう赦しやがない。

「ダメだね、里緒は。……ネアに恩返し、できなかった」

「ああ、そうだな」

　そんなことないよ、とか、立派に役に立ってたよ、とか、そんな噓うそを言ってはくれない。

　いつもなら──いつもの晶あきらなら、噓や欺ぎ瞞まんで里緒をおだててくれるのに、こんな時だけは。

　その通りだったんだな、と。改めて思う。

　晶でも誤ご魔ま化かせないくらい、自分は失敗してしまったんだな、と。

　でも。

　足に力が入らず座り込もうとした里緒に。

　晶は、言った。

「なあ、里緒」

　ぶっきらぼうで、それでもどこか躊躇ためらうような、そんな声で。

「僕は里緒に、何か恩返しした方がいいか？」

「……え？」

　予期しない言葉に、里緒は振り返る。

　晶は雨に濡ぬれていた。

　傘も差さず、ポケットに手を突っ込んで、こっちを見ていた。

「いつも僕は、里緒に世話になってる。だから、恩返ししなきゃいけないか？　何がいい？　何をして欲しい？　望む通りのことをしてやるよ」

「……なんで、そんなこと言うの？」

　思わず声を荒げる。

「里緒はそんなことして欲しくないよ」

「なんでだ？」

「だって里緒は、晶に……」

　何かもらおうと思ったことなんかない。

　見返りを求めたことなんか、ない。

　そう言いかけて、里り緒おは気付いた。

　晶あきらが──里緒の大好きな、里緒の大事な友達の晶が、

「……いらないんだろ？」

　悪戯いたずらっぽく、笑っているのを。

「見返りなんて、いらないんだろ？　里緒は。僕も同じだよ。里緒に恩返ししようなんてことも、まったく思っちゃいない。好きなだけ、気の向くままに頼み事をして、それだけだ」

「あ……」

「それで何か不都合があるか？」

「え、っと」

「僕のこと、迷めい惑わくか？」

　その言葉を聞いて、

　雨が、冷たくなくなった。

　涙が止まったんだ、と。すぐにわかった。
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「……ううん」

　そしてそれはやがて、目の奥にあった痛みと、胸の奥にあった重みを消し去る。

「不都合なんか……ないよ。迷めい惑わくでもない」

　いつの間にか、口くち許もとは綻ほころんでいた。

「だって晶あきらは、里り緒おの友達だもの。友達だから、恩返しとかしなくていいんだもん。迷惑かけても許してもらえるもん。だから……不都合なんか、ない」

　悲しみはもうなかった。

　ただ、嬉うれしさがあった。

　晶は、雨に打たれている。

　里緒のために。

　里緒のせいで、雨に濡ぬれている。

　きっと寒いだろう。里緒も寒いのだから、当たり前だ。

　でも、晶に対して恩返しをしようは思わない。

　いや、思ってはいけない。

　だって。




　だって──里緒も、晶のために雨に濡れても、きっと、何ともないだろうから。




「里緒は、殊こと子こや佐さ伯えき先生や、あと……舞まい鶴づるのことも友達だと思ってるんだよな？」

「……うん」

　晶は頷うなずくと、再び笑う。

「だったら、帰るぞ。いつまでも濡れてたら風か邪ぜひく」

「うん。そうだね」

「ま、タオルくらいは用意してくれてるだろうさ。あいつらが」

　意味深に晶が視し線せんを送った屋上の扉、その向こうで物音がした。

　その意味は里緒にもわかった。

「ねえ、晶」

「何だ？」

　晶の傍そばへ駆け寄り、里緒は満面の笑え顔がおで、その腕に抱きつく。

「今日きようの昼休み、里緒のところに来てくれる？」

「さあ、どうかな。……ま、びしょ濡れだから、午前中の授業はサボるかもな」

「だったらお昼までずっと一いつ緒しよにいようね」

　晶は応こたえない。

　だから里緒はますます嬉しくなって、両腕を回した親友の腕を思い切り抱だき締しめる。
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　エプロンやギャルソンスーツも、里り緒おなら喜んで着ただろうな。

　会話の中でふとそう洩もらした僕に対して、硝しよう子こがぽつりと呟つぶやいた。

「そういえば里緒さんの制服姿って、見たことなかったですね」

　その言葉に、四月のことを思い出す。

　制服姿じゃなくてナース服姿なら見たことがある、と言いかけ、苦笑してやめた。よりにもよってこんな時、こんな場所でする話でもないだろう、と。

　硝子の隣となりでは舞まい鶴づるが何ごとかを考え込んでいるような顔をしていた。

　そういや、こいつが里緒に対して強く出られなくなったのもあれが切っ掛けだった気がする。当時はいずれ排除すべき敵だと頑かたくなに考えていた僕だけど、思い返してみると微ほほ笑えましい。

　もっとも、あの頃ころの面おも影かげは今の舞鶴にはない。

「……でも先せん輩ぱい、けっこう似合ってるんじゃないですか？」

　感かん慨がいに耽ふけっていると、姫ひめ島しまが僕をじろじろと眺め回しながらにやにやと笑った。

「煩うるさいな……」

　居い心ごこ地ちが悪い。一刻も早くこの場から立ち去りたい。

　というか、注文だけ取ってさっさと控ひかえ室しつに戻ろうとしたのだが、振り返った途端とたん、カーテンの間からこっちを見ていたクラスメイトたちに「いいから楽しくお喋しやべりしてこい」とジェスチャーで帰き還かんを拒否された。ふざけるなと思う。何の羞しゆう恥ちプレイだよ本当に。だいたい曲がりなりにも客商売だ。客と世間話をする店員がどこにいるってんだ。

「スカートってすーすーしませんかー？」

　しかめっ面つらをした僕に、直なお川かわ君きみ子こが屈くつ託たくなく尋きいてくる。

「ああ……いや、まあ」

　確たしかに、なんだか寒い。でもそれよりも硝子たちを含めた周囲の視し線せんが寒い。

「それにしても、さっきのあの先輩、カッコ良かったなあ」

　姫島がどこかうっとりとした表情で呟いた。

「芹せり菜な先輩？」

　皆みな春はるが尋く。……って、森もり町まちのことかよ。

「うん。なんか宝たから塚づかの男役って感じ」

「……ひめひめ、あなたやっぱりそういう気があるんですか……？」

「ち、違うよ硝しよう子こ！　そういうんじゃなくて、純粋に憧あこがれるなあって」

　大慌てで否定するが、殊こと子こと付き合っていた前科があるのでまるで説得力がない。

　しかし──かしましいことこの上ないというか、なんで僕はまだここにいるんだ？

「お待たせしました！」

　硝子たちが注文していた飲み物を、森もり町まちが持ってきた。

「ごめんね硝子ちゃん、プリンはないのよね」

「いえ、問題ありません。さっき二年八組の喫きつ茶さ店てんが手作りプリンをメニューに出しているのを確かく認にんしました」それに対して大おお真ま面じ目めに応こたえる硝子。

　僕は森町に問う。

「なあ、僕そろそろ……」

「いいけど、他ほかのみんなが控ひかえ室しつに戻してくれるかなぁ」

　振り返ると、クラスメイトたちが総出で、僕に向かって両手で×の字を書いていた。

「……何なんだよこのクラスは……」

　底意地が悪いというか、こういう時だけ一致団結するというか。

　時計とけいを見ると、十一時前。僕のシフトはまだ三十分ほど残っている。

　仕方ない。硝子たちを追い返すか。

「お前ら、いつまでいるつもりなんだ？」

「先せん輩ぱいのシフトが終わるまでですが」

「はあ!?　せっかくの文化祭なんだからもっと見て回れよ！」

「冗じよう談だんですよ。飲み終わったら出ます」

「大真面目な顔で冗談を言うな……」

「私はいつでもこんな顔です。それは先輩が一番よく知っているではないですか」

　堂どう々どうとそんなことを言った硝子に合わせて、うちのクラスメイトたちが、おおっ、と歓かん声せいをあげた。……なんだこの生き地獄は。お前ら全員グルで僕を陥おとしいれようとしてるのか？

「でも、これに味を占めて女装が癖くせになっちゃったりして。そしたら硝子、どうする？」

　からかうように姫ひめ島しまが僕と硝子を見比べる。……こいつ。

「……なるか、そんなん」

「そうですね……それは困ります」

　硝子は顎あごに手を当てた。

「私の服ではサイズが合いません」

「そっちか！　女装そのものを止めろよ！」

「いえ、しかし……」

「『しかし』じゃねえよ！」

　と、不意に何かを思い出したように、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべた。

「そういえば先せん輩ぱいは、以前から女ものの服に興きよう味みがありましたね」

「はあっ!?」

　って、なんだそりゃ。記き憶おくでも混乱してんのか？

「ほら、夏休みの時。……温泉に行ったではないですか」

「いや、行ったけど、それが……」

「あー、私と一いつ緒しよになった時だー」

　直なお川かわが嬉うれしそうに叫んだ。

「えー？　あの時、何かあったのー？」

「ええ、実は先輩……私たちのお風ふ呂ろを覗のぞいて、あわよくば衣服を盗もうと……」

「してねええ！」

　盗み聞きしていた周囲がざわついた。

「うそー、本当にー!?」

「うっわ、大だい胆たんだ」

「え……」

　直川や姫ひめ島しま、皆みな春はるまでもが一斉に硝しよう子こと僕を見て、口々に呟つぶやく。

「なんだよお前！　僕の評判を落としにきたのか!?」

　教室のあちこちから声が聞こえ始めた。

「変態……」「変態だ……」「変態ね」「彼女さんも大変だわ」「やっぱり……」

「って、今『やっぱり』って言った奴やつ誰だれだっ！」

　全員が顔を逸そらした。

　…………僕、ひょっとして嫌われてるのか？

「だいたいあれは……」

　頭を搔かきつつ、僕じゃなくて、と言いかけて、思わず口を噤つぐんだ。

　硝子はもう僕を見ていなくて、姫島たちと一緒にきゃいきゃい会話している。

　その変わり身の早さに呆あきれながらも、心中で溜ため息いきを吐ついた。




　──夏のこと。

　それに関係しているのは、他ほかでもない、もういなくなった、あいつ──。




　思い出を笑い話にできるくらいには、硝子も回復したんだな。

　そういう意味では、僕は硝子よりも、弱いのかもしれない。

「……ま、いいか」

　だから呟いて、僕は言う。

「ここは僕がおごってやるから、飲み終わったらさっさと出てけ」

　はーい、とか、ありがとうございます、とか、口々に言う硝しよう子こたち。

　そんな彼女たちの様よう子すを眺めつつ、僕は僅わずかに肩を竦すくめた。

　周囲の「もう終わりかよ」という視し線せんを無視して踵きびすを返し、控ひかえ室しつへと戻る。

　……いや、女装した状態じゃ、格好なんてつかなかったけど。
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　お盆も過ぎ、そろそろ夏休みも後半となった八月十九日。

　一週間前の夏祭りからこっち、私とマスターはさしたるイベントごともなくのんべんだらりと過ごしていました。まあたとえ夏休みとはいえそんなに連日連夜遊あそび惚ほうけてはいられません。主婦たる私には炊すい事じ掃そう除じ洗せん濯たくと、日々の雑用が待っているのです。

　そんな訳わけで、その日も私は、近所のスーパーへ買い物に出掛けていました。……いえ、主おもに自分が食べるプリンを買いにですが。

　しかし、事件というのは往おう々おうにして、何の変哲もない日常の中に潜ひそんでいるものです。

　合計九百五十円を支払ってストック用のプリンをまとめて購こう入にゆう。そこまではいつもと変わりありませんでした。商店街でキャンペーン中だからと、福引き券を一枚渡されたのは確たしかに普ふ段だんとは違いましたが、これも大きな事件ではありません。

　問題は、その先。

　ティッシュでも当たればプリンひとつ分くらいは得をする可能性があると判断し挑いどんだ、ただ一度の福引きで、抽選器のハンドルをぐるぐる回して出てきた、真まっ赤かな玉──でした。

「あ……おめでとうございますっ！」

　がらんがらんとけたたましくハンドベルを鳴らしながら、法はつ被ぴに鉢はち巻まき姿のお姉ねえさんが叫びました。その音のせいで、道ゆく人も後ろに並んでいた人も、私へ一気に注目。

「おや、当たりですか？」

　赤は何等なのだろう、そんな思考で、テントの奥にあるホワイトボードに貼はり付つけられた表を見ようとするより早く、お姉ねえさんが叫びます。

「特等、二泊三日の温泉旅行です!!」

「……え？」

　特等。

　温泉旅行。

「優ゆう待たい券けん……ですか？」

「いえ、もちろん招待券、しかもペアですっ！」

「……はあ」

「ご感想は？」

「いえ、その……なんと、まあ」

　自分が当たった訳わけでもないのにテンションの高いバイトのお姉さんを他よ所そに、私は買い物袋を下げたまま、ただ呆あつ気けに取られて生なま返へん事じ。

　押しつけられた二枚の券を手に、衆しゆう人じん環かん視しで居い心ごこ地ちが悪い中、踵きびすを返します。

　この感覚って居心地が悪い、と形容してもいいのかどうかなどと、そんなことを考えつつ。




　かくして。

　それがどの程度の確かく率りつで当たるものなのかはまったく不明でしたが、とにかく、かくして。

　私とマスターは、夏休みの終わりも差し迫った八月最後の週、ふたりで温泉旅行に赴おもむくことと相成ったのでした。
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「マスター」

「なんだ？」

「特等で国内、しかも電車で六駅のところにある温泉への旅行とは……商店街も予算があまりないのでしょうか？」

「……せっかく当たったんだからそんなこと考えるなよ」

　という訳で、夏休みの終しゆう盤ばん、八月二十五日。

　僕と硝しよう子こは果たして何の因果か、ふたりで電車に乗っていた。

　田舎いなかへ向かう車両には人がまばらで、中心部の人混みとは比べ物にならない。

　ちなみに硝子の言う通り、正直、特等にしてはしょぼい。温泉といっても挟はさ間ま市し内、北側の山奥にあるちょっとした保養地だ。若者に受けがいい訳でもなく、県外から客を呼び寄せることもできない半端な観かん光こう地ち。秘ひ湯とうといえば聞こえがいいが、単に目立たないだけ。

「一等以下は何だったんだ？」

「一等がデジタルカメラで、二等が商品券でした」

「デジカメがよかったな……」

　線せん路ろを走る列車の定期的な振動に揺られつつ、僕は溜ため息いきを吐つく。

「マスター、勘かん違ちがいしているのではないですか？　たとえ一等が当たっていても、マスターのものではなくて私のものですよ」

「おい、何だそりゃ」

「私が当てたのですから当然です」

　硝しよう子こは意地の悪そうな薄うす笑わらいを浮かべた。夏休み前からこっち、硝子にもこういう表情の変化が見られるようになっていて、僕はそれを嬉うれしく思う。

　でも底意地の悪さというか、多少捻ひねくれているのはどうにかならないものだろうか。

　などと考えていると、

「それはマスターの影えい響きようです」

「え!?　ってか、僕は何も……」

「何も言わなくても顔を見れば何を考えていたかくらいは推測できます。まったく……こうなったからにはちゃんと責任を取ってもらいますからね」

「何の責任をだよ……」

「女にそこまで言わせるのですか？　甲か斐い性しようなしのでくの坊ですね」

「意味がわかってるのかわかってないのかよくわからないことを言うなっ」

「私、温泉は初めてです」

　僕の発言は見事にスルーされた。最悪だ。

「……そうだっけか」

「ええ。いったいどんなものなのでしょう？」

　そう言って窓の外の景色けしきを見る硝子はどことなく浮かれているようにも見えた。

　──ひょっとしたら、楽しみなのかもしれない。

「まあ、何というか……湧わき出てるお湯だ」

　とは言え僕も、そんなに詳しい訳わけではない。興きよう味みもあまりないし。

「効能があるという話ですが」

「毎日浸つかってりゃ多少はあるだろうな。二泊三日程度じゃ……どうだろう」

　考えてみれば十代でひなびた温泉旅りよ館かんへ宿泊というのもおかしな話だけど、せっかくの招待券なのだから使わずにおくのはもったいない。ネットで調しらべてみたら、ひとり一泊一万五千円だったし。料理はそこそこ豪勢に違いない。

「しかし、この時期に旅行なんかすると課か題だいがヤバいな」

「安心してくださいマスター。私はもう終わっています」

「いや、お前はともかくだな……」

「私はもう終わっています」

「二回言ったな！　ってか、厭味いやみか!?」

「……でも、マスターが苦労するとは思えませんし、特に問題ないのでは？」

「手こずらなくたって、速度が上がらなきゃあんまり意味はないんだよ……」

　一日や二日で終わる量じゃなかった。

　……いやまあ、僕がサボっていたのが悪いんだけど。

　くだらないことをだらだら話しているうちに、目的の駅へもうすぐ到着する旨むねのアナウンスが流れる。田んぼや稜りよう線せんの目立つ風景は長閑のどかそのもの。

「さて、そろそろか」

「駅からはバスですね」

「ああ、バスで三十分。……まさに秘ひ湯とうだな」

「火サスでは殺人事件が起きるのが相場ですが」

「縁えん起ぎでもないことを言うな……」

「被害者役と犯人役どちらがお好みですか？　それともやはり、せこい手口で犯人を追い詰めておいて後でわかったようなことを言う探偵役で？」

「いいからさっさと降りる用意をしろっ」

　荷物を肩にかけ、立ち上がる。

　ちなみに硝しよう子この荷物は僕の二倍くらい大きかった。何が入ってるんだまったく。

　列車が止まった瞬しゆん間かん、硝子が言った。

「マスター」

「なんだよ」

「荷物が重いです。持ってください」

「……やっぱりそう来たか……」

　やれやれ、だ。

　どうなることやらと溜ため息いきを吐つきながら、僕はそれでも硝子のバッグを抱えた。
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　辿たどり着いた温泉街は、石畳と古い建物の印象的な、うらぶれた場所でした。

　人通りは少なく、時折見掛けるのはお爺じいさんやお婆ばあさんのみ。夏休みの週末だというのに若者の姿は私たち以外にありません。

「……寂れまくってるな」

　マスターがぽつりと呟つぶやきました。

　正直なところ、同感です。

　通りの真ん中には川が流れ、川沿いに旅りよ館かんが幾つも立ち並んでいます。が、こんなに沢たく山さんの宿があって、客の取り合いにはならないのでしょうか。……もっとも今は夏場ですし、名前だけはそれなりに知られた温泉なので、経営は成り立っているのでしょう。

「でも、風ふ情ぜいはありますよ」

　観かん光こう開発に失敗した感があるとはいえ、雰囲気は悪くありません。下へ手たに若者向けでない分、のんびりするにはいいところでしょう。

　そんなことを考える私を見て、マスターが微妙な笑えみを浮かべていました。

「……何ですか？」

「いや」私が問うと彼は肩を竦すくめ、

「風情がある、なんてお前の口から聞くなんて思わなかった」

　楽しそうに、そう言います。

「失礼な。私にだって風情くらいわかります」

「ああ、そうだな」

　それでもにやにやとしているマスターに、私は口を尖とがらせました。

「まったく……のろのろ歩かないでください。置いていきますよ」

「お前が僕に荷物持たせてるからだろうが……」

「口を動かす暇ひまがあるなら足を動かしてください」

「ったく……お前は」

　それでも苦笑しているマスターを見て、思わず頰ほおが緩ゆるんだ、その時。

　マスターを見ながら後ろ向きに歩いていた私の背後──つまり前方から。

「あー！」

　どこかで聞いた声がしました。

　思わず振り返ります。

　すると。

　川向こうにある目的の旅館、その手前に架かった石橋。そこに──、

「やっぱりー！　硝しよう子こちゃんだー！」

「……きみちゃん？」

　私に向かってぶんぶんと大きく手を振る、小こ柄がらな少女の姿がありました。

「どうしたのー？　こんなところでー」

　私とわかるや駆け寄ってくる彼女の声は、いつもと同じどこかのんびりした口く調ちよう。

「きみちゃんこそ」

　私は思ってもみなかった出会いに驚おどろきます。

　こんな僻へき地ちの、同年代の人間にすら出会いそうにない場所でクラスメイトと会うなんて。

「あ、城き島じま先せん輩ぱいも一いつ緒しよだー。……もしかして硝子ちゃん……」

「最初に言っておきますが、婚前旅行とかではありませんよ」

「……って、そんなこと言ってもないのに……。墓ぼ穴けつー？　それとものろけ？」

「あ、いえ、その」いつもそうやってからかわれていたから先手を打ったつもりだったのですが、どうやら更さらにその裏をかかれた模も様よう。

　私の演算能力の上を行くとは──やはりきみちゃん、侮あなどれません。

「で、きみちゃんはどうしてここに？」

「それにしてもびっくりだよー。凄すごい偶ぐう然ぜん」

　誤ご魔ま化かすつもりで発した私の質問には応こたえず、きみちゃんは嬉うれしそうに跳はね回りました。夏休みでここ一週間ほど会っていませんでしたが、相変わらずです。

「お宿、どこー？」

「その先の丸まる屋や旅りよ館かんですよ」

「うわー！　一いつ緒しよだー！」

「あの、きみちゃん……もしかしてひめひめか八や重えさんと一緒ですか？」

「ううん、違うよー」

　違う。だとすると──。

「……まさか」

　私は厭いやな予感、いえ、推測を得て、背後のマスターを見ました。

「ああ……」

　マスターも眉まゆを寄せつつ頷うなずきます。

　きみちゃんが自分を見詰めなおすひとり旅に出るという可能性はないでしょう。

　彼氏と一緒に旅行などというのもあり得ません。

　つまり、彼女がここにいるということは、自然、

「あの、きみちゃん？」

　大喜びで私の腕を摑つかむきみちゃんへ、怖おず怖おずと尋たずねました。

「ひょっとして……その……」

「うん、そうだよー」

　案あんの定じよう、と言うべきか。

　きみちゃんはこくりと頷き、

「殊子さんも一緒だよ」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、マスターが小さな声で呟つぶやきました。

「……最悪だ」




　慰い安あんのために訪れた、ひなびた温泉地。

　それなのに会うはずのない人がここにいるという事実。

　これは殺人事件が起きる可能性も、なきにしもあらずかもしれません。
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　まったくこんな偶ぐう然ぜんがあるなんて神がいるなら褒ほめてあげたいと、殊こと子こは思った。

　義母が、どうにか夏休みを取れたからどこか旅行にでも行くと言い始めたのは三日前のことだった。で、どうせならあんたたちも来なさいということになり、殊子と君きみ子こは付き添いとして、このひなびた温泉地に同行することになったのだ。

　ちなみに最初は、彼女の実の娘であり殊子の義理の妹である舞まい鶴づる蜜みつを誘ったらしい。でも二秒で断られたそうで──まあ、人付き合いが下へ手たで不器用なところがそっくりな、会話の少ない親子だから、ふたりきりの旅行なんて気まずいだけだろう。

　仲は悪くないとは言え、ぎくしゃくするのは想像に難かたくない。

　殊子としては、こういうのも別にいいか、というくらいの軽い気持ちで引き受けた。自分自身はともかく、君子はこういう一いつ家か団だん欒らんみたいなのを喜ぶだろう、とも思いつつ。

　でもここに来て、とんだラッキーが飛び込んできたのだ。

　旅行初日。二泊三日の時間をどうやって潰つぶそうかと思し案あんしていたというのに。

　まさか硝しよう子こと晶あきらのふたりが、ここに旅行に来るなんて──。

　目の前の料理を摘つまみながら、殊子は目の前で繰くり広げられている光景に思わずにやける。

　時刻は夜七時を回っていた。

　大広間での夕食はなし崩し的に速はや見み家けと城き島じま家けで一いつ緒しよに摂とることになり、そして現在、

「……どう？」

「いえ、その、おばさま、私未成年ですから……」

「あ、そっか……」

　義母は、娘の友達にどう接していいかわからず結果として何な故ぜかビールを勧めていた。

　硝子が丁重に断っているが、微かすかに困った顔で首を傾かしげている。

「じゃあさ、義か母あさん、私が貰もらおうか？」

「あんたはダメ」

　茶々を入れたらぴしりと怒られた。

　でもって、再び硝子へと向き直る義母。

　──しかし。

「……あの、おばさま」

「ん」

「そのようにじっと見詰められても……その……」

「あ……ごめんなさい」

　何も言わず、無言で硝しよう子こを見ていた義母が慌てて目を逸そらす。

　……たぶん彼女は、娘の蜜みつが学校でどんなふうにしてるのかを尋ききたかったのだ。でも、どう切り出せばいいのかわからなかったのだろう。

　その仕し草ぐさは、昔の蜜と今の蜜の中間といったところで、よく似ていた。

　実際、茶ちや色いろがかった髪の色以外は面おも白しろいほどにそっくりだ。

「義か母あさん」

　どうにも可お笑かしくなって、たまらず殊こと子こは助け舟を出した。

「……なに？」

「そういう時はね『娘と仲良くしてあげてね』って言えばいいんだよ」

　あ、そうか。

　そんな顔をして、再度硝子に視し線せんを集中させ、

「……娘と、仲良くしてあげてね」鸚おう鵡む返がえしに工夫もなく口にする。

「はい。もちろん。仲良くさせて頂いていますから」

　にこやかに笑えんだ硝子を見て、義母は安あん堵どしたような溜ため息いき。

　まったく、ちゃんと社会人として立派にやっていけているのが不ふ思し議ぎだった。印刷会社って会話が少なくても大丈夫なのだろうか？　そんなことはないと思うのだけど。

　殊子はお膳ぜんの上に載ったヤマメの唐から揚あげを齧かじりつつ、肩を竦すくめ、今度は別のふたりを見る。

　こっちはこっちで、面白いことになっていたのだ。

「えー、じゃあ本当に付き合ってないんですかー？」

「いや、だから本当だって……」

「うーん……でも硝子ちゃん、いつも先せん輩ぱいとののろけ話を聞かせてくれますよー」

「はあっ!?」

「この前とかですねー、リボンが曲がってたんで直してあげようとしたら、今日きようは先輩に結んでもらったからこのままでもいいのです、とか言ってましたしー」

「……あいつ、また素すでそんな誤解されるような……」

「やっぱり本当なんですかー？」

「あ、いや、それは本当だけど……って違う、そういうんじゃなくっ」

　さっきから晶あきらへ容よう赦しやのない追及を繰くり返している君きみ子こ。

　そしてそれにまったくたじたじしてしまっている晶。

　普ふ段だん見み慣なれない組み合わせなだけに新しん鮮せんだった。確たしかこのふたりは一度か二度話したことがあるくらいだったと思うが、基本的に君子は人見知りも物もの怖おじもしない。対して晶は硝子の友人に対しては非常にやりにくそうで、いつもと違って歯切れが悪いったらない。

「まあまあきみちゃん、そのくらいにしといてやって。ほら、ビール飲む？」

　仕方ないので義母の傍そばに置いてあったビール瓶びんを差し出す。

「殊こと子こ。君きみ子こちゃんを悪い道に引ひき摺ずり込まないで」

　即座に義母から取り上げられた。

「はいはい。……まったく、きみちゃんに甘いのは娘とそっくりだ」

「……殊子さんに厳きびしいのも似ていますが」

　硝しよう子このつっこみは鋭するどかった。

「確たしかに、ね」

　まあ、だからこそ殊子はこの義母を気に入っているのだけれど。

　殊子は苦笑しつつ、料理の箸はしを止めた。

　義母は硝子と向かい合って話をしている。こっちに気づいていない。

　ふふ、とひとり笑い、しれっとコップにビールを注ぎ、飲み干した。

「……殊子、あんた」

「あ、ばれちった？」

　瞬しゆん間かん、こっちに視し線せんを送る義母。実に目ざとい。

　睨にらまれながらも、殊子はご機き嫌げんだった。

　食事が終わっても、夜はこれから。

　実に面おも白しろいことになりそうだ。
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「……ふう」

　食事が終わり、気が付けばもう夜の十時近くになっていた。

　山奥で傍そばに川が流れているこの場所は、少なくとも僕らの住んでいる住宅地より遥はるかに体感温度が低い。窓を開けていると涼しい風が吹いてきて、クーラーに慣なれてしまった身体からだから疲労が抜けていくようだった。和室の畳も、日本人の習性なのか無条件に落ち着く。

　硝子は直なお川かわたちと一いつ緒しよに温泉へ行っていたから、今は部へ屋やに僕ひとりだ。外にある各宿共用の露ろ天てん風ぶ呂ろらしい。せっかくだから後で僕も行ってみよう。

　たまにはこういうのもいい。

　殊子と鉢合わせしてしまったのが不運だったが、まあ、あいつもさすがに家族と一緒だったから妙なことは言ってこなかったし、害がないならいても構わないのだけれど。

　そんなことを考えていると、部屋の扉がノックされた。

「はい」

　宿の人だろうか。引き戸の鍵かぎを外はずし、引き戸を開ける。すると、

「……や」

「何だよ」

　廊下に立っていたのは、殊こと子こだった。

「何だよとはまたつれない返事だなぁ」

「お前、温泉行ったんじゃなかったのか？」

「お酒飲んじゃったからね、少し間を置かないと」

「変なところで健康に気を遣つかってんな……。親おや御ごさんは？」

「一階のマッサージチェアで極楽に吹っ飛んでるよ。見かけは若いけどそろそろ歳としかな」

　殊子とは義理の親子である彼女は、舞まい鶴づる蜜みつの実の母親でもある。この辺あたりの事情は少々複雑なのだが、それでも殊子は義母とそこそこ上う手まくいっているらしい。

「で、何の用だ？　トランプでもしに来たのか？」

　僕は冗じよう談だんめかして言った。

　学校以外で見る殊子が少し新しん鮮せんで、僕は気を抜いていた。

　──だけど。

「いいや」首を振り、笑った彼女の顔を見、

「トランプよりもっと楽しいことだよ」
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　僕は一いつ瞬しゆんで、その油断を全力で後悔する。

　殊子の瞳ひとみ。

　眼鏡めがねの奥にある、やや細い目が──獲え物ものを前にした獣けもののような眼光をたたえていたのだ。

「殊こと……子こ？」僕は知っている。

　これは、殊子が何かよからぬ奸かん計けいを巡らせている時の光だ。

「ふふふ、晶あきらクン」

　殊子は浴衣ゆかたの右みぎ袖そでへ左手を突っ込んだ。

「これ、なーんだ？」

　そこから取り出したのは、小さな、四角形の金属。

「お前、それ……」

　デジカメ、だった。

　しかも一〇〇〇万画素の最新機き種しゆだった。

「いやあ、便利になったよねえ」

　殊子はカメラを僕に見せびらかしながら、意味ありげに呟つぶやく。

「フィルムは現像に出さなきゃいけないけど、デジカメはそんなことしなくていい」

　──というかそれ、僕が欲しかった機種なんだけど……って、違う。

　そういうことじゃない。

「お前、まさか……」

「さすが、察しがいいね。……行くよ晶クン。今がチャンスだ。きみちゃんに硝しよう子こ、小こ柄がらな美少女のダブルキャスト、夢の競きよう演えんだ」

「何言ってんだ!?」僕は思わず眉まゆをひそめた。

「だいたいお前、女だろうが！　見たけりゃ一いつ緒しよに入りに行けよ！」

「わかってないね。一緒に入るのとこっそり覗のぞくのと、どっちが燃もえると思ってんの？」

「アホかお前！」

「アホとは酷ひどいなあ。硝子の裸なんか見み慣なれてるって？」

「そういうことを言ってんじゃないっ」

「……え、本当に見慣れてるの？」

「見慣れてねえよ！」

「だったら尚なお更さらだ。せっかくのチャンスなんだから。据すえ膳ぜん喰くわぬは男の恥だ」

「据えられてねえよ！　犯罪だ！」

　まったく冗じよう談だんじゃない。

「だいたい、硝子だけならともかく、直なお川かわだっているんだから……」

「硝子だけならいいの？」

「だからそういうことを言ってんじゃ……」

　ダメだ。揚げ足取りでは向こうの方が上だ。

　浴衣姿でにやにやとほくそ笑えみながら、殊子はこっちをからかうようにしてデジカメのストラップを指に通し、くるくる振り回す。

「手ぶれ補正付き三・五倍ズームの威力、試してみたくはないのかな？」

　──ああ。なんかもう、殴っていい気がしてきた。

　僕は頭を押さえつつ、半分本気でそれを検討する。殴るのはやり過ぎとしても、不意打ちで気絶させてしまって部へ屋やに運び込んでおけば硝しよう子こたちが風ふ呂ろからあがってくるまでは保もつ。

　しかし。

　一いつ瞬しゆんだけそう考え込んだ僕の、その僅わずかな隙すきを見逃す殊こと子こではなかった。

　油断した、そう気付いた時にはもう遅い。

「そっか、残念」

　短いひと言が捨すて台詞ぜりふ。

「……って、待……！」

　殊子はまさに脱だつ兎とのごとく踵きびすを返すと、引き止めようとした僕の手をすり抜けて廊下を走っていく。軽けい薄はくそうに見えて神速。まさに刹せつ那な。慌てて後を追おうとするが、

「ちっ……！」

　廊下の角を曲がった先に、殊子はもういなかった。

　廊下の窓が開いている。

「……そこまでするか!?」ここ、二階なのに。

　それでも行かせる訳わけにはいかない。

　硝子の裸が写真に撮とられるなんてことを考えると果てしなく気分が悪かった。何としても阻止しなければ。こっちも窓から飛び降りて追い掛けようかとすら考えたその時。

「……城き島じま」

「え……？」

　背後から不意に名を呼ばれ、僕は振り返った。

　刺とげ々とげしい、敵意を混じらせた、聞き覚えのあるその声。

「まったく……あんた何やってんのよ。ちゃんと止めなさいよ」

「お前……」

　ここにいるはずのない姿に、僕は絶句する。

　ひなびた温泉宿にまるで似つかわしくない、黒いゴシックを身に纏まとった黒髪の少女。

　舞まい鶴づる蜜みつ──だった。

「……どうしてここに」

「やっぱりあのアホ女、やらかすつもりね。あいつの計画なんてお見通しだってのよ」

　僕の疑問を無視して、舞鶴は激げき怒どに瞳ひとみを燃もやしている。

「一いつ緒しよにお風呂入るだけでも気が気じゃないのに、あまつさえ写真!?」

「いや、だからお前、どうしてここに……」

　確たしかそもそも、実の母親の誘いを断ったんじゃなかったか？

「硝しよう子こなんかどうだっていいけど、君きみ子こを毒どく牙がに掛けようって？　……本当にいい度胸だわ」

　ぶつぶつと呟つぶやく舞まい鶴づるの全身からは殺気が放たれている。

　本気だった。って、殊こと子こに対していつものことだけど。

「ま、いいわ。既すでに手は打ってある」

「え？」

「行くわよ」

　舞鶴はにやりと笑い、僕に鋭するどい一いち瞥べつをくれる。

　──手は打ってある、だって？

「早くしなさいよグズ」

　いや、待て。どういう意味だよ。

　そんな僕の疑問はまるで無視。

　挙げ句、殊子が消えた窓に足を掛け始める。

「って、お前も窓からかよ！」

「黙だまりなさい！　置いてくわよこののろま！」

　もはや僕の意志は関係ないらしい。

　置いてくわよなどと言いつつ待つ気もないようで、黒いゴシック姿は颯さつ爽そうと闇やみ夜よへ消える。

「……ったく」

　まあ、でも、僕だってみすみす硝子が盗とう撮さつされるのを黙って見過ごす訳わけにはいかない。

　階段を下りていたら見失うこと確かく実じつだったから、僕も窓から身を乗り出し、下を確認しつつ飛び降りた。……なんだかアホ姉妹に続くようで厭いやだったけど。

　しかし、何だってこんなことに。

　僅わずか数分で怒ど濤とうのように事態が変化していくのに混乱しつつ、僕は夜の道路を凄すさまじい勢いで疾しつ走そうする舞鶴の背中を追う。
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　一方、その頃ころ。

「わー、凄すごいよ硝子ちゃん、露ろ天てんだよ！」

「ええ、風ふ情ぜいがありますね」

　浴場へと辿たどり着いた城き島じま硝子と直なお川かわ君子は、脱衣所で会話しながら浴衣ゆかたを脱いでいた。

「えへへ、温泉だー。露天風ぶ呂ろだー。殺人事件だー」

「いえその、きみちゃん、その発想は実によくわかりますが犯人は誰だれですか」

「あのね、一見殺人事件に見えて、実は私がはしゃいで頭打って勝手に死んじゃってたのー」

「……斬ざん新しんなトリックですが縁えん起ぎでもないのでやめてください」

「大丈夫だよー。子供じゃないから」

　もどかしそうに下着までも脱ぎ捨てた君きみ子こが、生まれたままの姿になり浴場へと向かう。

「一応タオルで前くらい隠した方が……」

「え、いいじゃんー。私たち以外誰だれもいないしー」

「……子供じゃないってどの口が言いましたか……」

　溜ため息いきを吐つきつつ、こちらは律りち儀ぎにバスタオルを巻く硝しよう子こ。

「あ、ほら、先に身体からだを洗いますよ」

「はーい」

　一応建物になってはいるが、天てん井じようは吹き抜け。

　反はん響きようを残して星空に吸い込まれていく少女ふたりの嬌きよう声せいは、迫り来る危き機きを未いまだ知らない。




　　　　※




　速はや見み殊こと子こは、もう凄すごい勢いでわくわくしていた。

　こんなこともあろうかと小こ遣づかいを貯ためてデジカメを買った甲か斐いもあるというものだ。まさかこんなに早く有効活用するに絶好の機会が訪れるとは自分でも考えていなかったが、本当に今日きようは運がいい。あまりの幸運に明日あしたにでも死んでしまうのではなかろうかとすら思う。

　目的の露ろ天てん風ぶ呂ろまでは徒歩でほんの五分ほど。

　川沿いの道路から山側に少し分け入ったところにあり、一本道で迷うことはない。

　背後を振り返る。晶あきらが追ってくる気配けはいはない。

　恐らくは露天風呂の場所を知らないのだろう。もちろん自分もまだ行ったことがないのだが、それでも昼のうちに露天風呂を指し示す立たて札ふだの場所くらいは確かく認にんしてある。旅りよ館かんを出ても右か左かすらわからない晶とは雲うん泥でいの差だ。

　少し走る速度を落としつつ、周囲を窺うかがった。誰もいない。完かん璧ぺきだった。

　目的地まではあと数百メートル。晶が追いついてきたら身を隠せばそれでいい。とにかく見つかりさえしなければいいのだし、いざとなれば女風呂に堂どう々どうと入れる自分には圧倒的なアドバンテージがあるのだ。

　道路にある三つめの立て札を見た。

『露天風呂』と書かれ、大きく矢印。山側に延びた細い脇わき道みちを指し示している。

　さあ、もうすぐだ。

　指示に従って脇道へ入った。通りと違って街灯はない。両側は林で、遠くからフクロウの鳴き声が聞こえる。人によってはちょっと恐こわいと思うかもしれないが、もうすぐ見ることのできる君子と硝子の柔肌を夢想する殊子にはそんなホラーなど通用しない。

「……ふふ」笑えみがこぼれる。デジカメを握る手にも力が入った。

　と。

　視界の端、林の中に、ふと違和感を覚えて殊こと子こは立ち止まる。

　木の枝のひとつに、何か白いものが引っ掛かっていたのだ。

　一見して布切れ、しかしてその実体は──、

「ん？　あれって……」

　殊子には一発でわかった。普ふ段だんから馴な染じみ深ぶかいせいだろう。

　──ブラジャー、だ。

　風で飛ばされでもしたのだろうか。

　ひょっとして君きみ子こか硝しよう子このものか。

　まさか。普通に考えて誰だれかの忘れ物が飛ばされて引っ掛かっているだけだろう。ともあれ、身に着けられていない下着にあまり興きよう味みはない。

　遠目に見つつ、素通りしようとしたその時。

　がくん、と。

　不意に、歩を進めた右足、その重心が大きく傾いた。

　いや──地面に、沈んだ。

「……っ!?」身を起こそうとするが、耐えきれない。

　咄とつ嗟さに残っていた左足で地面を蹴ける。上ではなく横へ。ヘッドスライディングで地面へ倒れ込みながら前方回転。受け身を取るようにして身体からだを丸め、再び立ち上がる。

　躓つまずいたのかと思い背後を見て、殊子は戦せん慄りつする。

「な……」さっきまで殊子のいた地面に、大きく穴が開いていた。

「これ……何？」

　自然にできた穴では断じてない。

　夜の闇やみよりも深く、大きいそれは、明らかに人の手によって掘られたものだった。

　──落とし穴？

　だとすると、木に引っ掛かったブラジャーも偶ぐう然ぜんとは思えない。下着で気を逸そらして足あし許もとを疎おろそかにし、これに叩たたき込もうという策略だろう。

　殊子の、常じよう人じん離ばなれした反射神経と運動能力がなければ明らかにヤバかった。

　人為的な罠わなだということに気付くと同時、背に冷や汗が伝う。

　危き機きを回かい避ひできたことに安あん堵どした。

　しかし、安心してはいられない。

　この落とし穴が最後とは思えなかった。人為的なものであるならば尚なお更さらだ。自分が覗のぞきを決行しようと前に進むのであれば、この先、第二第三の罠が待ち構えているに違いない。

「晶あきらクン……か？」

　仕掛人を想像し、真っ先に容疑者として浮かぶのはあいつ。

　だが、仮に先回りできたとしてもこんな穴を掘る時間などあるはずがない。だったらもっと別の──第三者が介入している可能性がある。温泉街の青年組合とかか。

　道路の真ん中を避さけ、道の端へと寄る。緊きん張ちようとともに、殊こと子こは一歩、道の先へ進んだ。

　ひゅん、と耳の傍そばで音がした。

「え」

　まるで、鞭むちが掠かすめていったような。

　ぐちゃ。

　何かが、横にあった木にぶつかる。

「トリモチ……？」

　木の枝をしならせて固定しておき、先端にトリモチを付けていたらしい。木が元に戻ろうとする張力を利用して先端が襲おそい掛かる仕掛けだ。見たことがある。映画とかでヴェトコンがアメリカ兵を惨ざん殺さつしてる奴やつだ。……あっちは釘くぎとかを束たばねたスパイクだったけど。

　油断できないとかそういうレベルじゃなかった。こっちの行動を読んでいる。

　向こうは──本気だ。

「まったく……気合い入れてくれちゃって」

　だが、そんなことで諦あきらめる殊子さんではない。

　逆に、俄が然ぜん楽しくなってきた。襲い掛かるトラップを回かい避ひして見事君きみ子こと硝しよう子この裸体を写真に収めるのだ。できればふたりで仲良く洗いっことかしているシーンがいい。

　うわ、もう鼻血出そう。

　顔を押さえつつ、慎重に振り返った。

　人の気配けはいはない。

　周囲は暗く、灯あかりはない。月の光も薄うすい。

　罠わなを発見できるかどうか、それが勝負の分かれ目だ。

　まずは道の真ん中に戻る。さっきまで自分が立っていたところに再び立つと、足あし許もとに転がっている石の中からできるだけ大きなものを幾つか手に持ち、握り込んだ。

　当たりをつけ、放る。

　落下音を注意深く聞きつつ、何ごともなく地面に落ちたのを見て、落下地点へジャンプ。

　着地。まずは一歩。慎重かつ大だい胆たんに行動しなければならない。

　次。

　石を投げる。なんともない。が、落下音がさっきと違っている気がする。

　懐かい中ちゆう電灯を転がしてみた。

　同時、めり──と、嫌いやな音が地面から聞こえ、

「……っ！」再び地獄の蓋ふたが開く。

　しかも今度は大きい。

　道をまるごと塞ふさぐほどの落とし穴。

「あらら」恐る恐る近寄り、懐かい中ちゆう電灯を回収しようと底を窺うかがって、

「な……」戦せん慄りつ、した。

　穴の中には、斜めに切断された竹が、これでもかというくらい植え込まれていたのだ。

「って……洒落しやれになんなくない？　これ」

　これは死ぬ。どう控ひかえめに考えても死ぬ。楽らつ観かん的てきに考えても死ぬ。何なんだこれは。

　ここまでやることか？

　帰ろうかなと一いつ瞬しゆんだけ思った。割に合わないような気がしてきた。しかしここで諦あきらめたら女が廃すたる。それに、今の怯おびえた自分を見て笑っている奴やつがいると思うと我慢ならなかった。

「ふふ、上等」

　誰だれが仕掛けたものなのかは知らない。が、人を陥おとしいれるのもからかうのも大好きだからこそ、人に陥れられるのとからかわれるのは大嫌いだ。

「こうなったら意地でも覗のぞいてやるからね……」呟つぶやき、

「かかってきなさいっ！」叫び。

　殊こと子こは、身を屈かがめて地面を蹴ける。

　目的にさえ目を瞑つむれば、勇敢で格好いい跳ちよう躍やくだった。
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「ち……躱かわしやがったわ、あいつ」

　茂みの中、僕の隣となりで小さく舌打ちする舞まい鶴づる蜜みつの表情は心底悔しそうだった。

「ふん、さすがだわ、あれもかいくぐるなんて……！　逃げる奴は覗のぞき魔ま、逃げない奴は訓練された覗き魔って訳わけね!!　本当、山道は地獄だわ！」

「ええと……おい」

　落とし穴、虎とら挟ばさみ、飛来する矢、石つぶて。

　驚おどろくほど多彩な数々の罠わなに翻ほん弄ろうされる殊子の形ぎよう相そうは、戦っている時にすら見られないほどに必死だ。対してそれを見守る舞鶴はもう完全に別世界へ吹っ飛んでいる。

　……僕は正直、ドン引きだった。

「ええと……あの……ここまでする必要が……？」

「ちぃ！　まだ死なないかっ！」こっちの話を全然聞いていない。

　心底容よう赦しやがないなこいつ。

　普ふ段だん直情的な舞鶴からは考えられないほど、仕掛けられた罠は狡こう猾かつにして効果的だった。まるで義あ姉ねが──今、目の前で罠わなを躱かわし続けている殊こと子こが乗り移っているかのようだ。

　そもそも、この、僕たちと殊子がいる山道そのものが罠の一いつ環かんだ。

　正規の道ではない。

　露ろ天てん風ぶ呂ろへ繫つながる道路は実は二箇所あり、ここはその内の一方──舗ほ装そうされていない上に距きよ離りがある故ゆえに、普ふ段だんは使われていない裏道らしい。

　旅りよ館かんを出た舞まい鶴づるは先回りして、この道の入り口に立っていた看かん板ばんの向きを変えたのだ。即すなわち『このまま真まっ直すぐ』を示す『[image: ]露天風呂』という表示を『ここで曲がれ』にしたという訳わけだ。本来なら露天風呂へはこの先のもう一本ある脇わき道みち、街灯の設置された路地から入る。

　ちなみにこの道は、険しいのと地じ盤ばんが緩ゆるいのとで本来は通行止め。

　大量のトラップをいったいぜんたいいつ仕掛けたのか。一応尋きいてみたのだが「どうでもいいじゃない」とか「昨日きのうからよ」とか、本人に説明する気がないから断片的な言葉しか得られない。推測するに、どうも舞鶴が前日からせっせと準備していたものらしい。

「あいつの行動なんて予測済みなのよ」

　殊子の動向を凝ぎよう視ししつつ、舞鶴は吐き捨てる。

「でも、私が断ったからって家で大人おとなしくしてると思い込んだのが運の尽きね。侮あなどったわね殊子……私だってやる時はやるのよ」

「でも、これ危ないんじゃないか？」

　落とし穴の底の竹たけ槍やりとか虎とら挟ばさみとか、どう考えてもヤバい。

　まあ、竹槍もゴム製の偽にせ物ものだろうし、虎挟みもさすがに本物じゃ──、

「あんたバカなの？　安全な罠なんか仕掛けてどうするってのよ」

　──って、本物だった。

「……お前、殺す気かよ」

「当たり前じゃない。何よ今いま更さら」

　こっちを一いち瞥べつした舞鶴は、リンゴはどこに向かって落ちるのかと尋かれた現代物理学者のような目をしていた。ニュートンのパラダイムシフトなどもはや過去の話と言わんばかり。

　普段から殺す殺すと言ってたけど、冗じよう談だんではなかったらしい。

　殊子が上から降ってきたペンキ弾をすべて躱したのを見つつ、舞鶴はまたも舌打ちする。

「……ち、三番から六番も失敗か！　反射神経、反応速度、悔しいけどさすがね」

「いや、そんなバトルマンガのライバルみたいなこと言われても……」

　僕らはその身に抱え込んだ『虚軸キヤスト』のせいで、常人を超えた身体能力を獲かく得とくしている。普通の人間であれば最初の落とし穴に吸い込まれて終わっていただろう。

「罠も残り少なくなってきた……でも、正義はこちらにあるわ。私の憎悪が勝つか、あいつの執念が勝つか。今こそ決着の時よ……！」

　こいつが正義とか言うとまるで別の宇宙の言語みたいだ。

　まあ実際、舞まい鶴づるの方が正義ではある。

　でも、何というか。形は違えど、人を陥おとしいれるのって端はたから見ると実にこうアレだなと、普ふ段だんの僕を反省する意味でも思う。今度からはもう少し控ひかえた方がいいかもしれない。

「うおおおおっ！」

　もはや何番めかわからない罠わなを回かい避ひしながら、殊こと子こが咆ほう哮こうした。

　こいつもなんでこんなに一いつ生しよう懸けん命めいなんだ？　そこまでしてやることか？　だいたいこいつ女なんだから、硝しよう子こたちと普通に一いつ緒しよに温泉入ればいいのに……。

　着地した瞬しゆん間かん、正面から竹たけ槍やりが襲おそってくる。

　いや、だからこれ死ぬって。

　そんな僕の懸け念ねんを他よ所そに、殊子は、

「なあぁ！」マトリックスよろしく身体からだを背面に仰のけ反ぞらせてやり過ごす。

「めえぇ！」ついでにそのままバク宙。

「るうぅ！」更さらに間かん髪はつ入れず前方へ跳ちよう躍やくする。が、降り立った地面が沈む。また落とし穴。

「なあっ！」が、そこで殊子は終わらなかった。

[image: ]

　驚おどろくべきことに、地面が陥かん没ぼつする前に再度、大きくジャンプ。重力に打ち勝ち、ついに──山道の終点、露ろ天てん風ぶ呂ろの建物まであと十数メートルのところにまで前進する。

「ふっ……」

　跪ひざまずいた格好で着地し、気き障ざに微ほほ笑えむ殊こと子こ。

「これで私の……」

　が、しかし。

　ざん、と、草むらの中、音をたてて舞まい鶴づるが立ち上がった。

「私の勝ちよ！」

「え？」

　その声で殊子が、隠れて見ていた僕らの存在に気付く。

「って、みっちゃん……まさか」

「そのまさかよっ！」舞鶴は跳ちよう躍やくした。

　跳躍しながら、左腕の義手、手首から先を引き抜き、そこに仕込んだ隠しナイフを露あらわにしつつ殊子の遥はるか頭上を舞まい、そして──、

　ひゅん、と、暗くら闇やみの中に張り出ていた木の枝を、ナイフで切り裂く。

「あ、え？」

　きょとんとする殊子の横に、ふわりと着地。

　同時。木の枝に乗っかっていた、ロープ付きの大きな石が地面へ落下し、それに伴って殊子の周囲──足あし許もとに張り巡らされていたそれが、隆起する。

　殊子を囲うように、四方から迫ってくる、

「わ、うわわわわわっ！」

　──網あみ！

「……ふん」唇の端を歪ゆがめる舞鶴。

「ひやああ！」

　殊子が悲鳴をあげて網あみに包まれ、吊つり下げられた。

　浴衣ゆかたの裾すそも襟えりも見ていられないくらいにはだけさせてもがくが効果はない。

「ちょ、ちょっと、これ……え、あ、晶あきらクン!?」

　僕を見て、助けを求めるように手を伸ばそうとするが、僕は返事ができない。

　あまりに見事で流りゆう麗れいな、決定打だった。

「ふん……遂に捕ほ獲かくしたわよこの変態！」

　勝ち誇る舞鶴。こいつが殊子に勝利する光景を見るのは初めてだ。

「み、みっちゃん、なんでここに……」

「黙だまらっしゃい！」

　舞鶴は殊子を射殺すように睨にらみ、けれど、

「これからあんたが口にできるのは哀れな断だん末まつ魔まの悲鳴だけよ！」

　嘲あざけりの笑えみを満面に浮かべ、左手の短刀で石に繫つながっていたロープを切断する。

　そして更さらに、

「おい、ちょっと待て……」

　クヌギ林の奥には竹ちく林りん。

　その内の一本が、ちょっと待てと言いたくなるほどにしなっている。

　制止しようとする僕を完全に無視し、

「いったい何を?!」

　舞まい鶴づるは、左腕を振りかぶった。

「……さあ……地獄の果てまで」

　振り下ろす先には。

　その竹の先端と太いクヌギを結ぶ、一本のロープ。

「え？　え？　なに？　私いったいどうなるの!?」殊こと子こが狼ろう狽ばいし、

「いや、だから待てって！」僕は慌てて止める。

　やばい。

　絶対にやばい。

「舞鶴、お前、足あし許もとを……！」

　僕の制止を、彼女は聞かない。

「飛べええええええええ！」

　絶叫。




　ぷつん、と切断。




　びよーん、という効果音は聞こえなかった。

「待っ、みっちゃ、話し合……」

　最後の仕掛けが発動したのだ。

　殊子の身体からだが包まれた網あみごと、上空、夜の暗くら闇やみへと吹っ飛んでいく。

　けれど、同時に、

「わぁぁああああああああああ！」

「え!?　きゃ！　あああああ！」

　悲鳴は──ふたつ起きた。

　そう。殊子の身体だけではなかった。

　ゴシック服を着た少女もまた、勝ち誇った顔のまま、同様に上空へ吹っ飛んでいく。

「……だから言ったのに……」

　舞鶴は、気付いていなかったのだ。

　石から切きり離はなしたロープの一部と、網そのもの。

　そのふたつが、彼女の足と、フリルで膨ふくらんだスカートに絡まっていたことを──。




　ひとり残された僕が最後に聞いたのは、

　露ろ天てん風ぶ呂ろの建物の中から響ひびく、盛大な水みず飛沫しぶきの音だった。
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「ほわー。いいお湯だねー」

　きみちゃんが何度めかの、弛し緩かんしきった声をあげます。

「ええ、まったく」

　私も何度めかの返事をしつつ、身体からだを湯船の中へ伸ばします。

　黄おう土ど色いろに濁にごったお湯は鉄分を含んでいるそうで、錆さびっぽい匂においがします。本体が機き械かいである私が金属の溶け込んだお湯に浸つかかっているというのは皮肉なものですが、やや熱あつめの温度は心地ここちいいものでした。

　貧血にも効果があり、保湿効果も高いとのこと。

「それにしても人いないねー」

「そうですね」

　露天風呂には私たちだけ。空には月。脱衣所の灯あかりが微かすかに届いているだけの暗がりに、女ふたりで水入らずです。いえ、お湯は山ほどありますけど。

「へへー、泳いじゃおっか？」

「マナー違反ですよ、きみちゃん」

　悪戯いたずらっぽく笑う彼女に、私はやんわりと注意しました。

　……まあ、他ほかに誰だれもいないのであればちょっとくらいならいいかもしれません。

「あ、でも、髪の毛を浸つけると後でばさばさになってしまいますよ」

　洗髪には向いていないから気を付けてね、と、出発する前に旅りよ館かんの人に言われました。実際、旅館の温泉とは泉質が違い、鉄くささがあるのはここだけのようで。

「うー、でもどうせ私、癖くせっ毛けだしなー」

　ざば、と立ち上がり、きみちゃんは私の横の岩場に腰掛けました。

「いいなー硝しよう子こちゃんは、さらさらで」

　タオルで包んだ私の頭をぽんぽんと叩たたきながら羨うらやましげに言います。

「……というかさっきも言いましたけど、前くらい隠したらどうですか」

　生まれたままの姿で無防備な彼女は堂どう々どうとしていました。

「さっきも言ったけど、いいじゃんー。誰もいないし、女同士だし」

　うーん、と両腕を上に伸ばすきみちゃん。もし殊こと子こさんがこの場にいたら鼻血ものです。

「っていうかさー、硝子ちゃん」

「何ですか？」

　直後、きみちゃんは再びお湯に入ると、悪戯いたずらっぽい表情を浮かべながら私の背後へ回り、

「こんなに胸もあって、うーらーやーまーしーなー」

「ひゃんっ!?」
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　何ということでしょう。前触れなく私の胸に手を遣やり、その──、

「な、何をするのですかっ」

「あはははっ！」

　抵抗しようとすると今度は上から、子供のように覆おおいかぶさってきます。

「そんなにはしゃぐとのぼせてしまいますよ」

「うわー、硝しよう子こちゃん、すべすべー」

「いえ、きみちゃんのお肌もすべすべで……って、違います」

　あの、私よく知らないのですが、温泉ではこんなスキンシップが普通なのですか？

　これは少々濃のう密みつ過ぎる──というか、

「きみちゃん、胸当たってますっ」

「あはっ。あててんのよー」

　まさか、殊こと子こさんと一いつ緒しよに暮らしている弊へい害がいでしょうか。悪い影えい響きようを受けてるのだとしたら後で殊子さんにお説教をしなければならないところです。

　でも今は、このいちゃついてくるきみちゃんを何とかしなければ。

　と、突然。

　あまりにもいきなりに。




　ばしゃあん、と。

　私たちの目前で、轟ごう音おんとともに盛大にお湯が爆ばく発はつしました。




「きゃああっ!?」

　あまりの音に、きみちゃんが私に抱きついたまま絶叫します。

　私は予期せぬ出来事に呆あつ気けに取られ、本体と有ゆう機き体たいの思考がずれてしまいます。

　ええと、演算を。

　今のはいったい何なのか。中からのものではありません。

　上から何か落ちてきたように見えました。

　だとしたら、その質量と落下速度とを、

「……って」

　計算しようとしたのですが──。

　思考を同期させ、演算結果を有機体の脳が受信するよりも早く、

「ぶはあっ！」

　それ──いえ、正せい確かくにはそのうちのひとつが、ざんぶと立ち上がります。

　乱れまくって、しかもずぶ濡ぬれの浴衣ゆかた姿すがた。

　半分ずれた眼鏡めがねをかけて、恐怖と驚きよう愕がくの混じった形ぎよう相そうで、息を弾ませるその姿は。

「殊こと子こ……さん？」

　その背後で、ぷかー、と。

　お湯に浮かんできたのは、黒ずくめの異装。

　こんな服を着ている知り合いはひとりしかいません。

「それと……舞まい鶴づる蜜みつ……？」

　気絶しているらしい蜜を後しり目めに、殊子さんが虚うつろな表情で呟つぶやきました。

「……何。何これ。飛んだ。私、飛んだの……!?」

　何これと言いたいのはこっちの方です。

　というか自分の置かれている状況を理解しているのでしょうかこの人。

「ええと、あの……」

　彼女はゆっくりとこっちを向きます。

　しかし、私たちを見てぽかんとして、それから何かに気付いたように自分の両手を見、

「……あ」

　更さらに、足あし許もと、濁にごったお湯へと視し線せんを向けて、

「……か」

「か？」

「カメラ！　カメラが！」

　そう叫んで再びお湯の中へと潜せん水すい。二秒後に必死の形ぎよう相そうで浮かび上がってきました。

「あああ！　お、やった、電源入った！　生活防水凄すごいっ」

　カメラ。

　電源。

　その単語から私はすぐに、最悪の可能性に気付きます。

「ひょっとして……殊こと子こさん、あなた……」

「え」と、自分の失言に気づく彼女。

「私たちを盗とう撮さつとかしようと目もく論ろんではいませんでしたか？」

「あ、いや、違うよ？　はは、いやだなあ硝しよう子こ。私がそんなこと……」

　言いい訳わけを試みるも完全にバレバレでした。

「殊子さん？」

「あ、えと……」

　私は立ち上がり、胸を隠して彼女に歩み寄ります。

「正直に言えば許してあげますよ」

「いや、だから違うって」

「今ならまだ間に合いますよ？」

「ってか……あのね、硝子？　なんか立ち昇るオーラが恐こわいんだけど……」

「噓うそを吐つくのであれば許しませんよ？」

「そんな顔されると、おねいさん悲しいなあ、あはは……」

「この期ごに及んで誤ご魔ま化かせるとでも？」

「いやだなあ、誤魔化すだなんて……」

「あと一秒待ちます」

「って、短っ！」

「ゼ……」

「ごめんなさいっ！　そうです、仰おつしやる通り！」

「……なるほど」

　よく正直に言ってくれましたね。

　私はにっこりと、久しぶりに笑え顔がおを作成します。

　それから、彼女が手に持っていたデジタルカメラを、そのまま取り上げ、

「あ、硝子、待っ……！」

「出て行きなさいっ！」

　全力で露ろ天てん風ぶ呂ろの外、暗くら闇やみの彼方かなたへと放り投げたのでした。
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　そして、夜も更ふけ、深夜。

「うう……カメラ……」

　一階のロビーに置かれたマッサージ椅い子すに座りながら、殊こと子こは落ち込んでいた。

「自業自得だ」僕はその隣となりの、これもマッサージ椅子に座りながら呆あきれて吐き捨てる。

　硝しよう子こによって放り投げられたデジタルカメラは運よく発見できたらしい。

　が、当たり前のことだけど撫なでようが叩たたこうがおだてようがびくともしなくなっていた。撫でたり叩いたり挙げ句の果てにおだてたりして回復を試みた辺あたり、殊子のショックが窺うかがえる。

「たぶんそれ修理不能だぞ」

　水没させた後に電源が入ったというのは何かの偶ぐう然ぜんだったのだろう。或あるいはまだ水が内部に達していなかったか。どっちにしろ写真なんて撮とれなかったに違いない。

「鉄分含んだお湯だから、金属部分も錆さびつくだろうし」

「高かったのになあ……生活防水なのに……」

「悪事に使おうとするからだよ。あと、生活防水を過大評価し過ぎだ」

「うう……」

　どうも、けっこうな未練があるらしい。

　あまり物に執着のない奴やつだと思ってたけれどそうでもないのだろうか？　……単にシャッターチャンスを逃したことを悔くいているのかもしれない。

「ま、僕としては阻止できてよかったけどな」

　あの後、殊子はみっちりとお説教を受け、それから罰として速はや見み家け・城き島じま家け対抗深夜トランプ大会への参加を拒否された。姉妹一いつ緒しよに仲良く飛んだ舞まい鶴づるは気絶していたために逃げることも叶かなわずあっさりと捕ほ獲かくされ、罰なのかはともかくとしてトランプ大会に参加させられている。今は舞鶴の母親を交えて部へ屋やで遊んでいるはずだ。

「晶あきらクンも行けばいいのに」

「いいよ。居い心ごこ地ちが悪そうだし」

　直なお川かわはともかく、舞鶴と何を話せばいいのかさっぱりだし、彼女の母親とは初対面だ。女四人の中に男ひとりが混じるのも気まずい。

「なに？　私に付き合ってくれてんのかにゃー？」

「ふざけろ」

　楽しそうにこっちを見てくる殊子を一いつ蹴しゆうする。

「落ち込んでたんじゃなかったのかよお前」

「ふふ」

　そう言うと、僅わずかに失笑し、

「わかってるだろ？　私はそういう奴やつだよ」

「……ああ。まあ、な」

　だろうな、と。僕は天てん井じようを見る。

　結局のところ、覗のぞきもデジタルカメラも、それからトランプ大会も。

　速はや見み殊こと子こにとって、そんなものはただの退屈しのぎだ。

　いや、退屈しのぎですらないのかもしれない。

　こいつは世間を楽しんでいるようでいて、その実、世界のすべてに興きよう味みを持っていない。何もかもが本当はどうでもよく、それ故ゆえに楽しんでいる振りをしているだけだ。

　──けれど。

「ってか、お前こそ参加したいんじゃないのか？」

　そんな殊子にも、大事なものがある。

　義妹いもうとの、舞まい鶴づるのことだ。

「いや、みっちゃんとあれの母親、普ふ段だん微妙にぎこちないから親しん睦ぼくでも深めるいい機き会かいだ。私がいない方がいいよ。……まったく、お互いのこと好きなくせに、素直じゃないんだよね」

　彼女に関してだけは、こいつはムキになるし、軽けい薄はくそうに見えて誰だれよりも気を配っている。

「殊しゆ勝しようだな。まあ……」

　ポーズで本ほん音ねを隠し、飄ひよう々ひようと語らず、それ故に自分でも本音に気付いていない。

　僕は、そういうお前のことが、嫌いじゃない、と。

　言いかけて、やめた。

「まあ、何？」

「そういうの、よくないと思うぞ」

　悪戯いたずらっぽく尋きいてきたので、噓うそで返す。

　殊子の、自らをも欺あざむくしたたかさは、僕みたいな、大事なものを決めきれずに中途半端に世界と関かかわってしまっている身としては──少し、羨うらやましい。

「ふうん」

　見抜いたのか見抜いていないのか、僕の真意に興味がないのか。

　殊子は僕と同じように天井を見上げ、マッサージ椅い子すに身を委ゆだねる。

　あー気持ちいい、などと呟つぶやく彼女の隣となりで、僕は目を閉じた。

「ところでさ、晶あきらクン」

「何だ？」

「残念だった？　硝しよう子この裸、見られなくて」

「くだらないこと言うなよ」

「いやいや。……やっぱりさ、いつも見てるのかな？」

　まったく、気を抜くとすぐこれだ。

「あのなあ、お前」

　目を開け、身体からだを起こして殊こと子こを見る。

「今日きようの温泉、さ」と。

「え？」

　殊子は悪戯いたずらっぽく笑いながら、少しだけ真ま面じ目めな顔をし、

「硝しよう子こ、『マスター、一いつ緒しよに入りますか？』とか言ってこなかったの？」

「……お前、何言ってんだ？」

　そんなことある訳わけない。

　そう答えようとした僕を遮さえぎり、ひとりごとのように。

「言ってこなかった、か。以前なら真顔で言ってきそうなもんだと思ったんだけど」

　可お笑かしそうに、同時に、どこか諦あきらめたような表情で──溜ため息いきを吐ついた。

「だったら、あの娘こも成長してるってことかな。……たぶん、晶あきらクンの気付かない方向に。晶クンってばにぶちんだからにゃー」

　僕はどきりとする。

　彼女の言葉は、僕がたぶん、考えまいとしていたことに違いなく。

　だからこそ、こいつがあっさりとそれを指摘してしまったことに、恐こわくなった。

「楽しみではあるよ、私は」

　そんな僕の狼ろう狽ばいを他よ所そに、殊子はひとりごちた。

「何が、だよ」

「ま、どう転んでも、私はあんたたちの味方でいてあげるよ」




　何でもないように笑う殊子は、僕らのことに興きよう味みなんかないんだろうか。

　それとも、舞まい鶴づるに対しての態度と同じで、興味のない振りをしているだけなんだろうか。

　僕にはわからない。

「ふざけろ、莫ば迦か」

　だからいつものように、溜息と一緒に怒ってみせる。

　更ふけていく夜は静かだ。

　僕はこの噓うそつきの隣となりでこうしているのも悪くないなと、ちょっとだけ思ってしまった。
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　わいわいとかしましい会話を聞きながら、舞まい鶴づる蜜みつの口はなかなか開かなかった。

　ちょくちょく君きみ子こから話題を振られはするのだが、その時もしどろもどろに応こたえるだけ。そんな自分に嫌いや気けが差すけれど、やはりどうしようもない。

　以前の方がまだましだったのかもしれない、と思う。

　虚軸キヤストに寄生され、感情のすべてを敵意に変えていた頃ころは、遠えん慮りよなどせずに何でも言えたし、相手に物もの怖おじすることもなかった。二年弱、人生で考えればほんの僅かな期間だったのに、あれが本当の自分だったような気さえしてくる。

　──姉ねえさんは、どんな気持ちだったのだろう。

　虚軸キヤストの固定剤リターダとして過ごした期間は、殊こと子こも似たようなものだった。

　その短い間の人生を自分のものにしていたのだろうか。そうかもしれない。だってあの人は、虚軸キヤストが身体からだから殆ほとんど消えてしまった後も、変わらずにあの調ちよう子しだったから。

　だったら自分は、やっぱり弱いのか。

『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が消えてしまってから、すっかり元の性格に戻ってしまった自分。

　話し掛けられてもまともに応えることができず、上う手まく笑えもしない。

　まるで人形みたいな、つまらない人間──。

「ねー、みっちゃん？」

　不意に君子に話し掛けられた。

「え、っ？」考え込んでしまっていたからどんな話をしていたのかわからない。

「もう、聞いてなかったのー？」

「あ……うん、ごめん……」

　あのねー、と、君子はきっちりと会話の内容を教えてくれる。

　ひめひめはねー、やっぱりちょっと女の子が好きなんじゃないかって疑惑がさー。

　曖あい昧まいに笑いながら、気の利いた返答もできない自分にうんざりした。

　楽しそうな君子の横顔を眺めつつ、密ひそかに溜ため息いきを吐つく。

　──この娘こは変わったな。

　以前、考えたことがある。

　蜜と君子との、中学時代の友人関係についてだ。

　人形みたいな自分と、壊こわれてしまっている君きみ子こ、ふたりの間にあった友情なんて所しよ詮せんは歪いびつなものだった──以前の蜜みつはそう自じ嘲ちようしていた。

　でも、今は違う。

　君子はもう、壊れてなんかいない。

　殊こと子ことの生活で、ちゃんと自分の幸せを見つけることができる娘こになった。

　対して自分はどうだろう。ずっと殊子と接してきたというのに、何も変わっていない。沢たく山さんのものを差し出してくれていた彼女から、何も受け取らず、ただ反発していた。

　そんな自分に、君子の隣となりにいる価値があるのだろうか。

　君子だけではない。姫ひめや、八や重えや、硝しよう子この友人として、こうして一いつ緒しよに時を過ごす資格があるのだろうか。かつては決して日常と関かかわらないと決めたくせに、虚軸キヤストを失った途端とたんに立ち位置がわからなくなって、そのままなあなあでこんなところに──いていいはずがない。

　不安になって、そっと、自分の左腕に触れた。

　硬い樹じゆ脂し製せいの義手。かつて戦いの末に負った傷の名残なごり。

　少し前までは気にもならなかった。この失った腕が誇らしくさえあった。

　だけどもうこの義手は、自分には相応ふさわしくない。

　君子と真正面から向き合う価値のない自分には、まるで滑こつ稽けいだ。

「舞まい鶴づるさん」

　硝子に名を呼ばれ、蜜は顔をあげた。

「……なに？」

　また話を聞いていなかった。そのことに自己嫌けん悪おを覚える。が、

「さっきの放送、聞こえました？」

「え」

「あ、もう一回」

　硝子が教室の隅すみ、スピーカーに視し線せんを遣やる。

　同時、ぴんぽんぱんぽーん、と、間抜けな音が周囲の喧けん噪そうに混じった。

『一年九組、城き島じま硝子さん、舞鶴蜜さん。保健の佐さ伯えき先生がお呼びです。至急、保健室にきてください。繰くり返します……一年九組……』

　がやがやという喧噪に混じって聞こえにくかったが、確たしかにそう放送された。

「佐伯先生が？　……何の用事でしょう」

　蜜は首を傾かしげる。

　佐伯ネアが硝子と自分をわざわざ呼び出す理由がわからない。

「みっちゃんと硝子ちゃん、何かしたのー？」

　君子が怪け訝げんな顔で問うてくる。

「ひょっとして保健室のガラスでも割った？　硝子だけに！」

「……姫ひめ、それはちょっと……」

「うわ、ひめひめー……やばいよそれー」

「え、何、何なのよあんたたち、その冷たい反応はっ」

　そんなくだらないことを言っている彼女たちを横目に、蜜みつは硝しよう子こと顔を合わせる。

「さっぱり見当が付きませんが、無視する訳わけにもいきませんね」

「あ……うん」

　促うながされて、立ち上がった。

「どうしましょう。すぐ終わるとは思うんですが……」

「あ、じゃあ私たち、ここで待ってようか？」

「いえ、ひょっとしたら時間がかかるかもしれませんから、どこか見て回っていてください。終わったら携けい帯たいで連絡しますから、落ち合いましょう」

「うん。時間かかってたらそうする」

　てきぱきとした様よう子すで話をする硝子と彼女たちを、少し羨うらやましく思う。

　阿あ吽うんの呼吸で、すぐにそうやって意思が通じ合う。本当に仲がいい証拠だ。自分はそんな彼女たちに、寄生虫のようにくっついているだけ。

　まるで虚軸キヤストみたいだ、と、心の中で自じ嘲ちようした。

　もしも私が君きみ子こたちと仲が良かったら──そんな『もしも』で生まれた世界が、空想になって彼女たちにくっついている。質の悪い、くだらない冗じよう談だん。

「行きましょうか、舞まい鶴づるさん」

「……うん」

　こくりと頷うなずく自分の身体からだが、まるで無む機き物ぶつみたいに思えた。

　──いっそこのまま、左腕だけじゃなく、全身が樹じゆ脂し製せいの人形になってしまえばいいのに。




　去さり際ぎわに見た君子は、こっちに手を振っている。

　その笑え顔がおを真正面から受け取ることもできず、蜜は気付かないふりをした。
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　普ふ段だんは閑かん散さんとしている管理棟も、外から聞こえる喧けん噪そうと、ところどころでやっている展示のせいで、今日きようは少し賑にぎやかでした。擦すれ違ちがう人もちらほらといます。

　しかし──保健室へと向かっている私と舞まい鶴づる蜜みつとの間には、会話らしい会話はありません。

　正直なところ、彼女のことは私の目下最大の懸けん案あん事項です。

　以前のつんけんした態度がなりを潜ひそめたと思いきや、今度はまるきり内気で無口。極端から極端にもほどがあります。私の友人たちは皆優やさしいので現在のところさしたる問題がないとはいえ、それでも蜜自身が歩み寄ってくれた方がいいに決まっています。

　なので、もう少しどうにかできればいいのですが──。

　それにしても、まったく数奇なものです。以前は感情を否定し、人間関係を打算でしか捉とらえていなかった私が、こうして誰だれかの心配をすることになるなんて。

「舞鶴さん」

「……え」

　ふたりきりになるのもそうそうないですし、いい機き会かいだと思い、私は切り出しました。

「私が言うのもなんですが、もう少し以前みたいに強気に出てもいいのですよ？」

「……でも」

「きみちゃんも、ひめひめも、八や重えさんも、以前のあなたを嫌ってなんかいませんでしたし」

「……うん」

「私だってそうです。これでもあなたのこと、知ってるつもりですから」

　機械人形が人間のことを知ってる？　ちゃんちゃらおかしいわね。

　昔と呼ぶには近過ぎる過去に聞けたはずの返事は、やはりありません。

「……ごめん……なさい」

　代わりに発せられたのは、消え入るような謝しや罪ざいの言葉だけ。

「これは……なかなか難むずかしいですね」

「あ……その」

「いえ、すぐにそうしろと言ってる訳わけではないですから」

「……ごめんなさい」

　──正直、彼女に謝あやまられるとこっちが困ってしまうのですが……。

　仕方ないことかもしれません。

　私だって、人付き合いや感情の機き微びをわかっているとはまだまだ言えない状態です。自分が感情を持ってまだ半年にもなっていないのですから。

「それにしても佐さ伯えき先生、何の用事なんでしょう？」

「……さあ」

　廊下の角を曲がって、保健室へと辿たどり着きます。さすがにここまで来ると人通りも殆ほとんどなく、廊下にもいつもと同じ、どことなく澱よどんだ空気が漂っていました。……って、空気が澱んでいるのは中にいる部へ屋やの主あるじのせいかもしれませんが。

「こんにちは」

　ノックして、ドアを開きました。

「……あらいらっしゃい。うふふふ……待ってたわ」

　中でパイプ椅い子すに体育座りしているのは、青白い顔に、徹てつ夜や続きみたいなくまに彩いろどられた目をくっつけた女性。この人だけは驚おどろくほど以前と変わりありません。

「まったく……硝しよう子こさん、幾ら電話しても繫つながらないんだもの。もしかして着信拒否？　せっかくの文化祭に私みたいな女と会話なんかしたくなかったのかしら。くすくす」

「あ」言われて携けい帯たいを見てみると、確たしかに着信二件、メールが一件。

「すいません。気付きませんでした」

　本体の機き械かい部分が健在の頃ころなら、振動を感知してすぐにわかったのですが──そういう細かなところを本体に頼りきりだったせいで、今の私はどうにも抜けています。

「……って、何ですかこのメールは」

　開いてびっくり。画面に満載する『タスケテ、タスケテ、タスケテ、タスケテ』。

「うふふ、危機感を煽あおったらすぐに来てくれるかもと思ったんだけど」

「洒落しやれになりません。やめてください」

　また何かあったのかと思うではないですか。

　樹いつきや鏡かがみ、無限回廊エターナル・アイドルがこの世界から消え、虚軸キヤストの殆ほとんども消滅してしまった現在、何かが起きるとは考えにくいですが、それでも万が一ということがあります。

「で、そこまでして呼び出したからには、重要なことなんでしょうね？」

　マスターは呼ばず、私と蜜みつだけというのが気になりますが。

「ええ、重要なの。……とても重要だわ」

　佐さ伯えき先生は椅子から立ち上がり、私たちに背を向けます。

　その様よう子すがいつもと違い、どこか真剣でした。

　背に走る緊きん張ちよう。そして。

　薬棚へ向かい、座り込み、何かをごそごそと漁あさって……、

「……あ」蜜が小さく声をあげたのと同時、

「これなんだけど」

　振り返って立ち上がった佐伯先生の手には、

「ええと……その、何です？　それ……」

「うふふふ……見てわからないかしら？」

　いえ、わかります。

　特とく徴ちよう的てきな胸むな許もとに、大きくスリットの入った裾すそ。

　どこからどう見ても、所謂いわゆるチャイナ服です。

「ですから、それが……何か？」

「実はね、企画を考えてるのよ」

「企画？」

　もはや私の思考は大だい絶ぜつ賛さん混乱中です。

「ええ。せっかくの文化祭だし、保健室も何かイベントをした方がいいと思うのよ」

「で、何な故ぜにチャイナ服を……」

「うふふふふ」

　不気味に笑いながら、佐さ伯えき先生は蜜みつの前に立ち、

「緊きん急きゆう大企画……チャイナ美少女による……」

　たっぷり十秒ほどの溜ためを作った後、嬉うれしそうに言いました。

「手術実演会よ」

「…………はあ!?」

　手術て。

「だいたいここは病院ではありませんっ」

「大丈夫よ、被ひ験けん者しやは用意できるわ」

「……誰だれですか」

「美少女に開腹されたい健康なドＭの男子生徒くらい、この学園には幾らでもいるもの」

　自信を持って断言されました。

「……あの……幾らなんでもそんな人」

「たとえば晶あきらさんとか」

「あの人はどちらかというとＳですっ」

「あら、わかってないわね硝しよう子こさん。あれはＳに見せかけたＭよ。心当たりはない？」

「え？　あ、……その……確たしかに言われてみれば……って、そういう問題ではありません！」

　あやうく誑たぶらかされるところでした。デンジャーです。

　というか、私のつっこみ処理能力ではこの人についていけません。せめてマスターくらいずけずけものを言える人でないと不可能です。

「という訳わけで蜜さん、お願ねがいできるかしら？」

「……という訳ってどういう訳ですか。さっきまでの会話はいったい……」

　全部流されました。

　話を振られた蜜は完全に困こん惑わく顔がお。

「え、その……」

　以前までなら「先にあんたから解体してやるわよ」くらいは言ったかもしれませんが、さすがに今の彼女には酷こくです。いえ、私にも酷ですが。

「あら、チャイナ服がお気に召さなかったかしら」

「佐さ伯えき先生、そういう問題では……」

「だったらこれはどうかしら？」

　私の話を全然聞いていませんこの人。

　再び薬棚に戻ると、また何かを引ひっ摑つかみ、

「うふふふ……取って置きよ。セクシーサンタさん」

「季節外はずれじゃないですかっ」

「セクシーサンタの鮮せん血けつクリスマスプレゼントよ。赤は返り血をイメージ……うふふふ」

「解体するのは変わらないんですね……」

「……いえ、あの、私……」

　もはや恐れの表情すら浮かべる蜜みつに、佐伯先生は容よう赦しやがありません。

「これも駄だ目め？　だったら……こんなのはどう？」

　三度、薬棚へ。

「ほら、セーラー服」

「今、普通に着てます！」

「見て、この安っぽい造りとデザイン。イメクラみたいで血が似合うわよ」

「どんな需要に応こたえるつもりですか！」

　ああ、もう私のつっこみも何がなんだか。

「というか佐伯先生、なんでそんなに頓とん狂きような衣装ばかり持っているのですか……」

　コスプレが趣しゆ味みだとは知りませんでした。

　いえ、考えてみれば、九月にも里り緒おさんにネコミミを着けさせたりしていましたし、勝負服がＳＭボンデージでしたし、兆候はありました。

　見抜けなかったのは私たちの責任──ではないと思いたいです。

「もう、あれも駄目、これも駄目、いったい私はどうすればいいの？」

「知りません。自分で着てください」

「くすくす。着る訳わけないじゃないこんな衣装。恥ずかしい」

「どの口が……！」

　──こんなことのために私と蜜を呼び出したんでしょうか。

　人生は有限なのです。こんな不毛な遣やり取りをしている暇ひまなどありません。

　私たちは今、この地上で最も無む駄だな時間を過ごしている生物でしょう。ジャングルの木にぶら下がっているナマケモノの方がまだ有意義です。

「ああ、もう……どうして舞まい鶴づるさんじゃなくて佐伯先生が以前のままなんですか……」

　私は勢いで、思わずそう呟つぶやきました。

　しかし、呟いた直後、

「……あ」しまった、と。

　自らの失言に気付き、息を止めます。

「あの、すいません……そんなつもり、じゃ」

　咄とつ嗟さに出た言葉とはいえ、私はなんてことを──。

　恐る恐る、彼女の方を見ました。

「ううん」

　彼女は──舞まい鶴づる蜜みつは、私の言葉に、少しだけ笑い、

「城き島じまさんの、言う通りだと思う」

　目を伏せ、ゆっくりと首を振ります。

「私も……前のままの方が、よかった」

　寂しそうに。懐なつかしむように。悲しむように。

「わかんなく、なったから。どうすればいいか」

「舞鶴……さん、私、ちが……」

　私は必死で否定しようとしました。そうじゃない。そういう意味じゃなかった、と。

　けれど今いま更さら、どんな言葉で繕つくろったとしても、私の言ってしまったことは消えません。

　いいえ、私は、確たしかに思ったのです。

　佐さ伯えき先生は関係なく。

　舞鶴蜜の性格が、一カ月半前の刺とげ々とげしいものだったら。

　そうだったら私は、気兼ねなくあなたと付き合えたと。

　今の彼女を否定するような、最低のことを──。

　後悔と罪悪感が胸に押し寄せます。

　もう遅いのはわかっています。わかっているからこそ、尚なお更さら。

「……すいません。謝あやまっても、言った事実は消えませんけど、でも……」

　彼女は私を許しも責めもしませんでした。

　その代わり、じっと下を向いて、どこか納得したように、黙だまったまま──。

　私は、言うべき言葉がありません。

　せめて彼女の肩に手を触れたいと思いながらも、傷つけた人間に慰なぐさめる資格などないという心の声が、腕を動かしてはくれませんでした。




　　　　※




　申もうし訳わけなさそうな顔をしている硝しよう子こを見て、蜜は逆に自分が消えてしまいたい気分になる。

　──彼女は、悪くなんかない。

　今言われたことに対しても、ただ、その通りだな、と思っただけだった。

　実際、そうなのだ。

　今のような、まともに他人と会話もできないほど内気でつまらない、人形みたいな私には価値の欠片かけらもない。何よりも自分自身が嫌いやなのだから、硝しよう子こがそう思うのも当然のことだ。

　傷ついてなんかいなかった。

　それよりも、辛つらそうな顔をしている硝子に対して、何も言えないことが悲しい。

　彼女はこの一カ月半ずっと、自分と君きみ子こたちの仲を取り持とうと努力してくれていたのだ。そのことに感かん謝しやしているし、気にしないで欲しい。

　たったそれだけのことが、どうしても言えない。どう言えばいいのかわからない。

「あの、……」

　ごめんなさい、と口にしかけて、謝あやまるのは逆効果だと気付く。

　中途半端なまま言葉が止まる。どうしようもない。

　気まずい沈ちん黙もくが流れた。

　それを打ち破る術すべは、蜜みつのどこを探してもなくて──。

「……あらあら」

　声を発したのは、だから、蜜でも硝子でもなかった。

　間の抜けた、沈ちん鬱うつな溜ため息いきとともに、佐さ伯えきネアが微笑したのだ。

「ひょっとして私、空気読まないでいろいろやらかしちゃったかしら？」

　一カ月半前、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を持っていた頃ころの蜜なら、怒ど鳴なり散らして事態を有う耶や無む耶やにしてしまっただろう。でも今の蜜は、あの頃とは別人、ただの人形だ。

「うふふふ……それじゃ、空気読まないついでに、話を続けようかしら」

「いえ、佐伯先生……失礼ですけど……」

　咎とがめるように硝子が口を開いた。

　佐伯ネアは構わない。

「くすくす。要するに硝子さんは、人体が駄だ目めだって言うのね？　仕方ないわ。まったく不本意だけど、人体っぽいものを代用するってことで我慢しましょうか」

「佐伯先生、ですから……！」

　やや語気を強くする硝子。

　それでも佐伯ネアは動じなかった。

　ふらふらと、虚うつろな足取りでベッドの方へ行く。

　カーテンを開け、

「ほら、これならどうかしら？」

　なんだか得意げに、それを引っ張り出す。

　人体模も型けい──だった。

「……本当にもう、あなたという人は……」

　硝子が完全に呆あきれた声で、呟つぶやいた。

　──ひょっとして、私を笑わせて、励まそうとしてくれてるのかな？

　そうかもしれない。というより、そうとしか考えられない。

　思い至ると同時、暗あん澹たんとした気分になった。

　佐さ伯えき先生は冗じよう談だんのつもりなのかもしれないし、冗談としたら多少は面おも白しろいと思う。

　ただ、どんなふうに笑えばいいのかがよくわからない。笑うのと一いつ緒しよに気の利いたことでも言わなければいけない気がして、そんなことできそうにない自分が厭いやになる。

「……ごめんなさい」

　反射的に、口の中だけで謝あやまった。

　ふたりに反応はない。聞こえなかったのだ。

　そんなものだろう、と自じ嘲ちようする。主張したいことがあっても言葉にできず、世界とどう繫つながっていいのかわからない、ただの人形の自分にできるのはこの程度。

「……くすくす」

　黙だまりこくっているふたりを順番に見て、佐伯ネアは含み笑いをする。

「いえ、佐伯先生、すいませんがちっとも笑えません……」

　溜ため息いき混じりにそう言った硝しよう子こに、しかし。

「うふふ。……冗談なんかじゃ、ないわよ」

　佐伯ネアの声こわ音ねが、変わった。

「……え？」

「だから、冗談じゃないの。人体模も型けい解体ショーを行うのは」

　冗談じゃない？

　どういうことだろう。意味がわからない。

　そう怪け訝げんな顔をした蜜みつに、視し線せんが向けられた。

「わからないかしら？　蜜さん」

「え……私、」

「これをバラバラにして欲しいのよ、私は。……あなたに」

「あ……」硝子が目を見開き、

「佐伯先生、もしかして」

「ええ、そうよ硝子さん。……ねえ蜜さん、できるでしょう？」

　佐伯ネアは強く言う。

　蜜は、ようやく、気付いた。

「……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』？」

　蜜が持っていた虚軸キヤスト。

　頭髪を意のままに操あやつり、すべてを切り裂く力。

　蜜の、以前までの自分の、敵意の源みなもと──。

「でも、私」

　そうだ。

　蜜みつはそれを、一カ月半前の戦いで失ってしまっている。

　そしてだからこそ、今こうして、人形みたいな昔の自分に戻ってしまったのだ。

　それなのに、どうしてそんなことを。

「いいえ」

　佐さ伯えきネアは首を振った。

「あの時、あなたの力はすべて奪われたかしら？　鏡かがみさんは言ってたわ。九十九％、って。だったら百％じゃないでしょう？　残ってるはずよ、最後の力が。私にも残っているわ。ほんの僅わずか、一度使ったら消えてしまうようなものだけど。殊こと子こさんと同じように、ね」

　──そう、だ。

　あの戦いが終わってからずっと意い識しきしたことはなかったし、以前のような敵意もすっかり消えてしまっていたから、もうどこにもないものだとばかり思っていた。

　でも、確たしかにあの時、自分から『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を奪った城き島じま鏡は言った。

　回収率九十九％、と。

　それなら、残っているはずだ。もう瀕ひん死しで、一度使ったら完全に消えてしまうようなものだろうし、使えるかどうかもわからないけれど、残っている。

「この世界の『修正力リペイントマーカー』だけどね」

　佐伯ネアが、こっちを見ながら続ける。

「あれから二カ月近く経たって、もちろんまだ元に戻るにはほど遠いけれど、少しずつ回復はしているの。ふふ……皮肉なものね。あの時、里り緒おさんのすべてを捧ささげなければ繕つくろえなかった傷も、時間の経過で癒いえていくなんて」

　自じ嘲ちよう気味に笑いつつ、佐伯ネアは悲しそうな顔をする。

　ネアの、晶あきらの、硝しよう子この、蜜の日常を守るために喪うしなったものの大きさは──世界にとってはちっぽけで、時間の経過なんてものと代だい替たい可能だというのは、まさに皮肉だ。

　けれど自分は、その時間をどんなに使っても、成長することなどできないかもしれない。里緒が与えてくれた未来という時間を無む駄だにしている。そんな罪悪感があった。

「……まあ、それでも、里緒さんがくれたものは大事にしなければならないわ」

　ネアは、顔を俯うつむけた蜜に一歩近づき、

「世界の『修正力リペイントマーカー』……今なら、ちっぽけな虚軸キヤストが力を振るっても、耐えられるわ」

　笑え顔がおを──消す。

「……あ」ネアの顔を見て、そこまで聞いて、ようやく。

　蜜にも、彼女の言いたいこと──いや、やりたいことがわかった。

「昔……『人形』って言われたんですってね、蜜さん」

「……はい」

　誰だれに言われたかなんて、問うまでもない。

　殊こと子こに、だ。

　よく覚えている。忘れられるはずがない。

　初めて会った時、剝むき出しの敵意と一緒に吐き捨てられた。

　──自分の意志を持たないお人形さん。

　その通りだった。今もそうなってしまった。

　でも。

「その後、彼女は別のことを、あなたに言ったわよね？」

　二度目に会った時。

　あの人は確たしかに、私にこう言った。

　──前回よりちょっと鈍にぶってるかも。

　そして、こうも。




　──そうじゃなくなるまであと一、二年ってとこかな。




「……『もし、あの娘こが何も抱え込まなかったら』」

　佐さ伯えきネアが口く調ちようを、どこか軽けい薄はくな、厭いやというほど記き憶おくに残るあの喋しやべり方に似せる。

「『今いま頃ごろあの娘はきっと、人形なんかじゃない、可か愛わいい女の子になってただろうな』って。いつだったか私の前で洩もらしてたわ。ひとりごとみたいに」

「殊子。ねえ、さんが？」

「吐き出してしまいなさい、蜜みつさん」

　陰いん鬱うつではあるけれど、諭さとすような、どこか優やさしい声で、

「さっき硝しよう子こさんが、どうしてあなたじゃなくて私が、なんて言ったけど……それでいいのよ。私はこのままでいいの。でも、あなたはそうじゃないわ。若者はね……ちゃんと先に進まないと。そうじゃないと、私みたいな大人おとなになっちゃうから」

　穏おだやかに、佐伯ネアは笑った。

「欠落は、あなたの分まで全部私が持っていてあげるわ。だからここで捨ててしまいなさい。過去を抱え込んでおくのはね、若者じゃなくて、大人の役目よ」

　守りたくても、何もできなかったからね。

　後悔とともにぽつりとそう呟つぶやきながら、それでもずっと蜜を見ている。

　真まっ直すぐに、見て──。

「人形、壊こわしてみない？　まあ、人形じゃなくて人体模も型けいなのだけど。くすくす」

　蜜は、俯うつむいた。

　目を閉じる。

　息を吐く。集中する。

　自分の身体からだ、脳のう髄ずいの奥にある、かつてあったはずのものを探る。

　それは、確たしかに、まだあるような気がした。

　今にも消え入りそうで、弱々しい火花だったけれど、それでもまだ燻くすぶっていた。

　本当に捨ててしまってもいいのだろうか、と思う。

　空想の中でしか実在しなかった世界の成れの果て。

　生き延びようとしてこちら側にやってきた、悲しい意い識しき体たい。

　これが自分のところに来たから、君きみ子こを傷つけてしまった。

　これが自分のところにいたから、君子を守ることができた。

　これが自分のところに来たから、人形じゃなくなった。

　これが自分のところにいたから、今、自分はこうしてここにいる──。

　殊こと子この声が、聞こえた気がした。




　やっちゃいなよ、みっちゃん。いいからさ。




「……はい」

　決心が、ついた。

「……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』」

　名を呼ぶ。

　言葉。

　言語のみで構成された一次元の世界。

　発した言葉をすべて事実にする、世界。

　蜜みつは、吐き出していた息を大きく吸う。

　吸って、言った。

「行きなさい」

　瞬しゆん間かん。

　数本の頭髪が蛇へびのように動き、伸びる。

　そのまま一いつ直ちよく線せんに、目の前の人形へ襲おそい掛かり、そして。




　そこまで、だった。

　勢いを失い、

　……直前で、止まる。




「あ……」

　力なく、くずおれるようにして床ゆかへと落ちる『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　それで、終わりだった。

　もうぴくりとも動かない。頭の中をどんなに探しても、火花の欠片かけらも見つからない。

　人形は、壊こわせなかった。

　何も果たせず消えてしまった世界を目の前に、蜜みつは泣きそうになる。

　──やろうとしてできずに終わるなんて。

「まるで、今の私、みたい……」

「いいのよ」

　けれど、落らく胆たんする蜜の背に、佐さ伯えきネアの声が届く。

「破は壊かいが目的ではないわ。あなたはもう、何も壊さなくてもいいの」

「え？」

　どういうことですか、と、尋きこうとするのと、佐伯ネアがぽつりと呟つぶやくのは同時だった。

「……最後の仕事よ『アンノウンゆらゆら』」

　蛍光灯によって作られたとは思えない黒さをした彼女の影かげが、弱々しく伸びた。

　それはそのまま、蜜の足あし許もとへと根を伸ばし、そして。




　からん、と。

　左腕の義手が、床に落ちる。




　その代わりに、肘ひじから先には、懐なつかしい感触が戻って──。

「私、の……うで」

　佐伯ネアの『アンノウンゆらゆら』は、局所的な時間の巻き戻しを行う力。

　時間の巻き戻しは、原因となった因果を消滅することで永続的なものになる。

　かつて、君きみ子こを守るために『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』で、自ら切り落とした左腕。

　それが今、再び自分の肉体として『アンノウンゆらゆら』によって再生されたのだ。

「これは私がもらってもいいかしら？」

　義手を拾い上げた佐伯ネアは、再び陰いん鬱うつに笑った。

「うふふ……義手って素敵すてきじゃない？　もう見るだけでそそられるわ。しかも蜜さんが着けてた奴やつだもの。私の夜のお供は向こう一年間これだけで充分よ。くすくす」

「佐伯先生……いろいろ台無しです」

　呆あきれたように硝しよう子こが溜ため息いきを吐つくが、喜色が混じっているのが蜜にもわかる。

「でも、大丈夫でしょうか？　義手の腕が元に戻ったりしたら大おお騒さわぎなのでは」

「問題ないわ、その程度のこと。……世界はね、元々すべてを忘却していく力を持っているものよ。人の噂うわさも七十五日。放っておけばどうにでもなるわ」

「普ふ段だんネガティブなのになんでこんな時だけポジティブなんですか……」

　そんなことを話しているふたりを他よ所そに、蜜みつは左手を開いたり閉じたりしてみる。

　元に戻るとは思ってもみなかった。

　嬉うれしいという感情がない訳わけではない。ただ、驚おどろきの方が強い。

　そして、腕のことより。そんなことよりも。

　わかったような気がした。

　きっと自分はこれからもずっと人付き合いが下へ手たで、それは一生治らないだろう。

　──でも、それでいいのかもしれない。

　さっき、二年三組で考えていたことを思い出す。

　殊こと子こから、何も受け取らず、ただ反発していた、そう悲ひ観かんしていたことを。

　違う。

　確たしかに自分は、あの人から何も受け取ろうとはしなかった。

　ただ反発して、差し出してくれていたものを突っぱねていた。

　けれど、あの人は。あいつは。

　そんなことお構いなしに、無む理り矢や理り押しつけていってくれたんだ──。
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「さ、これで私の用事は終わりよ。お友達を待たせてあるんでしょう？」

　佐さ伯えきネアがくすくすと笑いながら蜜みつと硝しよう子この肩を叩たたく。

「ありがとうございました、佐伯先生」

　硝子が深々と、まるで我がことのようにお辞じ儀ぎをしてくれている。

　だから蜜も、ありがとうございました、と言おうとして、

「佐伯、せんせい」

　思い直して口を噤つぐんだ。




　そして、蜜は。

　頑張って、自分にできる精一杯の、高たか飛び車しやで不ふ機き嫌げんな顔をして。

　辿たど々たどしく、口にする。

「ふん。まったく、……、余計なこと、してんじゃ、ないわよ」

　最後の方は、自や棄け気味に。

　一カ月半前にはとても届かない、でも、一カ月半前にはとても出せなかったような声。

　雑ぞう言ごんとも呼べない感かん謝しやを叩きつけられた佐伯ネアは、

「ふふ」微かすかに笑い、満足そうに目を閉じる。




　　　　※




　保健室を出た蜜たちを待っていたのは、八や重えと姫ひめ、そして君きみ子こだった。

「遅かったねー」

「迎えにきてくれたのですか？」

　硝子が驚おどろいたように三人を見る。

「うーん、ちょっと違うかな」

　姫がそんな硝子へ意地悪な視し線せんを送った。直後、蜜へと向き直る。

「迎えにきたのは、舞まい鶴づるさんだけ」

「え？」

「硝子は今から別行動だよ」

　続いて、八重も。

　きょとんとした硝子は、意味がわからないというふうに首を傾かしげる。

「あの、……私は？」

「あはは、しーらなーい」

　彼女の視線の先を振り返ると、理解した。

　楽しそうに笑う君きみ子こに、蜜みつも口くち許もとが綻ほころぶ。

　上う手まく笑えていたかどうかはわからないけれど、可お笑かしかった。

「じゃ、行こうか舞まい鶴づるさん」

　姫ひめが蜜にそう言い、八や重えと一いつ緒しよに踵きびすを返す。

　硝しよう子こは相変わらず、先に歩き始めたふたりにぽかんとしている。

　放っておけばいいんだろうな。

　そう思ったから、蜜は、こっちを見てにこにこしている君子に向かって、

「行こう、君子」

　左手を──さっき元に戻ったばかりの左手を、差し出した。




　──この娘こを、守ろうとしていた。

　守ろうとして、何人も殺した。

　自分も傷つけた。

　その代だい償しようとして、この小さな手には二度と触れまいと思っていた。

　今いま更さらすべてなかったことにするなんて、都合のいい話かもしれない。

　でも、どんなに都合のいい話だとしても。

　身勝手極きわまりないことだとしても。

　出会ってから別れるまでずっと蜜と君子の幸せを案じていた殊こと子こが。

　自らの存在と引き換えに時間という未来をくれた里り緒おが。

　欠落をすべて引き受けると言った佐さ伯えき先生が。

　あれからずっと自分に友人として接している硝子と晶あきらが。

　想おもってくれている。

　こんな私を、許しもせず責めもせず、ただ想っていてくれる──。




　切り落とした事実を、失った傷をなかったことにされた左手を見た君子は、

「……え」

　その異変に気付き、とてつもなく驚おどろいた顔をしたけれど、

「うん、行こ、みっちゃん」

　すぐにその手に、指を絡めてくれた。

　体温が指先から伝わってくる。

　懐なつかしい、温かい、小さな手。

　昔と同じ、けれど昔よりもずっとずっと優やさしい、ぬくもり。




　手を繫つなぎ、同じ速度で廊下を歩きながら、そっと上を向き、小さく呟つぶやいた。

　里り緒おに。

　佐さ伯えきネアに。

　殊こと子こに。

　そして、頭の奥にずっと棲すみついていた、自分自身に。

「ありがと。……ばいばい」




　返事は、ない。

　だから蜜みつは、握った親友の手にいっそう力を込める。
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　なんだかよくわからないままに置いてけぼりにされてしまった私は、保健室の扉の前の廊下で、去っていく四人の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見詰めていました。

　──というか、これはもしかしてハブという奴やつでしょうか。

　八や重えさんもひめひめもきみちゃんも蜜みつも、もう私がいらないと。むしろ邪じや魔まだと。なんかうざいよねあの娘こと。ちょっと最近調ちよう子しに乗ってるんじゃない？　と。

　そんな感じで文化祭初日から暗い高校生活がスタートするんでしょうか。

　いやいやそんなはずはと自分の脳内でつっこみを入れながら、思考が佐さ伯えき先生のネガティブ電波に毒されていることに気付きます。

「そうですよ……だいたいあの人、回りくど過ぎるのです」

　蜜にコスプレさせようとしたり、不ふ穏おんな言葉で煽あおってみたり、どう考えても無む駄だです。

「腕を治したいなら最初にそう言えばいいものを……」

「お前、何ひとりでぶつぶつ言ってんだよ」

「って、きゃっ!?」

　急に背後から声がして、私は思わず驚きよう愕がくの悲鳴をあげました。

　振り返ると、廊下の壁かべに背を預けたマスターが、呆あきれた顔で腕組みをしています。

「ま、マスター……いつの間にそこにいたのですか？」

「ずっとだよ」

「ずっと、とは」

「お前と舞まい鶴づるが保健室から出てくるちょっと前からだ」

　……ええと、つまり……最初から、ですか？

「気配けはいを消さないでくださいっ」

「別に消してないよ。お前がぼーっとしてただけだ。ったく……今まで本体にばっかり頼ってたから感覚が鈍にぶいんだよ。舞鶴はすぐに気付いてたぞ」

「わかってて黙だまってやがりましたかあの女は……」

　蜜だけではありません。私が背後のマスターに気付いていないのをいいことに、八重さんもひめひめもきみちゃんも、私を陥おとしいれたという訳わけです。

「これはあとでお仕置きですね。……おのれ」

「……お前、段だん々だん口が悪くなってないか？」

「そんなことありませんよ。……そういえば、喫きつ茶さ店てん、もとい、女装はもうよかったのですか？　もっと喫茶店にいても、もとい、女装していてもいいのですよ」

「いちいち言い直すな！」

　既すでにマスターは男子の制服に着替えています。

　まあ、あのままエプロンにスカート姿で廊下に立っていたら間違いなく変質者ですが。いくら文化祭中で仮装した人も多いとはいえ、即座に通報です。私が。

「しかし八や重えさんたち……気を利かせたつもりなんでしょうか」

「みたいだぞ」

　私の呟つぶやいた愚ぐ痴ちに、マスターが頷うなずきました。

「僕のシフトが終わったら姫ひめ島しまに呼び出された。保健室まで来いって」

「……マスターはそれにほいほい言うこと聞いて来た訳わけですか」

「来ない理由もないだろ」

　って、さらりとそんなことを言います。

「……まったく……この人は……！」

「どうした硝しよう子こ、顔が赤いぞ？　珍しい」

「余計なお世話です！」

　こっちをからかってくるとは、いつの間にそんな新たなスキルを。

「ま、お前のそんな反応を見るのも悪くない」

　にやにやと私を観かん察さつするように眺めるマスター。明らかに楽しんでいます。

「何なんですか本当に！　この女じよ装そう癖へき！　変態！　ドＭのくせにドＳ！」

「そこまで言うか!?」

「もういいです。仕方ないです。選せん択たく肢しもないことですし、行きますよ」

　私は諦あきらめることにしました。

「どこに行くんだ？」

「まずは二年八組の手作りプリンです。そこで全種類制せい覇はした後は一年五組の映画です。微妙にサスペンスっぽいので一応見てみる必要があります。あとはとにかく片っ端から、値段の高い順に食べ歩き飲み歩きなので財さい布ふの口を開いてついてきてください」

「……はいはい、わかったよ」

　そうして、マスターの手を握り、引っ張って、数歩進んだところで。

　ふと止まり、振り向きました。

「……やっぱり駄だ目めです」小さく呟つぶやき、

「は？」

「私をエスコートしてください」

「お前今、ついてきてください、って言わなかったか？」

「言ったけど言いませんでした」

「……わかったよ」

　剝むくれた私に苦笑して、彼は握った手をそのままに、先に立って歩き始めます。

「ったく……こんなんじゃ先が思おもい遣やられる」

「何ですか『こんなん』とは。どんなんですか」

「減らず口ばっかり育ちやがって」

「他ほかのところもちゃんと育ってます！」

「はいはい」




　引っ張られていく手に少しだけ抵抗してみせながら、私は嬉うれしくなって歩幅を狭めました。

　手を繫つないだまま校内を歩くのは初めてですが、文化祭なので特別サービスです。

　クラスメイトに会ったらからかわれるかもしれませんが、その時はそれで。

　今はとにかく、この平和でわくわくする非日常を、思いきり楽しむことにしましょう。
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　冬の寒さも近付く十一月。

　木枯らしの吹き始めたある日のことでした。




　その病院に勤務する医師である城き島じま晶あきら先生はいつものように回診のため、病室を訪れます。

「調ちよう子しはどうだい？」

　そこには──白いベッドに半身を起こし、窓の外、遠くを見ている少女がいました。

「今日きようは昼食を残したそうだね、硝しよう子こちゃん」

　硝子ちゃんと呼ばれたその娘こは、ゆっくりと先生の方を振り向きます。

　色の白い女の子でした。

　肌には生せい気きがありません。頭に結ゆわえられたリボンだけが、不釣り合いに滑なめらかな光こう沢たくを放っているように見えます。

　もう半年にもなろうかという入院生活に疲れ果てた硝子ちゃんは、人好きのする微ほほ笑えみを浮かべる晶先生を一いち瞥べつし、

「気安く名前で呼ばないでください、馴なれ馴なれしい」

　そう、毒づきました。

「な……」

　馴なれ馴なれしいとはなんという言いい様ざまでしょう。

　晶あきら先生は硝しよう子こちゃんと従い兄と妹こ同士、名字も同じ城き島じまです。病やまいに倒れた彼女を心配し、自分の勤める病院に入れているのも彼の思おもい遣やりからなのに。

「今日きようはご機き嫌げん斜ななめみたいだね」

　愛あい想そ笑わらいを取り戻した先生に、しかし、

「先生は今日もご機嫌ですね。私が衰えゆくのを見るのはそんなに楽しいですか？」

　硝子ちゃんは超毒どく舌ぜつです。

「楽しい訳わけないだろう……」

「じゃあなんでへらへら笑っているのですか？　営業用ですか？　本当はさっさと死んでくれれば俺おれの仕事も減るのにとか苦にが々にがしげにそんなこと思ってるんでしょう？」

　本ほん編ぺんでは誰だれかさんしか言いそうにない厭いやな口く調ちようで、硝子ちゃんは失笑を浮かべました。

　晶先生は言葉がありません。

「いいんですよ、どうせ」

　ふ──と、微ほほ笑えみを浮かべる硝子ちゃん。

「な、何がいいんだい？」

「見てください、あれを」

　晶先生は、指差された窓の外を見ました。

　そこにあるのは、煉れん瓦が造りの隣りん家かの壁かべ。

「あれ、とは？」

　注意深く壁を見詰める晶先生。

「あの蔦つたの葉です」

　言われて気付きました。地面から生はえた蔦が、壁に貼はりつき葉を茂らせています。

　しかしそれは冬近い季節の中では半分枯れてしまっており、葉っぱのひとつひとつも見るからに元気がありません。

「あ、ほら。またひとつ」

　硝子ちゃんが呟つぶやきました。

「……え？」

「蔦から葉っぱが落ちました。──これであと六枚ですね」

　六枚。それは、蔦に残った葉の数。

「あれが全部落ちる時、私も死ぬんですよ」

「え……なんだって……!?」

　晶先生は驚おどろきます。何な故ぜなら、硝子ちゃんの病気は決して重くはなく、医学的にはもう完治しているはずのものだったからです。あとは硝しよう子こちゃん自身が生きる気力を取り戻せば、すぐに回復する類たぐいの病気なのに──、

「……この娘こったら、この間からこんなことばかり言うんですよ、先生」

　疲れ果てた調ちよう子しで、硝子ちゃんの母親が呟つぶやきました。

　猫っ毛に眼鏡めがねをかけた彼女は、名前を速はや見み殊こと子こといいます。

　硝子ちゃんとは名字が違うのですがあまり気にしてはいけません。個人の家庭の事情に首をつっこむなんて趣しゆ味みが悪いですからね。というかそもそもこれはパラレルワールドのパロディ短たん編ぺんなので何でもありです。納得するように。

「まったく……私にもどうしていいか……」

「得意の催さい眠みん術じゆつで私の心を操あやつればいいじゃないですか、母かあさん」

　肩を竦すくめた殊子母さんに、硝子ちゃんは失笑しました。

　彼女の本業は催眠術師なのです。……どうやって収入を得ているのでしょうね。

「もっとも、心を操ったとしても私の病気は治らないでしょうけど」

「……そんなことはない。きみの病気はもう治ってるんだ」

　晶あきら先生は、そんな硝子ちゃんに顔をしかめます。

　しかし、

「いいんですよ先生、そんな気休めを言わなくても。……どうせ私は助からないんですから」

　硝子ちゃんは、僅わずかに顔を伏せた後、再び窓の外に目を向けて──自じ嘲ちよう気味に笑いました。

「今夜は嵐あらしだそうですし……そうなれば蔦つたの葉ももう終わり。私の命も今夜で最後ですね」

　その姿は、生きようという意志のまるで感じられない、半ば死人にも似たそれで。

　十一月の肌寒い空の中、必死で風に耐えながらそれでも次々と落ちていく蔦の葉とは、あまりに対照的でありながら、どこか似ているように感じられました。
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「……ふう」

　そんなこんなで病室を出た晶先生は大きな溜ため息いきを吐つきました。

　病やまいを治すために何よりも必要なのは、生きる意志。

　それは数々の患者を見てきた体たい験けんから身に沁しみてわかっています。ですから、食も細っている彼女がもし、このまま『自分は死ぬのだ』と思い込んだままだと──。

「あら先生、妙にダウナーね？」

　後ろ手に扉を閉める晶先生へ、廊下にいた看かん護ご師しがどこか皮肉めいた声をかけました。

「って、看護師って名前、気に入らないわね。『看護婦』の方が可か愛わいいに決まってるじゃない。ふざけんじゃないわよ。だいたいどこがどう性差別的だってのかさっぱりだわ」

「……誰だれに喋しやべってるんだ、舞まい鶴づるくん？」

　声の主ぬしは、この病院に勤務する看かん護ご師し──もとい看護婦、舞鶴蜜みつさんでした。

「何でもないわ。ひとりごとよ」

　舞鶴さんはカルテを片手にひらひらと振ると、晶あきら先生を鼻で笑いました。

「それよりあんた、またあの患者にへこまされたんでしょ？　まったくいい気味だわ」

「……うるさいな」

　彼女は、晶先生が苦しんだり悩んだりするのが楽しくて仕方ないのでした。

「あらら、図ず星ぼし？　まったく無ぶ様ざまね」

　けけけ、とまるで小こ姑じゆうとのような声で舞鶴さんは笑います。だらりと下げられた左腕にくっついた義手がそれに合わせて僅わずかに揺れました。

「……って、義手!?」

「そうよ？　それがどうかしたの？」

　あっけらかんと答える彼女に、

「そんな設定まで持ち込まなくても……」

　晶先生は顔をしかめます。

「何言ってるの？　私がリストカット癖へきにのめり込み過ぎてとうとう腕を自分から切断しちゃったの、あんたも知ってるでしょう？」

「しかも本ほん編ぺんに即してるんだか即してないんだか微妙にわからないことを言うな！」

「ちなみに厭いやなことがあると今でも義手をカミソリで切りつけてるわ。夜な夜な」

「そんな新設定はいらねえよ！」

「ねえ、義手をリスカする女の子ってどう？　新しい萌もえだと思わない？」

「思うかっ」

「……ち、面おも白しろみのない男ね。そんなだから主人公のくせに今イチ人気がないのよ」

　まったくです。

　ともあれ晶先生は、卑ひ怯きようにも一連の糾きゆう弾だんを咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かします。

　舞鶴さんの手からカルテをひったくりました。

「……回診の途中だ。次の患者さんは？」

「あと残ってるのは四〇四号室の直なお川かわさん。四〇九号室の皆みな春はるさん、四九四号室の姫ひめ島しまさん、四四九号室の柿かき原はるさんの四人ね」

「なんでそんな不ふ吉きつな数字ばっかりなんだ……？　ってかそもそもここ一階なのに」

「細かいこと気にするのは性格の悪い証拠ね」

　舞鶴さんが先せん導どうして廊下を歩き始めたので、晶先生の疑問は棚上げです。それに、自分でも言った通り回診の途中ですし仕方ありません。

「まずは直川さんだな」

　晶あきら先生と舞まい鶴づるさんは、四〇四号室の前に立ち、扉をノックしました。

「はーいー」間延びした返事。

　入院患者の直なお川かわ君きみ子こさんが、ベッドで半身を起こしたままふたりを出迎えます。

　シーツの上に出した両手の間には、一冊の文庫本が広げられていました。

「おや、何を読んでるのかな？」

　晶先生はにっこりと笑って本が大好きな直川さんに問います。別に興きよう味みはないくせにね。

「えーとねー、これー」

　それでも直川さんは屈くつ託たくなく笑うと、晶先生の方へと表紙を向けました。

　可か愛わいらしい筆致で描かれたイラストの横に、タイトルが添えられています。

「ええと……」それを読み上げる晶先生。

「……『キラの旅 -the coordinated world-』？」

「うん。衝しよう撃げき文庫でいまいちばん人気の作品なんだよー」

　なんだか違うような気がしたのですが、晶先生はその疑念を取り払い、

「どんなお話なのかな？」

「ええとねー。主役のキラが、フリーダムに乗って旅をする話なのー」

　尋きかなきゃよかったと思いました。

「こんな感じー。『できそこないの人間どもの乗るグフが溢あふれかえる宇宙を、一台のフリーダム（注・モビルスーツ。胸を貫つらぬかれてもパイロットが死なないものだけを指す）が、ゆっくりと飛んでいた。……』」

「ストップ！　朗読までしなくていいから！　本気でいろいろまずいから！」

　大慌てで止める晶先生。

「で、えーと……身体からだの調ちよう子しはどうかな？　っていうかこの娘こはどういう病気なんだ？」

　舞鶴さんが無表情に答えました。

「親から虐ぎやく待たいを受けて身体中傷だらけよ」

「……だからなんでそんな部分だけ本ほん編ぺんに即してんだ……」

「でも大丈夫よ。君子は強い子だから」

　何な故ぜか舞鶴さんは大おお威い張ばりで断言します。

「それにこの娘に虐待を加えてた家族は全員もうこの世にいないし」

「…………お前……いや……もういい」

　晶先生は諦あきらめの表情です。まったく、この程度はまだ序の口だというのに。

「どう？　君子。傷は痛まない？　ちゃんとご飯食べてる？　あまり夜よ更ふかししちゃダメよ」

「うん。大丈夫だよー。舞鶴さん優やさしいねー」

「な……っ、何言ってんの!?　仕事よ仕事！」

　あっけらかんとした直川さんの言葉に、舞鶴さんは見る間に顔を赤くしました。

　喜んでいるのが見え見えです。

「いいからさっさと熱ねつ計りなさい。包帯も変えるわよ。……ってちょっとあんた、君きみ子こに触るんじゃないわよ！　ていうか着替えさせるから出て行きなさいこの変態っ！」

　がすん。

「……痛っ！」

　晶あきら先生は、甲か斐い甲が斐いしく直なお川かわさんをいたわる舞まい鶴づるさんに置おき時計どけいを投げつけられました。おやおや、もうこうなってしまっては舞鶴さんの手て伝つだいは望めません。

「仕方ない……」あまりに彼女が嬉うれしそうだったので怒ることもできず、晶先生は溜ため息いきを吐つくと、舞鶴さんを捨て置いて病室を出ました。

　病室の扉を閉め、

「代わりの看かん護ご婦ふを呼ばなきゃな……」

　そう呟つぶやいた途端とたん。

「代わりって何よ、あっちゃん」

　明らかに機き嫌げんの悪そうな声が背後から聞こえ、晶先生はびくりと肩を震ふるわせました。

　恐る恐る振り返ると──そこに立っていたのは、案あんの定じよう、長身のナース姿。

　森もり町まち芹せり菜なさん。晶先生の幼おさな馴な染じみでもある、この病院の看護婦のひとりです。

「……困ってると思って、せっかく来たのに」

「いや、別にそういう意味で言ったんじゃなくて……」

　芹菜さんを怒らせるととてつもなく恐こわいので、晶先生は目に見えるほど狼狽うろたえます。

　しかし、一方で、

「でも、りなちゃんが来てくれて助かったよ」

　物語上恐らくは一番の常じよう識しき人じんである彼女が手伝ってくれるというのは、とてもありがたいことでもありました。

「え、……そう？」

　晶先生が微ほほ笑えむと、芹菜さんは僅わずかに顔を赤くし、

「ま、あっちゃんがそう言うなら……」許してあげてもいいかな、と呟きます。

「そうしてくれると助かる」

　本心でした。

「えっと……次の患者は誰だれだっけ？」

「あ、うん」

　芹菜さんに呼び掛けると、彼女は手に持っていたカルテを覗のぞき込みます。

「皆みな春はる八や重えちゃんだね。病状は……」

　読み上げようとした刹せつ那な。

　芹菜さんの声が止まりました。

「ん、どうした？」

　晶あきら先生はカルテを覗のぞき込み、あまり何も考えずに、それを読み上げます。

「えっと……患者、皆みな春はる八や重え……感染症……？　原因は援じょ「駄だ目め────っ！」」

　と。言葉の途中でけたたましい芹せり菜なさんの絶叫が割って入りました。

「そんな重過ぎる設定出しちゃダメっ！」

「え……あ!?」

　ようやく記された文字列の意味に気付づく晶先生。危ないところでした。

「そう、そうだよ！　ヤバかった……！」

　何をしているのでしょう。

　さっき舞まい鶴づる蜜みつの仕出かした愚ぐを、今度は自分が繰くり返すところだったのです。

「気を付けてよあっちゃん！　そんな不用意にドロドロした設定出すのは悪い癖くせよ」

「そ……そうだな。とにかく問もん診しんなんだから病名は関係ないしな」

「そうよ」

　ぎこちない態度でそれでも大きく深呼吸しながら、晶先生はノックして扉を開けます。部へ屋やの中からは軽快な音楽が聞こえてきました。

「……調ちよう子しはどうかな？」

　患者──皆春八重さんは、ベッドの上に腰掛け、テレビを見ていました。

　音楽はテレビのスピーカーから流れているものです。

「何を見て……」

　画面を一いち瞥べつし、晶先生は絶句しました。

　そこには、女の子がひとり。

　何な故ぜか、空を飛んでいます──可か愛わいらしいふさふさした尻しつ尾ぽを揺らしながら。

「……まさ……か」

　まるでケモノのような尻尾を持ったテレビの中の少女──硝しよう子こちゃんが、膨ふくれっ面つらで拗すねたように呟つぶやきました。

『……けーた……じゃなかった、晶のば～か』

　しかも何故か堀ほり江えボイスです。

　ヤバい、と思いました。

　パクりにも程ほどがあります。一刻も早くテレビを消さなければ。

　画面は切り替わり、ワイシャツを着こなした殊こと子こが何故かタクトを持って立っています。

『大気よ、シンフォニーを奏かなでよ！』

　堂に入った演技。

「ねえ八重、何を見てるの？」

　たぶん何もわかってないであろう芹菜さんが、無む邪じや気きにも皆春さんに尋たずねました。

「……新番組です」

「なんて番組？」

「今週から始まったの。『レジかみっ！』」

　……有あり沢さわさんごめんなさい。

「許可……取ってんのか……？」

「ううん……。たぶん事後承しよう諾だくだと思う」

　芹せり菜なさんの返事に、晶あきら先生は青ざめます。

「……いいからほら、回診の時間だから。皆みな春はるさん、テレビ消してっ！」

　これ以上妙なネタが出てきたら大変です。

　晶先生は慌ててフォローを入れようとしますが、その時。

　皆春さんが怒ったような表情で、こっちをじろりと睨にらみました。

「え？」

「……私も……」

「な、……何かな？」

「私も、もっと魅み力りよく的てきな脇わき役やくだったら……！」

「ええっ!?」

「たゆねとかごきょうやとか、そんな感じの立ち位置だったらよかったのに！」

「そ、」そんなこと言われても。

「何よ、あの一巻の結末！　酷ひどい！」

　皆春さんは顔を埋めてしくしくと泣き始めました。晶先生はどうしていいかわかりません。

　仕方なく、芹菜さんに助けを求めようと、

「あの、りなちゃん……彼女をどうにか……」

「………………だよ」

「……え？」

　──しかし。

「そうだよ……」

　芹菜さんは、顔を俯うつむけて。

　まるで皆春さんに同どう調ちようするかのように、小さく──呟つぶやきました。

「えっと……りなちゃん？」

「そうだよ。酷いよ。あたしだって……あたしだって同じだよ……」

「え……あの……」

　見れば芹菜さんも、いつの間にか皆春さんと同様に、唇を咬かんで声を震ふるわせています。

「……酷いよ」

　顔を上げ、晶先生を睨みつけ。

「あたしだって……もうちょっと扱いがよくったっていいじゃない！　そうだよ、せめて……せめてなでしこくらいにはっ！」

「いや、なでしこは黒いから！」

　慌てて否定する晶あきら先生。それに仮にそうだとしたら、自分は扱い的に啓けい太たです。猥わい褻せつ物ぶつ陳列罪の常習者です。それはごめんです。

「それにほら、共通点だって……」

「何よ共通点って！」

「ええと、その……そうだ！　変態が沢たく山さん出てくるじゃないか！」

　芹せり菜なさんと皆みな春はるさんのふたりは、その言葉とともに血けつ相そうを変えました。

「方向性が違う！　あっちは全裸のマッチョだけど、こっちのは人形マニアとかサイコパスとか人肉食べる母親とか話の通じない父親とかじゃない！」

「そうよ！　だいたい何よ！　あっちゃんはそうやっていっつも言いい訳わけばっかり……！」

「そう……救いはそこにあるの!?」

「祈り続けてもダメなんでしょ!?」

「信じ続けた結果があれ!?」

「ちょ、待っ……」

　非常に気まずいことを口々に叫び始めたふたりを晶先生は制止しようとしますが、

「あっちゃんのばかあっ！　出てけー！」

「……痛っ！」

　ついにぶち切れた芹菜さんに蹴けり飛ばされてしまいました。もはや手が付けられません。晶先生は逃げるようにして病室を立ち去ります。

「くっ……なんでこの病院はこんな患者ばっかり……！」

　逃げ出しておいてなんたる言いい様ざまでしょう。人格のほどが知れます。

　とは言え、何な故ぜか律りち儀ぎに回診をこなす気はあるようです。ぶつぶつと愚ぐ痴ちを言いながらも次の病室まで一いつ直ちよく線せんに走っていきます。

「ええと……姫ひめ島しま姫ひめさんか……」

　ともあれ、これまでの経けい験けん上じよう、次もろくなことになる気がまったくしません。

　しかしそんな厭いやな予感を振り切って、晶先生は今度こそと──ノックし、扉を開けます。

「姫島さん、具合は……」

　ところが。

「くくくくく！　よく来たな失敗作！」

「どうで……え？」

　聞こえてきた妙な笑い声に部へ屋やの前のネームプレートを確かく認にんしますが、間違いありません。

　姫島さんです。

　でも、どうしてこの娘こは、ベッドの上に仁に王おう立だちして晶あきら先生を出迎えているのでしょう？

「待まち侘わびた、待ちくたびれた、待まち焦こがれたぞ！　こんな場所に俺おれを閉じ込めるとはさぞかし気分がよかっただろうな！　しかしそれももう今日きようまで、俺はようやくこの部へ屋やから……」

　ばたん。

　無言で晶先生はドアを閉めました。

「えっと……今のは……」

　もう一度、今度は恐る恐る、ゆっくりと。

「あ、晶先生、こんにちは」

　聞こえてきたのは、快活そうな声。髪をふたつに括くくった少女がベッドに座っています。

「え……あれ？」

　姿はさっきと同じ。

　だけど表情も立たち居い振ふる舞まいも、さっきの彼女とはまったく違っていました。

「えっと、姫ひめ島しまさん……で、いいのかな？」

「そうですけど、何か？」

「ええと……」

　混乱する晶先生。

　その時でした。

「はぁい晶クン。どうやらお困りのようだね」

「……え」

　それは唐とう突とつに、背後に。

「……殊こと、子こ？」

「イエースっ！　新しん看かん護ご婦ふにして最後の看護婦、真打ちナースの登場だよーん！」

　どことなく空々しいハイテンションな声とともに、すらりとした人ひと影かげが突然現れました。

「……はあ!?」

「どう？　萌もえた？」

　ナースキャップに眼鏡めがねをかけた猫っ毛の殊子さんは、やたらタイトでミニなスカートの端を色っぽく摘つまみ、嬉うれしそうにポーズをとりました。

「……いや、お前、硝しよう子この母親……」

「細かいこと言わないの」

　ひとり二役です。納得しましょう。

「ま、私が来たからにはもう安心だ。晶クンのサポートは万全だね」

「万全どころか落らく盤ばんだよ……」

「しっかしアレだね。まったく晶クンってば、私の登場も待たずに次の部屋に行くから訳わけがわかんなくなっちゃうんだよ」

　呟つぶやきは完全に無視されました。

「彼女の病状、知らなかったんだろ？　まあ見てなよ」

　言うと、殊こと子こは病室から晶あきら先生を引っ張り出し、再度扉を閉ざします。

　開けました。

「さあ失敗作！　次は何をして遊ぶ？　俺おれの侵しん蝕しよくをどうやって躱かわす!?」

　閉めました。ばたん。

　また開けます。ばたん。

「晶先生、回診の時間ですよね？　私、いつになったら退院できるんでしょうか？」

　開閉。ばたん。ばたん。

「ははははは！　今度は誰だれを標的にして欲しい!?　このふざけた世界でも、俺は……」

　ばたん。ばたん。

「熱ねつ、計るんですか？」

　ばたん。ばたん。

「さあ来い！　俺はいつでも……！」

　ばたん。ばたん。

「って殊子先せん輩ぱい、私で遊ばないでくださいっ」

　そうこうしている内に怒られました。

「見ての通りだよ」

「……そうか」

　晶先生にもようやく理解が及びました。

　エターナルひめひめ──もとい、姫ひめ島しまさんはどうやら心の病気のようです。

「まったく、この扱いったら！」

　姫島さんは困ったような怒ったような顔でこちらを睨にらんできます。

「私ってどうしてこんな不幸な役回りなんですか？　って言うか笑い事じゃなかったんですよ！　聴きいてますか殊子先輩!?」

「ごめんごめん、悪かったよ」

「だいたい、殊子先輩がもう少しちゃんとしてくれてたら私もこんなことには……」

「だから悪かったって」

　猫ねこ撫なで声ごえで言いながら、殊子は姫島さんの隣となりに腰を下ろし、髪をいじり始めます。

「入院中でもちゃんと綺き麗れいにしてるね。偉い偉い」

　何かこう、いろいろとあからさまでした。

　しかし、姫島さんは、

「もうっ、そんなことで私の……」

「肌も艶つやがいいし、この分だと退院ももうすぐだね。治ったらどこに行こうか？」

「えっと、その……」

　見る間に顔を赤くして、彼女の思おもう壺つぼです。

「そうだ、これ、お見み舞まい」

　そして、どこから取り出したのか、包装された箱を姫ひめ島しまさんに手渡す殊こと子こ。

「え、私に……？」

「うん、そうだよ」

「開けてみてもいいですか？」

「いいよ」

　がさがさと包みを破く姫島さん。

「え……これ」

　中身は、少しヒールの付いた蒼あおい靴でした。

「でも、私、入院してるし……」

「だからさ」

　殊子は、にこやかな、とろけるような微ほほ笑えみで、戸と惑まどう姫島さんに向かって──、

　とどめの一いち撃げきを見舞いました。

「姫の病気が治ったらさ、これ履はいて、一いつ緒しよに出掛けようよ」

　ずぎゅーん。

「もう……殊子先せん輩ぱい……ったら……」

　姫島さんはもう大変。うっとりとした瞳ひとみで殊子を見詰めます。

　殊子は殊子で、計算通りとばかりに姫島さんの顎あごに指を這はわせます。

　もう片方の手で、完かん璧ぺきに置いてけぼりになって呆ぼう然ぜんとする晶あきら先生に向かって、しっしっ、と追い払うジェスチャーをしながら。

「…………なんだろうな……本当」

　いろいろとやりきれない気分ですが、目前で展開される間違った女の園に、これ以上介入する余地はこれっぽっちもありません。というか置おき時計どけいを投げつけられたり蹴けり飛ばされたりしなかっただけよかったのかも。

　挙げ句の果てにあんなことやそんなことまで始めたふたりから目を逸そらすように、晶先生は肩を竦すくめて病室を後にします。

　我慢です。もう少しです。回診はあと一ひと部へ屋やで終わりです。

　看かん護ご婦ふはもういませんが、考えようによってはいない方がマシです。

「……はあ……」

　その日何度目かになろうかという溜ため息いきが洩もれますが、めげてはいられません。

　最後の患者は柿かき原はる里り緒お。

　里緒は晶先生の同級生です。例によって何の病気で入院しているかは知らされていません。これまでの患者を見るにどうせろくな症状ではないのでしょうが、もうどうにでもなれです。

「里り緒お、僕だ」

　おざなりにノックをして、晶あきら先生は病室へ入っていきます。

　里緒は他ほかの患者たちと同じく、ベッドの上で半身を起こして座り、

「小こ町まちが一匹……小町が一匹……小町が一匹……小町が一匹……小町が一匹……」

　猫のぬいぐるみを抱いて、ぶつぶつと呟つぶやいていました。

　しかし晶先生は、

「里緒、具合はどうだ？」

　具合がいいとか悪いとかそういう問題ではありませんが、どうやらいろいろなことをなかったことにしたようです。

「小町が一匹……小町が一匹……あ、晶だ。元気だった？　小町が一匹……」

「ええと……まあ、僕は元気だ」

　器用な会話だな、と微かすかに思いました。

「そう？　小町が一匹……晶が元気なら、里緒も元気だよ。小町が一匹……」

　いつになったら二匹めに移るのでしょう。まあそれは考えない方が幸せです。

　と──。

「でも、晶は噓うそを吐ついているね」

　それは、不意にでした。

「……え？」

　里緒は手て許もとのぬいぐるみから視し線せんを外はずし、晶先生の方に目を向けます。

「噓、だって？」

　言いました。

「晶は全然、元気そうじゃないよ」

　それは病やみまくってるてめえらのせいだよというつっこみが心の中で浮かびましたが、

「そんなことはないさ」

　努めて顔には出さずにそう応こたえます。

　しかし、里緒の大きな瞳ひとみは、それでも──、

「違うよ。そういうことじゃない」

　どこか真剣に、晶先生を見詰めていました。

「え……？」

「里緒たちの対応に疲れたとか、そういうことじゃない。晶は大事なことを忘れてるよ？　ううん……忘れてるんじゃなくて、思い出したくないんだね。はっきり言えば、逃げてる」

「逃げ……てる？」

「ねえ、晶」

　そうして、里り緒おは。

　小こ町まち（ただし人形）を撫なでていた手を止め、一度ゆっくりと目を閉じた後、また開き。

「晶あきら。……晶は何故、硝子と向き合わないの？」

　そう──告げてきました。

「……僕、は」

　晶先生は呆ぼう然ぜんとします。

　前にもどこかで、具体的には四巻辺あたりで聞いたセリフのような気もしました。同時に、いやそれやっぱりエキセントリックなてめえらのせいだよとも微かすかに思いました。

　でも、それ以上に。

「僕は……逃げてたのかもしれない」

　そうです。

　逃げていたのかもしれません（ぶっちゃけた話、硝しよう子こちゃんのことをすっかり忘れていたというのが本当のところだったのですが、その大ポカは墓場まで持っていこうと思いました。『逃げてた』の方がなんかカッコいいし）。

　最後の一葉が落ちると自分も死ぬのだと、そう言った硝子ちゃん。

　自じ暴ぼう自じ棄きになり暴言を吐く彼女──そもそも晶先生は、硝子ちゃんを元気にするために、自分の勤務する病院に入院させたのでした。

　頭と心の歯車を盛大に狂わせた患者たちも、自分勝手にいちゃついている看かん護ご婦ふたちも、知ったこっちゃありません。回診なんかをしている場合ではないのです。

「そうか……そうだよな」

　晶先生はもっともらしく拳こぶしを握り、頷うなずきます。

「ありがとう、里緒。僕は当初の目的を忘れてしまうところだった……」

　忘れてしまうところとかではなく完全に忘れていたくせに、いけしゃあしゃあとそう言い切りやがりました。

「うん、晶は偉いね」

　そんな彼の本心を見抜いているのかいないのか、里緒は嬉うれしそうに頷きながら、両手で小町（のぬいぐるみ）を『高い高い』し、

「じゃあ、そんな偉い晶に、特別大サービス。里緒からのヒントだよ」

「……え？」

「あのね、この病院がある建物の三階はね、安アパートになってるの。そしてその一室にはね……売れない絵え描かきさんが住んでるんだって」

　意味ありげな言葉を発しました。

「なん……だって……？」

　伏ふく線せんなどまったくなく唐とう突とつに明らかになったその新情報に、晶先生は驚おどろきます。

「そうか……絵え描かき……か……！」

　そうです。

　硝しよう子こちゃんは、葉っぱが落ちてしまうと自分も死ぬと思い込んでいる。

　では、だったら──逆に考えれば、葉っぱさえ落ちなければ？

「ありがとう、里り緒お！」

　思いついたアイデアに、晶あきら先生は大だい興こう奮ふん。

　そのまま踵きびすを返すと、白はく衣いの裾すそを翻ひるがえして病室から一いち目もく散さんに飛び出していってしまいました。

「……頑張ってね、晶」

　それを見送った里緒は、大きく音をたてて閉められた扉を一いち瞥べつした後、

「あ、小こ町まち数えるの忘れてた」

　ふと思い出したように、またぬいぐるみへと目を落として、ぶつぶつと呟つぶやき始めました。

「小町が一匹……小町が一匹……」
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　そして晶先生は病院の仕事をすべて放棄して階段を駆け上がり、三階の安アパート、その一室へと辿たどり着きました。

　そこは殆ほとんどが空あき部べ屋やで、人が住んでいるのはただ一室だけです。

　そりゃそうです。階下に病院があるアパートに居を構えたがるような奇特な人間はいません。そんなところで好んで生活したがるのは、よっぽどアレな感じの人格を持っている者だけです。

　しかし晶先生は舞まい上がっておりそのことにまったく気づきません。冷静に考えれば残りのレギュラーキャラは限られているというのに。

　ネームプレートにはちゃんと彼女の名前が記されていたにも拘かかわらず、それすらも目に入ってはいなかったのです。

「すいません……！」ノックも慌ただしく、ノブを捻ひねります。

　鍵かぎはかかっていなかったので、そのままドアを開けました。

　すると──部屋の中で。

　佐さ伯えきネア画伯が、首を吊つっていました。

「え……」

　ぶらーん。ぶらーん。

　振動に合わせて、二十代女性の均きん整せいな肢体、もしくは死体が揺れています。

「ち……ちょっと待てええええええ！」

　慌てて飛び込み、持っていたメスでロープを切り裂く晶あきら先生。

　ネア画伯の身体からだは重力に従って床ゆかへとくずれ落ちました。

「……あら、私……生きてる？」

　咳せき込む様よう子すもなく、青白い顔が動きました。

　深いくまを刻んだ両目をゆっくりと開けながら、紫むらさき色いろの唇を震ふるわせます。

「どうしたの？　私に何か用事なの？」

　頭部にベレー帽を載せた彼女はようやく起きあがると、息を弾ませる晶先生に向かって、面めん倒どうそうにそう呟つぶやきました。

「いきなり死んでんじゃねえよ！」

「……だってこのまま出番がないかと思って。待ち時間も退屈で退屈で……だから退屈を紛まぎらわせるためにちょっと死んでみようかなって思ったのよ。うふふふふふ」

「こんなところに一番の重症患者がいた……」

「あら晶さん、私は至って健康よ？」

「心も身体の一部だっ！」

「あらあら。それで上う手まいこと言ったつもりなのかしら？　あなた、不ふ慮りよの事故で植物状態になったアメリカはテキサス州のジェニファーさん（17）にも同じことが言えるの？」

「誰だれだよジェニファーさん（17）って！」

「この前『世界まる見え』でやってたの」

「レスキュー９１１かよ！」

　本ほん編ぺん同様、さっぱり会話が成立しません。

「まあいいさ……それよりも佐さ伯えき先生、折り入って頼みがあるんです」

「何を言っているの晶さん？　私は今回『先生』なんかじゃないわ」

「そんなことどうでもいいんですよ！　頼みがあります」

「あら、何かしら？　晶さんが私に頼みなんて……もしかして……」

　顎あごに手を当てる彼女。

「一いつ緒しよに死んで欲しいとか？」

「てめえなんかと誰が死ぬか！」

「手段はどれにする？　薬？　手首？　焼身？　飛び降り？　それとも入じゆ水すい？」

「人の話聞けよ！」

　どうやらさっきまで彼ひ岸がんを見ていたせいか、ネア画伯は絶ぜつ好こう調ちようです。

「いいから黙だまれ！」

　遂ついにぶち切れた晶あきら先生、メスをネア画伯の首筋に突きつけて迫りました。

「あら、手首じゃなくて首なのね？　それもけっこう素敵すてきだわ」

　逆効果でした。

「もういい……」

　脱力ここに極きわまれり。晶先生は両手を床ゆかに突きました。

「あら、絶望した？　人間同士のコミュニケーションが希き薄はくな現代社会に絶望した？」

「ヤバげなセリフはもうやめてくれ……」

　紙ブログに毎回敗北感を味わってるくせに。

「……とにかくだ。あんたにお願ねがいしたいことがある。それを聞いてくれたら心中でもなんでもしてやるから……」

　晶先生は、心中する気などさらさらないくせに噓うそを吐つきました。まあいつものことですが。

「あらそう？　だったら話だけでも聞いてあげようかしら。用件は何？　毒薬を分けて欲しいの？　それとも首くび吊つり用の縄なわが欲しいの？」

「そうじゃない、絵を描かいて欲しいんだ」

「絵……ですって？」

　ネア画伯はきょとんとしました。

「今、うちの病院に生きる気力を失なくしてる娘こがいる。病室の窓から見える蔦つたの葉が全部落ちたら自分も死んでしまうって、そう思い込んでるんだ。だから……」

「だからその心の庭に茂った蔦の葉をぼくのハサミで全部刈り取ればいいんだね？」

「いい加減パクりはやめろ！」

「人間風ふ情ぜいが煩うるさいです。黙だまりやがれですぅ」

「ひとり二役かよ！　だいたい似合わねえんだよこの年増としま、ジャンクにするぞ！」

　年増と言われてネア画伯はショックを受けたようで、黙り込んでしまいました。おやおや、この程度のことで心を乱すなんて。ちゃんと乳酸菌摂とってる？

　その隙すきを見計らい、晶先生は一気にまくしたてます。

「あんた、一応絵描きなんだろ？　だからその腕で、壁かべに蔦の葉の絵を描いて欲しいんだよ。そうだ……どんなに風が吹いても落ちることのない葉を！　そうすればきっと硝しよう子こも、生きる気力を取り戻してくれる！」

「……そう。そういうことだったのね」

　ネア画伯もようやく頷うなずいてくれました。

「わかってくれたか……？」

　しかし──、

「ええ、わかったわ。でもね晶さん。その頼みは聞けないわ……」

「……どうしてだ？」

「これを見て」

　眉まゆをひそめる晶あきら先生を一いち瞥べつし、彼女はゆるゆると立ち上がると、その部へ屋やにあった唯一の家具であるクローゼットへと向かい、のろのろと引き手を握りました。

「私には……無理なの」

　クローゼットを開けます。

　そこには。

「な……えっと……」

　そこには、何も──。

　衣服はおろか、絵を描かくための筆や絵の具も、キャンバスもイーゼルもありませんでした。

「どういうことだ……!?」

「実はね、先日株かぶで大損して借しやつ金きんまみれ。全部売っぱらっちゃったのよ。うふふふふふ」

「そ……ん、な……！」

　ああ、なんということでしょう。

　よく見ればクローゼットにまで『差し押さえ』と書かれた札が貼はられています。

　首を吊つろうとしていたのも実は伏ふく線せんでした。

　佐さ伯えきネア画伯には、もはや絵を描くための術すべは何ひとつ残っていなかったのです。

「そんな……そんなバカな……」

　晶先生は、膝ひざを床ゆかに落とします。

　唯一の望みが絶たれ、もうどうしようもありません。

　身体からだが勝手にわなわなと震ふるえ始めました。体温が一気に引いていきます。

　やがて──。

「……ふざけるな……」

　晶先生は、全身を包んだ絶望の捌はけ口ぐちを、何な故ぜだ、という怒りへ変え、唇を咬かみました。

「なんなんだよこれは……ここで絵描きが自分の身体を投げ打って嵐あらしの夜に蔦つたの葉の絵を描いてくれるとかそんなんじゃないのかよ。どうしてこんな展開になってんだよ!?」

　本当、どうしてでしょうね？

「だいたい……出てくる奴やつはどいつもこいつもアホばっかだし。話の筋も一見あるようで全然ないし。パクりネタで引っ張った挙げ句にこれかよ。ふざけるなよ……」

　ついには八つ当たりです。

「この世には神も仏もいないのか!?」

　晶先生は絶叫しました。

「ふざけるなっ！　もしこの世界を作った奴がいるんなら、まずはそいつがくたばれっ！」

　絶叫して──って。

　待て。

「え……誰だれだ？」

　誰だじゃない。

　調ちよう子し乗って暴ぼう言げん吐いたな、お前。

「え？　ちょ、ちょっと待て、まさか……」

　だいたい主人公のお前に面おも白しろみの欠片かけらもないからこうなってるんだろうが。たいしたつっこみもできないくせに挙げ句の果てにはこっちに対して宣戦布告ですか？

「え？　待て！　そんな、まさかメタ……」

　メタで悪いか。

「どうりで地の文がなんかところどころでおかしいと思ったら伏ふく線せんだったのか!?　ってか、メタで落とすなんて……番ばん外がい編へんの短編だからって、幾ら何でも安易過ぎだろう!?」

　番外編くらいでしかできないんだよ。

　ってか一回やりたくてたまらなかったんだ。一回くらいならいいじゃないか。

「そ、そんなくだらない理由で！」

　くだらないとは何だよ。

　だいたい十二カ月の中から一カ月を割り振られたんだけどさ（※編集部註・この短編の初出は『暦』をテーマにした海かい賊ぞく本ぼん『電でん撃げき BUNKOYOMI』です）、よりによって十一月だぞ十一月。正月とかバレンタインとかひな祭りとか入学式とかクリスマスとかそんなイベント一切ないんだよ。十一月に何かあるか？　『ボジョレーヌーボー解禁』とか『全国とうふ祭り』とか『刃物の日』とか、そんなんばっかだぞ？　どうしろってんだよ。で、いろいろ調しらべまくったらやっと『最後の一葉』があったっていうか。

「っ……十一月三十日に『カメラの日』があるじゃないか！　あんたカメラ好きだろ!?」

　カメラはカメラでもオートフォーカスカメラの日なんだよ。

　マニュアルフォーカスは無視か？　あ？

「それは……一九七七年のこの日に、当時の小こ西にし六ろく写しや真しん工こう業ぎよう（コニカ）が世界初のオートフォーカスカメラを発売したから……」

　俺おれはニコン党なんだよ！

　ごっ、と音がして、晶あきら先生は突然の謎なぞな力りき場ばによって壁かべに叩たたきつけられました。

「痛っ！　そんなあんた、地の文で卑ひ怯きような！」

　だいたいカメラの話なんかしたら規定枚数じゃ足りないというかお前ら全然出てこない短編書きそうだし。どうせやるんなら次シリーズでやるね。

　だから最初からプロットのある『最後の一葉』にしたんだ。でもな……これ書いてる時、体調崩して大変だったんだよ。半月くらいじんましんが引かないわ熱ねつは出るわで病院ネタの短編書いてる自分が滑こつ稽けいだね。病院行きたいのはこっちだってんだ。しかももう締しめ切きり三日過ぎてるし、メタで落とすくらいしか手は残ってない！

「それはあんたの都合……」

　うるさい。もういい。話終わらせる。




　そのとき再び、突然の謎なぞな力りき場ばが部へ屋やに発生し、晶あきら先生の身体からだを持ち上げました。

「え、ちょっと、待……」

「あら晶さん、いきなり虚こ空くうに向かって訳わけのわからないことを叫び始めたと思ったら今度は空中浮遊？　ひょっとしてこれから窓に向かってダイブ・トゥ・ブルーなの？　素敵すてきだわ。うふふふふ……私も連れて行ってくれる？」

「な、ちょ、佐さ伯えき先生も！　なんで僕にしがみついてんですかっ！」

「うふふふふ……株かぶ価かとともに私の人生も下落……うふふふふふ……」

　まるでダークサイドに落ちたアナキンが操あやつっているかのようなその謎な力場は、晶先生とネア画伯のふたりを空中へと持ち上げると、そのまま勢いよく、窓へと叩たたきつけます。

「うわあああああ！」

「ふしあわせでした─────！」

　ふたりの身体は窓を突き破り、そのまま放ほう物ぶつ線せんを描きながら隣りん家かの壁かべに激げき突とつし、ずるずると病院の庭へ落下していき──。




　時は夕暮れ。

　外は、風が強くなってきていました。

　嵐あらしがもうすぐ、やってくるのです。
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「硝しよう子こちゃんー。プリン持ってきたよー」

　そして、一夜明けた朝。

「あ、きみちゃん。おはようございます」

「やっほー、具合はどう？」

「熱ねつ、出てない？」

「ひめひめに八や重えさんも。……ええ、お陰かげさまで身体の調ちよう子しは徐じよ々じよによくなってきています」

　硝子ちゃんが入院している病室に、いつものメンバーが遊びにきました。

「あれれ、硝子ってば今日きようは元気だね」

　検診のため病室にいた看かん護ご婦ふの殊こと子こさんが、そんな彼女を見て楽しそうに顔を綻ほころばせます。

「なんかさ、昨日きのうは『蔦つたの葉が全部落ちたら私は死ぬ』とか言ってたくせにねー」

　芹せり菜なさんもまた、少し意地悪げな口く調ちようでくすりと笑いました。

「ふん。どうせ仮病なんでしょ？　……ほら君きみ子こ！　あんたまだ熱ねつ測ってないじゃない！」

　吐き捨てたのは舞まい鶴づる蜜みつ。

　その言葉に、少し顔を俯うつむかせつつ、

「いえ……まあ実は……」

　硝しよう子こちゃんは、舞鶴さんの言葉をあっさりと肯定しました。

「……なんで？」

「え、ホントにー？」

「え、噓うそ。マジで？」

　顔を覗のぞき込んだ八や重えたちの視し線せんを受け、恥ずかしそうにして、硝子ちゃんは。

「あの……ああ言えば、晶あきら先生は私をずっとこの病院に入院させておくと思ったので」

　少し微ほほ笑えみながら、

「そうすれば、あの人とずっと一いつ緒しよにいられますし……」

　そう──白状しました。

　場が、一気にわき上がります。

「うわー、アツアツだー……」

「……ラブだね」

「はいはい、ごちそうさま！」

「なるほど硝子ってば策士だにゃー」

「もう……あたしだって同じなのに……」

「……ふん、やってらんないわ」

　六人が六人、それぞれの言葉で硝子ちゃんを冷やかしました。硝子ちゃんは彼女たちの視線を受けて、表情を変えないままほんの少しだけ頰ほおを赤らめた後、照れ隠しのように、

「もう嵐あらしは過ぎたようですし、カーテンを開けてくださいますか？」

「そういや、蔦つたの葉ってどうなってんだろ」

　殊こと子こが言葉に従って、カーテンを開けます。

　窓から見えるのは、いつもの見み慣なれた、隣りん家かの煉れん瓦がの壁かべと、そこに生はえた蔦と、




　それと──。




「あ……」

　たったひとつだけ残った、

「蔦の葉が……」




　健けな気げにも、嵐に耐えたのでしょうか。

　風雨に散らされることなく。少し枯れかけた色をしているけれど、確たしかに。

「よかったね、硝しよう子こ」

　驚おどろいている硝子ちゃんに、殊こと子こがウィンクをひとつ投げ掛けます。

「これでもう少し、晶あきらクンと一いつ緒しよにいられる」

　呆ぼう然ぜんと窓の外の光景を見ていた硝子ちゃんは──、

　殊子の言葉に頰ほおを緩ゆるませて、元気な声とともに頷うなずくのでした。

「……はい！」
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　一方、その頃ころ。

　病院の庭に散歩に出た柿かき原はる里り緒おは、そこで地面に絡まって倒れているふたりの人間を発見し、ゆっくりと歩み寄っていました。

「あ、晶とネアだ。おーい」

　病室の窓からは死角になっていて見えないふたつの身体からだは泥どろだらけで、一晩の嵐あらしがどれほど凄すさまじかったかを物語っています。

「おーい、生きてる？」

　里緒はその辺で拾ってきた木の枝で、ふたりをつついていましたが、

「あ」その上の壁かべにあるものを偶ぐう然ぜん見つけ、なんだろう、と首を傾かしげます。




　壁には、ふたりが落下する途中で壁に激げき突とつした際に付いたと思われる、赤黒い血の手形がひとつ──まるで枯れかけた蔦つたの葉のように、くっきりと残っていました。
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　ある日のことです。

　あなた（ここでは晶あきらくんという名前です）は、ひとりで街を歩いていました。

　それというのも、冷蔵庫のプリンを黙って食べてしまったせいで硝しよう子こちゃんの逆げき鱗りんに触れ、家から叩き出されてしまったからです。




　ただ、都合の悪いことに、お昼ご飯を食べていませんでした。このままでは空腹でぶっ倒れてしまいます。

　────そんな訳で、晶くんはどこかで食事を摂ることにしました。

　目の前には喫茶店が三軒並んでいます。どの店も看板に『メイド』とか書いているのですがお腹が減った晶くんは気付きません。そういう趣味の人は別に気付いてもいいです。とにかく三軒のお店があります。




　三つの店のどれに入るも、ここから立ち去るも、きみの自由だ。

　勇気があるなら、さあ入りたまえ！







　喫茶『姉妹』[image: ]こちらへ

　喫茶『猫殺し』[image: ]こちらへ

　喫茶『プリン』[image: ]こちらへ

　どれにも入らない[image: ]飢え死に

　やってらんない[image: ]作者が落ち込みます
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『姉妹』に入るとなんだか明らかに勘違いした姉妹が出てきました。メイドというよりゴスロリな格好をした姉です。というか姉の服、背後はどうなってんだ。

「あら晶クン……じゃなかったご主人様、お帰りなさいませ」

　サービスっけたっぷりに殊こと子こが笑います。晶くんは悪寒がしました。

「……お帰りくださいませご主人様」

　妹の方はいきなり『お帰りくださいませ』ときました。

　……まあ、取り敢えず注文をしようと思います。

「はい、メニュー」お品書きを殊子が渡してくれます。が、

「なんでジュースもケーキも軽食も『時価』なんだよ……あとこの一番最後の『スペシャルサービス』って何だ？」

「ひ・み・つ」唇に手を当てる殊子。

「そっちのメニューをくれ」恐かったので蜜みつに視線を向けます。

「ふん。……ほら」投げて寄越しやがりました。

「じゃあ、チーズケーキとコーヒーを」一応まともな値段だったので適当に選ぶと、蜜が無言でカウンターの奥へ引っ込んでいきます。

「あら、よろしいんですか？　ご主人様」しかし、何故か殊子がにやにやしながら、まだ突っ立てこっちを見ていました。

「……何がだよ」

「あっちのメニュー、みっちゃんの手作りだよ？」

「お待たせしました」え、と声をあげる間もなく、蜜が戻ってきました。

　晶くんは戦せん慄りつします。

　トレイに乗っているのはまるで肉片のようなぐちゃぐちゃの何かと、ドドメ色をした粘性の妙な液体でした。液体の方は何故か沸ふつ騰とうもしていないのにごぼごぼと泡を立てています。なんだこれ。

「べ、別にあんたのために作ったんじゃないんだからね！」

「ちゃんと食べなよ？　残したらお仕置きだからね」

　お決まりなことを言う妹と、実に楽しそうにドスの効いた声を出す姉に囲まれ、晶くんはやっぱりこの店にしなきゃよかったと後こう悔かいしました。
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「うふふふ、お帰りなさいませご主人様……」喫茶『猫殺し』に入ると、清楚なメイド服を来た佐さ伯えきネア先生が晶くんを出迎えました。

　意外なことに似合っています。晶くんが驚いていると、

「うにゃ！　にゃにゃにゃー、にゃにゃにゃにゃ！」

「……里り緒お？」

「にゃ！」猫耳と肉球を着けた里緒は、にゃんにゃんとしか言いません。

「ふふふ……何に致しますか？　くすくす……」

「え、ええと……」まともに接客してくれる佐伯先生と、猫語しか喋しやべらない里緒。よくわからず混乱しながら、晶くんはメニューを開きます。

　しかしそこには、ケーキやジュースなど一切記されていませんでした。

　デパス、プロバリン、イソミタール、ユーロジン……そんな、見るだけで眠気を誘うカタカナ名詞だけが病的に並んでいます。

「うふふふふふ今日のお勧めはハルシオンね」

　この偽エマをまともだと一瞬でも思った自分がバカでした。

「里緒、助けてくれ……」

「うにゃ？」こっちもダメでした。早くも万事休すです。

「何か他のものはないんですか？　……ちゃんと栄養のある奴を」

「……あら、いいの？」佐伯先生はきょとんとしました。

「いいも悪いもないから食べられるもの持ってきてください」

「わかったわ。晶さんがそこまで言うなら……」

　佐伯先生が里緒さんに目配せします。すると里緒さんは「にゃん」と頷うなずき、カウンターの奥へ消え、再び何かを持って戻って来ます。

「うにゃっ！」猫まっしぐらな缶詰でした。

「さあ晶さん、遠慮はいらないわ。大丈夫よ、一応栄養はあるから」

「え？ちょっと待っ……」背後からがっしと肩を摑まれました。

「うにゃ」スプーンを持って猫缶をすくい、にこにこしながらこっちへ差し出してくる里緒。晶くんはもがきますが、佐伯先生は放してくれません。挙げ句の果てには顎あごを押さえられ、無理矢理口を開かされます。

「や、やめ……！」晶くんの絶叫に構わず、猫まっしぐらな食物は口内へと無理矢理詰め込まれ────。
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「おかえりなさいませ、ご主人様！」喫茶『プリン』に入ると、ふたりのメイドさんが晶くんを出迎えました。ひとりは快活なポニーテールの女の子。もうひとりはリボンを着けた小柄な女の子です。

「……マスター、視線が芹せり菜な先輩の胸に行ってますよ」

　しかし入った途端、いきなり硝子ちゃんが不機嫌な声でそう言ってきました。晶くんは慌て、芹菜さんは顔を赤くします。というかそもそも晶くんはこの小柄な女の子に家を追い出されたからここにいる訳ですが、

「そこは気にしてはいけません」気にしてはいけないそうです。

「で、何をしに来たのです？」いや、食事なんだけど。そう言おうとした晶くんに、まだ頰を染めていた芹菜さんが小さく呟きました。

「あっちゃん、こういうの好きなの？」

「いや、別に好きって訳じゃ……！」この店の制服はやたら胸を強調した感じのものでしたので、自然、視線が固定されてしまいます。

「……マスター？」むっとする硝子ちゃんに、

「あの、あっちゃんが気に入ってくれるんだったら、その……」本編での不遇な扱いの反動か、妙に積極的な芹菜さん。

　まったく羨うらやましい状況ですが、当事者としては大変です。

「どうですか？　ご主人様……」恥ずかしそうに、ぎこちない動作で少し前屈みになる芹菜さん。それと反比例するように、硝子ちゃんの顔がどんどん無表情になっていきます。

「……そうですか。わかりましたマスター」

「いや、待て、僕はただ食事に……」

「誰を食べようというのですか、嫌らしいっ」

「曲解し過ぎだっ！」

　おやおや、とうとう硝子ちゃんがぶち切れました。

　彼女は手に持っていたメニューを振り上げると、晶くんに投げ付けます。晶くんはたまらず、逃げるように店を後にします。

　でも、やっぱりお腹が減っているのでどこか喫茶店にでも入ろうと思うと、そこには三軒の喫茶店が並んでいて────。
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あとがき




　本書は、二〇〇七年の九月に完結した『レジンキャストミルク』というシリーズの番ばん外がい編へんであり、昨年十二月に刊行した『れじみる。』の続編になります。

　続編といっても、前巻の終わりと本巻の始まりが直接繫つながっている訳わけではなく、基本的には『本編終了後』の文化祭を中心にメインストーリーが進み、その間々に過去に起きたエピソードが挟まっていく……という感じになっています。本編を読んだことのない方には少々わかりにくい話もありつつ、その点はすみません。もしよろしければ『レジンキャストミルク』全八巻をお読みになった後でお楽しみくださると嬉うれしいです。




　で、本書に収しゆう録ろくされている各短編のデータですが、左記のようになっています。




・オープニング＆エンディング＆インターミッション

　書き下ろしです。

　本編完結巻である八巻から約一カ月半後、挟はさ間ま学がく園えんの文化祭の一日。




・ナンパ×休日×ショッピング（旧題・塚つか原はらくんの失敗）

「電でん撃げき hp」vol.47（二〇〇七年四月発行）に収録。

　初出時とタイトルが変わっているのは、単に他ほかの短編のタイトルと突き合わせると微妙に据わりが悪かったからで、大きな理由はありません。

　舞ぶ台たいは本編一巻よりも前、硝しよう子この高校入学直前です。




・ナース・アタック

　書き下ろし。メインキャラは里り緒お。

　時系列的には本編一巻の少し前、硝子や蜜みつの高校入学直後。

　実は全編通して硝子が出てこない唯一の話でもあります。




・湯当たりクライシス

　書き下ろし。メインキャラは殊こと子こと蜜。

　夏休み、本編でいうと四巻と五巻の間の話です。

　ちなみに舞台のモデルは、昨年の春に時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちさんたちと泊まった九きゆう州しゆうのとある温泉宿。この短編と違い、旅行に女っ気はまったくありませんでしたが。




・ありがと、ばいばい。

　書き下ろし。メインキャラは蜜みつとネア。

　本ほん編ぺん終了後、文化祭を舞ぶ台たいにしたもので、オープニング～インターミッションの流れとひと続きの短編になります。そのせいもありこの話だけ少し毛色が違っているのですが、その分本編との繫つながりも最も深いものになっています。




・レジンキャスト病棟／レジンキャスト喫きつ茶さ

　おまけ。初出は、両方とも電でん撃げき文庫公式海かい賊ぞく本ぼんです。

『病棟』は「電撃 BUNKOYOMI」、『喫茶』は「電撃 April Fool」に収しゆう録ろくされていました。

　おまけだけあって、本編とまったく関係ありません。パラレルワールドの番外編です。

　なんかいろいろ暴ぼう走そう気味ですが……まあ、硝しよう子この見た夢とでも思ってくだされば。




　……それにしても、驚おどろくほど書き下ろし＆描かき下ろしばっかりの本になってしまい、関係者一同いろいろと大変でした。担当編集の佐さ藤とうさん、イラスト＆原案協力の椋くら本もとさんはもちろん、デザイナーさん、校こう閲えつさん、編集部、営業部、出版部などメディアワークスの皆さまには本当にいろいろとご尽じん力りよく頂きまして、幾ら感かん謝しやしても足りません。

　何より、読者の皆さまには『レジンキャストミルク８』刊行後から、本書の刊行を望む声をたくさん頂きました。それが決め手になり、こうして、晶あきらや硝子、里り緒お、蜜、殊こと子こ、ネア、芹せり菜な、姫ひめに君きみ子こに八や重え、その他脇わきキャラも含めたこの世界にもう一度触れることができました。

　正直なところ、本編が終わった以上、後ご日じつ談だんを書くのは潔いさぎよくないのではないかとずっと考えていたのですが──今は書けてよかったと思っています。

　本当にありがとうございました。




　本編八冊、番外編二冊の計十冊。

　書き残したことはありません。

　作者にとっては幸せなシリーズでした。

　願ねがわくば、読者の皆さまにとってもそうでありますよう。




　ちなみに新シリーズは現在準備中です。

　まだ確かく定ていではありませんが、たぶんファンタジーになる気がします。『レジンキャストミルク』の読者の方はもちろん、前作『ルナティック・ムーン』の読者の方も楽しめるようなものにしたいと思っているので、どうかこれからもお付き合いくだされば幸いです。





藤ふじ原わら　祐ゆう　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分生まれ。『レジンキャストミルク』＆『れじみる。』もこれで終わりです。楽しんで頂けたでしょうか？　こちらは現在、休む間もなく鋭意新シリーズ執筆中。過労死しない程度に頑張ります。どうぞ引き続きよろしくお願いします。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。愛飲していた紅茶が長期在庫切れで凹み中。ここは個人輸入か!?　いろいろ詰め込んだ短編集になりました。楽しんで頂けると嬉しいです。
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